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業務概要 

 

(ア) 業務の目的 

 持続可能な社会を構築する上で、国民、民間団体等が行う環境保全活動並びにその促進のための環

境保全意欲の増進、環境教育が重要であることに加え、これらの取組を効果的に進める上で協働取組

が重要となる。 

 「環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律」（以下「環境教育等促進法」という。）第

19 条において、「国は、国民、民間団体等が行う環境保全等を効果的に推進するため、情報提供や助

言、交流機会の提供等を行う拠点としての機能を担う体制の整備に努めること」とされており、同法

第７条で定める国の方針（以下「促進法基本方針」という。）により、環境省においては、協働取組

を構築・促進するための中核的な担い手として「環境パートナーシップオフィス（以下「EPO」とい

う。）」を全国８ブロックに設置(以下「地方 EPO」という。)した。中部地方では中部環境パートナー

シップオフィス（以下「EPO中部」という。）を開設し事業を実施しているところである。 

 また、持続可能な社会の創り手を育成する ESD の推進のため、文部科学省と環境省が共同で全国

ESD 活動支援センター（以下「全国センター」という。）と全国８ブロックに地方 ESD 活動支援セン

ター（以下「地方センター」という。）を設置し、第２期 ESD 国内実施計画に基づく ESD の全国的な

展開、支援体制の充実等を図るとともに、気候変動を切り口とした ESDの取組も進めているところで

ある。 

 本業務は、EPO 中部が環境教育等促進法の規定する国の役割を果たすため、また中部地方 ESD 活動

支援センター（以下「中部 ESD センター」という。）が国内実施計画等を踏まえた役割を果たすため、

地方 EPO と地球環境パートナーシッププラザ（以下「GEOC」という。）のネットワーク（以下「EPO

ネットワーク」という。）を活用するとともに、中部地方の事情を踏まえて各種事業等を企画し、そ

れを実施することにより、市民、NPO/NGO、行政、企業等、社会を構成する様々な主体による協働・

連携の取組を広げ、効果的・効率的に環境保全活動、多種多様な環境施策への協力及び ESD活動等を

活性化させることを目的に実施した。 

 また、｢第五次環境基本計画｣（平成 30年４月閣議決定）において提唱され、「第六次環境基本計画」

（令和６年５月閣議決定）における中心概念「ウェルビーイング」の実現に向けた「新たな成長」の

実践・実装の場として位置付けられるとともに、地域の主体性を基本に地域資源を持続的に活用して

環境・経済・社会の統合的向上を図る「地域循環共生圏」の考え方、及び「地域課題を解決し、地域

の魅力と質を向上させる地方創生に資する脱炭素」をキーメッセージとして発信している「地域脱炭

素ロードマップ」（令和３年６月国・地方脱炭素実現会議決定）の考えに基づき、各地域が自立・分

散型の社会を形成しつつ、地域の特性に応じて資源を補完し支え合う取組を推進し、持続可能な地域

づくりを通じて、環境で地域を元気にしていくとともに、持続可能な社会を構築するための創造に取

り組むことを目的として実施した。 

 さらに、令和６年度に全て変更された環境教育等促進法の基本方針の中では、ESD 活動支援セン

ター、GEOC、EPO 等の中間支援機能を活用した環境教育・協働取組の充実、人材育成について記載さ

れている。また、同基本方針では、ESD 活動支援センターの相談対応件数を令和 10 年度に令和４年

度比で倍増させることにより、ESD 活動支援センターの認知度を向上させ、学校と地域等をつなぐ中

間支援機能をより一層充実させることが求められており、引き続きネットワークの強化及び周知を図

ることとされている。 
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(イ) 期待される役割 

 ３年を１期として、今年度は第７期（令和６年４月１日から令和９年３月 31 日まで）事業の２年

目となる EPO中部、中部 ESDセンターにおいては、環境問題の解決、持続可能性に関する様々な課題

を統合的に見る観点から、環境政策の統合、環境政策と他の政策分野とを統合した、統合的アプロー

チの実践のため以下の考え方に基づき、市民活動などのより地域に近い活動での案件づくりを進めた。 

(ア) 脱炭素（CN）、資源循環（CE）、自然再興（NP）の統合的アプローチを実践に移し、地域

関係者との対話の機会を創出し、2030年に向けた案件づくり、現場づくりを行う。 

(イ) 脱炭素先行地域・重点加速化事業、自然共生サイトなど全国的な施策と連動し、助成金や

認定申請等を発掘し、優良・先進事例の創生を促進する。 

(ウ) 自治体、企業等に対しては、CN、CE、NP あるいは、環境調査研究、環境教育、環境管理な

ど様々な角度から働きかけ、多面的な関係の強化・安定化を図る。 

(エ) 地域の他の関係者などとの連携、さらに県域、流域等といった広域の協力といった面的拡

大の機会創出を図る。 

 上記を踏まえて、EPO中部・中部 ESDセンターには、主に以下の役割を期するとされている。 

ⅰ 地域における中間支援機能の強化に資する地域ネットワークの強化 

ⅱ 持続可能な社会の構築に向けた地域活動事業の創出と支援 

ⅲ 地域における活動の普及・促進に資する環境教育（ESD）の促進 

ⅳ 地方環境事務所との連携による施策の促進 

ⅴ 地域への情報の発信と連携による情報収集 

 令和６年度５月 21 日「第六次環境基本計画」が閣議決定された。これをうけ、中部地方環境事務

所では「地域環境経済社会共進化室」を設置した。共に進化することを地域で目指して、地域の様々

な立場との活発な政策対話により、国民・市場・政府が連携、提案、発信することを目指した。 

 EPO中部、中部 ESDセンターにおいても「地域共進化」の考えに基づき、これを運営した。 

 なお、EPO 中部、中部 ESD センターの事業は特定の分野に限らず、環境省全体の施策を進めるため

のパートナーシップ醸成、ESDの推進であることも意識し、業務を実施した。 

 

(ウ) 実施業務 

 促進法基本方針を踏まえ、様々な主体による協働・連携の取組を通じた環境保全活動等を活性化す

るため、市民、NPO/NGO、行政、企業、金融機関等との連携を確保しながら、①環境教育等促進法の

拠点としての推進、②環境教育・SDGs/ESD の推進、③地域循環共生圏の創造の推進について、各種

業務を行った。また、これらの活動状況等について、Web等を通じて広く発信した。 

 具体的な事業内容については、（２）EPO 中部・中部 ESD センター運営委員会等において業務実施

計画の検討を行った上で、中部地方環境事務所担当官（以下「事務所担当官」という。）と協議して

決定した。また、当該業務実施報告は、EPO中部のホームページにおいて公表している。 

 

（１）業務実施計画（案）の作成及び公表 

・業務実施計画（案）の作成（下記（３）以降の各項目を柱として構成し、項目ごとに定

量的な達成目標（インプット・アウトプット）を設定） 
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（２）EPO中部・中部地方 ESD活動支援センター運営委員会の設置・開催 

・「EPO 中部・中部 ESD センター運営委員会」（以下「運営委員会」という。）の設置・開催

（委員８名以上、年２回開催） 

・委員の委嘱手続、委員等との連絡調整、会場手配・設営（オンライン開催）、委員会運営

等の事務手続、資料の作成・印刷（１回当たり EPO 中部、中部 ESD センター分として A4

で各両面 20頁程度、10部程度）、議事進行、会議録の作成等 

 

（３）EPO 中部・中部 ESD センターの基本業務 

ⅰ）情報の収集・蓄積・発信に関する業務 

㋐ホームページの更新及び維持管理（月２回以上） 

・EPO中部（https://www.epo-chubu.jp/）、中部ESDセンター（https://chubu.esdcenter.jp/） 

㋑収集した情報の整理・蓄積・発信 

㋒リーフレットの配布 

  ⅱ）相談対応・対話の場作り 

・各種情報紹介及び相談対応、助言や各種会合への参加、市民・NPO/NGO・行政・企業等多

様な主体の交流やマッチングの場づくり、過去対応案件のフォローアップ、会議スペー

スの貸し出しや図書・資料閲覧への対応、ESD活動の相談や支援 等 

ⅲ） 地域からのグリーン社会の実現に向けたステークホルダー連携促進業務 

・ヒアリング、情報交換会やワークショップ等の開催運営業務（座談会３回、公開フォーラ

ム１回の計４回、半日、30名） 

・他団体等が主催する勉強会等（２回程度、半日程度、２名）参加、事務局として協力 

ⅳ）全国事業に関わる業務  

・検討会議（都内、１回、半日程度、２名） 

・全国 EPO連絡会（３回、都内２回、地方１回） 

ⅴ）EPOネットワークとの情報交換会 

・EPOネットワークの強化等に関するミーティング（都内、２時間） 

ⅵ）施設の維持・管理 

㋐オフィスの防火・防災管理及び解錠・施錠管理 

㋑施設・設備の維持管理 

㋒オフィス運営に必要な機材等の維持管理事務 

ⅶ）事務所担当官による活用のためのⅰ～ⅵで得られた情報やネットワークの整理 

 

（４）協働取組の促進のための業務 

ⅰ）自治体や協働コーディネーターが持つネットワークを活用した環境教育の推進 

㋐中間支援をテーマにしたセミナーの開催（有識者４名、１回、半日、30名） 

㋑協働コーディネーターによる意見交換会の開催（１回、半日、30名） 

ⅱ）自治体や協働コーディネーターとの連携による実践的な取組 

・フォーラム開催（大学教授級講師を各２名、２回、半日、30名） 

ⅲ）自治体や協働コーディネーター間の情報・意見交換の促進、活動の地域循環共生圏への貢献

についてのフィードバック 

・有識者（大学教授級３名）による活動評価手法検討ワーキンググループ（３回、半日） 

・検討結果のフィードバック、本成果のまとめ公表 
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（５）地域循環共生圏の創造に資するための推進業務 

ⅰ）地域循環共生圏づくり支援体制構築事業 

㋐中間支援体制構築業務 

・中間支援主体の見立てと打ち手に対する助言、地方事務局としての報告様式（フォロー

シート）記入・報告、ステークホルダーミーティングへの参加、制度設計への助言 等 

㋑中間共有会の開催（講師２名、１回程度、２日） 

㋒GEOCが主催する会議等への参加 

・キックオフミーティング（１回、１日、オンライン開催） 

・中間支援ギャザリング（１回、２日、都内） 

・中間支援体制の強化等の検討に向けた作業部会（２回、３時間、都内） 

・事業検討会議（２回、３時間、オンライン） 

㋓参加団体の採択のための審査委員会（別途開催）運営にかかる協力 

ⅱ）地域循環共生圏構築に向けた身近な自然資本の活用に関する意見交換会等の開催 

・意見交換会の開催（講師２名、２回、30名） 

ⅲ）地域循環共生圏づくりのための関係性の構築 

・地域循環共生圏創造の担い手の情報収集、情報提供、関係性構築 

 

（６）地方 ESD活動支援センター業務 

ⅰ）域内外の多様な主体の連携促進、交流の機会の提供（「ESD for 2030学び合いプロジェクト」

の企画・運営） 

㋐活動計画の作成 

㋑ノウハウの共有と推進に関する方策の検討 

・作業部会への参加（都内、２回、２時間、２名） 

㋒学び合いの実施（勉強会・意見交換会、ワークショップ等の実施） 

・「学び合いの場」（２回、半日） 

・「専門家有識者による検討会」（３回、半日）、「現場から学ぶ ESD 学びの場づくりワーク

ブック」の活用方法をとりまとめた冊子、動画の作成・公表・配布 

㋓実践活動（有識者２名、半日、30名） 

㋔ESD推進ネットワーク全国フォーラムにて活動結果を報告（都内、１回、１日、２名） 

㋕事務手続き 

ⅱ）学校における気候変動教育のプログラムの実証事業 

・ヒアリング等実施（２校） 

・「教職員等環境教育・ESD推進リーダー養成研修」参加（１回、１名） 

・全国センター実証事業への立ち会い（１回、２名） 

・プログラム調整・実施に係るオンライン会議に参加（１時間、２回、２名）  

ⅲ）ESD推進ネットワーク地域フォーラムの開催 

・フォーラム開催（１回、半日、30名） 

・ポスター（電子媒体及び紙媒体）の制作、主たるステークホルダーへの送付 

ⅳ）自然資本等の活用による ESD 促進（「自然資産を活かした地域・人づくり ESD ダイアログ」

開催）（大学教授級５名、１回、２日、30名） 

ⅴ）SDGs学生サミットの開催（大学教授級２名、１回、半日、オンライン 100名、会場 10名） 

ⅵ）地域 ESD拠点等の ESD活動の支援 

・共催・後援、助言・関係者の紹介、周知協力、情報発信や調整、地域 ESD拠点の登録手続 
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ⅶ）全国センターとの連携協力の推進等 

・ESD活動支援センター（全国・地方）連絡会（２回）へ出席 

・全国協力団体意見交換会（２回）、企画運営委員会（２回）に参加 

ⅷ）ESD推進のための教育現場等の実態把握と連携強化 

㋐専門家への包括的ヒアリング（２時間、１回以上、大学教授級以上１名） 

㋑教育部局、教育委員会、現場の教員等を対象にしたヒアリング（２時間、１回、２名） 

㋒経営者等を対象にしたヒアリング（２時間、１回、２名） 

 

（７）EPO/ESDの行事を通じた意識や行動の変容の把握 

・代表的な行事後等に関係コアメンバーへ簡易的ヒアリング（電話、メール等）（６事例） 

 

（８）関係主体との連携及び協働に関する業務 

ⅰ）全国の地方 EPO・GEOC・ESD 活動支援センター（全国・地方）のネットワークの活用及び連

携の確保・強化（会合等への参加） 

ⅱ）中部地方環境事務所との情報共有及び意見交換 

・事務所担当官との定期的な打合せ（月１回以上）、行事出席者アンケート結果の説明 

・日々の業務について毎月、取りまとめて提出 

ⅲ）中部地方環境事務所が開催する会議（外部評価委員会）に出席、資料作成等（１回、半日、

３名） 

ⅳ）白書を読む会の企画・運営支援（大学教授級１名、１回、３時間、会場 50 名、オンライン

100名） 

ⅴ）全国ユース環境活動発表大会に参加（中部大会１回、半日、１名以上）、審査委員選定の協

力、大会参加活動団体のホームページ等発信 

 

（９）外部資金を活用した事業 

 

（10）成果物の提出 

・四半期報告書 

・年間報告書 

・年間報告書の概要版 
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(エ) 業務の実施概要（2026年 3月 18日時点） 

 

 

  

1 令和７年度業務実施計画案、達成目標の作成 作成済み
→第１回運営委員会に諮

問
→ウェブサイト掲載

2
EPO中部・中部地方ESD活動支援センター運営
委員会の設置・開催【2回】

第１回：5/26開催→議事
録公開

第２回：2/19開催→議事
録公開

3-1 ホームページ（EPO/ESD）の更新・維持管理 月２回以上更新

3-2 収集した情報の整理・蓄積・発信 毎月１回メルマガ発行（メルマガ：計12回配信、記事：計652掲載）

3-3 リーフレットの配布 前年度からの在庫50部 増刷・計800部
今年度一年間で約700部
を配布

3-4
相談対応、対話の場づくり（交流・マッチングの
場づくり、フォロー、資料等の閲覧対応、ESD関

連支援・普及等）

適宜実施

3-5

グリーン社会実現に受けたＳＨ連携促進業務：

座談会・フォーラム等主催【4回（半日）】、他団
体主催勉強会等参加・協力【2回（半日）】

他主催参加：①北陸JICA研

修10/24、②飯田市ﾃﾞｼﾞﾀﾙ

推進WS11/21，28，12/12

3-6
全国GEOC主催会議に出席：検討会議【1回】、
全国EPO連絡会【3回】、情報交換会【1回】

検討会議：12/11出席
全国連絡会：①6/12-13出
席、②11/4-5出席、③
1/15-16出席

情報交換会：9/30出席

3-7 施設の維持管理
月次報告書の

提出等適宜実施

3-8 得られた情報やネットワークの整理・提供 適宜実施

4-1 中間支援をテーマにしたセミナー【1回（半日）】 ⇒まとめ冊子作成→公開

4-2
地域主体との連携によるフォーラム【2回（半

日）】

①上市フォーラム12/6実

施

②ローカルSDGs実践事例

集の録画撮り3/11→公開

4-3
協働コーディネーターによる意見交換会【1回
（半日）】

協働コーディネーター意見交換会を9/3に実施

4-4-1
有識者ワーキングＧによる活動評価手法の検討

【3回（半日）】

第１回ワーキング：6/2実

施

第２回ワーキング：7/23実

施

第３回ワーキング：12/4実

施

4-4-2
検討結果のフィードバック、成果まとめの作成・
公表

成果まとめ：4-1セミナーま
とめ冊子として作成・公開

5-1
中間支援体制構築業務：参加団体への助言、
四半期フォローシート記入・報告、着手時打合

せ、ミーティング同席　等

実施計画書打合せ：丹南
5/14、長野4/30、半田

5/13実施

フォローシート①：4月、②
8月、③11月、④３月：提出

済み

SHミーティング：長野
1/18、半田1/31、丹南

2/27実施

5-2 中間共有会【1回（2日）】

5-3
GEOC主催会議等出席：キックオフM【1回】、中
間支援ギャザリング【1回】、作業部会【2回】、事
業検討会議【2回】

キックオフＭ：5/29出席
中間支援ギャザリング：
3/5-6出席

作業部会①7/18出席、②
12/18出席

事業検討会議①5/15出
席、②12/11出席

5-4 審査委員会への運営協力

5-5
身近な自然資本の活用に関する意見交換会【2
回（半日）】

①AICHIEXPOユースフェ
ア10/3-4に出展

②2/23に子ども向け白山

イベント「はくさん大発見」
を開催

5-6
地域循環共生圏創造の担い手への情報提供、
つながり維持の関係構築

適宜実施

アクセス数（PV数）：EPO：31,857件／ESD：9,019件

①ヒアリング６件実施、②まちなか会合11/27実施、③

里山会合12/15実施、④共進化フォーラム3/3実施

地域循環共生圏づくり支援セミナー2025を12/5実施

フィードバック：SDGs学生サミット紹介２事例を対象に
実施

12/25実施の継続審査委員会に資料提供等で協力、当日はオンラインで傍聴

4

協働取組

の促進の
ための業

務

5

地域循環
共生圏の

創造推進

業務

事業参加団体地域の一つ、愛知県半田市で11/13-14に実施

3 基本業務

相談対応44事例／照会・相談対応等の延べ件数213
件／電話・メール対応135件／講師招聘19件／業務

打合せ117件

来館利用件数：77件／来館者数：139人

業務実施日数：計244日

仕様書業務項目 業務内容 実施・開催等の進行状況

業務実施計画の

作成

運営委員会の設

置・開催
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6-1-1

学び合いＰ：㋐活動計画の作成、㋑ノウハウ共

有（作業部会出席【2回】）、㋔全国フォーラムで

報告【1回】

㋐活動計画を作成→有識

者検討会で協議して確定

㋑作業部会：①7/9出席、

②2/25出席

㋔全国フォーラム報告：

12/7出展・参加

6-1-2
学び合いＰ：㋒-1学び合いの場【2回】、㋓実践

活動

㋒-1学び合い①：7/18実

施、学び合い②：8/29実施

㋓実践セミナー：11/25-26

実施

6-1-3
学び合いＰ：㋒-2有識者検討会【3回】、ワーク

ブック普及冊子・動画の作成・公表・配布

冊子・動画：作成→WEBに

公開

6-2

気候変動教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実証事業：㋐R8年度実

施可能校把握ﾋｱﾘﾝｸﾞ【2校】、㋑研修参加【1

回】、㋒全国C事業立ち合い【1回】、㋓関連会議

出席【2回】

㋓関連会議：ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ作

成検討会議：①10/14、②

2/16

6-3
ESD推進ネットワーク地域フォーラムの開催【1

回（半日）】、ポスター作成

6-4
自然資源を活用した地域・人づくりESDダイアロ

グ【1回（２日）】

6-5 SDGs学生サミット【1回（半日）】

6-6 地域ESD拠点等の活動支援 適宜実施

6-7

全国センター会議への出席・連携協力：連絡会

【2回】、協力団体意見交換会【2回】、活動状況

調査等への協力

連絡会…①6/13出席、②

1/16出席

意見交換会…①7/8出

席、②：12/7兼全国フォー

ラム出席

企画運営委員会…①6/9

出席、②2/25出席

6-8

教育現場の実態把握と連携強化：専門家【1名

（2時間）】／教育関係者【2名（各2時間）】／中小

企業経営者【2名（各2時間）】

専門家：名古屋市立大学

松村氏5/21実施

教育関係者：①愛知県立愛

知商業高校10/20実施、中

部大学第一高等学校 10/21

実施

中小企業：①(株)鈴六

8/26実施、②NPOアスク

ネット9/24実施

7

8-1
EPO・GEOC・ESDセンターのネットワーク活用及

び連携の確保・強化のための会合出席

8-2
事務所担当官との定期的な打合せ、日々の業

務を毎月報告
月１回以上の打合せ実施　定例打合せは計12回実施

8-3
事務所開催会議（外部評価委員会等）の資料作

成・説明【1回（半日）】
外部評価委員会3/2出席

自己評価シート、業務報

告書の作成・提出

8-4
白書を読む会の企画、会場運営支援【1回（3時

間）】

8-5
全国ユース中部大会に参加【1回（半日）】、審査

委員の選定、活動団体情報のWEB掲載
中部大会11/29に参加

審査委員の選定：浅野智

恵美氏（環境カウンセ

ラー）を推薦

出場校リストのwebに掲載

9 適宜実施

10
相談10件、コーディネート

5件実施

四半期報告書を①7/18、

②10/17、③1/23にそれぞ

れ納品

年間報告書：3/31納品

仕様書業務項目 業務内容 実施・開催等の進行状況

6

中部地方

ESD活動

支援セン

ター運営

業務

㋐ﾋｱﾘﾝｸﾞ：①桜台高校7/22、②斐太高校8/1＋6-8（とりま

とめ中）、㋑環境教育リーダー研修（名古屋）7/31参加、㋒

全国C事業立ち合い：10/1京都先端科学大学附属高校の

授業（Web参加）、10/27東京立正高校の授業（Web参加）

10/17-18に三重県尾鷲市で南紀エリアの教育関係者が事例・取組発表等を行う

会合を実施

SDGs活動に取り組む3大学・3高校の学生チーム、事業者・活動主体3団体が登

壇する会合を2/7開催

㋒-2有識者検討会…第１回会議：6/2実施、第２回会

議：7/23実施、第３回会議：12/4実施

9/29にハイブリッド方式で地域ESD拠点登録団体の会合として実施／ポスター・開

催案内チラシを作成して地域ESD拠点登録団体へ提供

8

関係主体

との連携

及び協働

に関する

業務

共生圏事業中間支援座談会…5/29第１回、7/20地球環境基金とEPO顔合わせ

ミーティングなどに出席

10/22開催・白書を読む会を企画・広報展開・運営を実施

①JICA研修生の日報、②学び合い参加者からの報告、③上市フォーラム協力

者、④ESDダイアログ：尾鷲市、⑤学び合いＰ（坂井市）関係者、⑥実践セミナー関

係者を対象に実施

業務実施における旅費及び謝金等の支払い業務

外部資金を活用した事業；地球環境基金／愛知県環境学習コー

ディネート業務

地域課題解決戦略検討業務：研修会：7/29出席、調

査等：11/11実施⇒報告書：2/20提出

成果物の提出：第１～３四半期報告書、年間報告書（及び概要版）

行動変容の把握：主催行事参加者へのヒアリング（3月中旬までに）

【6事例】
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１ 業務実施計画の作成 

(ア) 作成した令和７年度業務実施計画 

①業務概要 
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②業務スケジュール（2025年５月の立案時点案） 
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③定量的な達成目標（インプット・アウトプット）の設定 
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(イ) 業務実施計画の公表 

⚫ 作成した令和７年度業務実施計画案は、EPO 中部・中部地方 ESD 活動支援センター運営委

員会（第１回会議）に諮ったうえで、EPO中部ウェブサイトに掲載、公開した。 

⚫ 中部地方 ESD 活動支援センターウェブサイトについても、EPO 中部ウェブサイトへの直リ

ンク見出し記事を掲載した。 

【EPO中部ウェブサイト】 

 
 

【中部地方 ESD活動支援センターウェブサイト】 
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２ EPO中部･中部 ESD支援センター運営委員会の設置・開催 

(ア) 運営委員について 

⚫ 令和７年度の「EPO 中部・中部地方 ESD 活動支援センター運営委員会」を設置・開催する

にあたり、次表の８名の委員に就任を依頼し、委嘱手続き等を行った。 

 

【委員名簿】委員：計８名 

№ 分野等 地域 氏名 所属先・役職等 

1 学識者／ESD 東海 伊藤 恭彦 名古屋市立大学理事・副学長 

2 学識者／学校教育 北陸 加藤 隆弘 
金沢大学人間社会研究域学校教育系 准教授 

（北陸ESD推進コンソーシアム 事務局長） 

3 学識者／地域整備計画 東海 加藤 義人 
岐阜大学 客員教授 

名古屋都市センター 特任アドバイザー 

4 協働コーディネーター 北陸 堺  勇 人 
一般社団法人環境市民プラットフォームとやま（PECとやま） 

常務理事／事務局長 

5 NPO／地域づくり 北陸 田辺 友也 NPO法人まちづくりスポットとやま 代表理事 

6 自治体 東海 濵田一多朗 尾鷲市役所 商工観光課長 

7 企業／環境学習 北陸 水上 聡子 アルマス・バイオコスモス研究所 

8 学識者／自然生態系 信州 水谷 瑞希 信州大学教育学部附属志賀自然教育研究施設 准教授 

 

(イ) 第１回会議 

①日時 

⚫ 2025年５月 28日（水）13：00～16：00 

 

②開催方法 

⚫ オンライン会議（Webexミーティング） 

 

③出席者 

⚫ 運営委員：７名 ※水上聡子委員（アルマス・バイオコスモス研究所）が所用により欠席 

⚫ 中部地方環境事務所環境対策課：縄野課長補佐、髙木里海づくり推進専門官 

⚫ 事務局（EPO中部）：福井理事長、清本、原、富田 

 

④議事次第 

１．ご挨拶  環境省中部地方環境事務所 

２．本委員会設置要領について／第２回運営委員会の日程調整 

３．令和７（2025）年度業務実施計画について 

４．EPO業務について 

 (1) EPO業務事務局案の説明 

 (2) 意見交換 

５．ESD業務について 

 (1) ESD業務事務局案の説明 

 (2) 意見交換 

６．閉会 
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⑤会議資料 

資料１：EPO中部・中部地方 ESD活動支援センター運営委員会設置要領 

資料２：令和７（2025）年度業務実施計画 

資料３：EPO業務事務局説明資料 

資料４：ESD業務事務局説明資料 

参考資料１：地域循環共生圏づくり支援セミナー2024のまとめ冊子 

参考資料２：活動評価チェックリストの試行結果シート 

 

 

(ウ) 第２回会議 

①日時 

⚫ 2026年２月 19日（木）13：00～16：00 

 

②開催方法 

⚫ オンライン（Webexミーティング） 

 

③出席者 

⚫ 運営委員：７名 ※濵田一多朗委員（尾鷲市役所 商工観光課長）が所用により欠席 

⚫ 環境省中部地方環境事務所環境対策課：縄野課長補佐 髙木里海づくり推進専門官 

⚫ 事務局（EPO中部）：福井理事長、清本、原、富田 

 

④議事次第 

１．ご挨拶  環境省中部地方環境事務所 

２．EPO業務について 

 (1) EPO業務実施報告資料の説明 

 (2) 意見交換 

３．ESD業務について 

 (1) ESD業務実施報告資料の説明 

 (2) 意見交換 

４．その他 

５．閉会 
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⑤会議資料 

資料１：EPO業務実施報告 事務局説明資料 

資料２：ESD業務実施報告 事務局説明資料 

参考資料：濵田委員へのヒアリング 

 

 

 

(エ) 会議実施結果（議事概要）の公開 

⚫ 第１回及び第２回運営委員会終了後に会議の議事概要を作成し、各委員に確認した上で、

EPO中部ウェブサイト上で公開した。（中部地方ESD活動支援センターウェブサイトにもEPO

中部ウェブサイトの該当ページへの直リンク見出しを設定した。） 
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【EPO中部ウェブサイト】 
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３ EPO中部・中部地方 ESD活動支援センターの基本業務 

(1) 情報の収集・蓄積・発信に関する業務 

ア ホームページの更新及び維持管理 

⚫ EPO中部では、環境保全、協働の推進、ESD、SDGs等に関わる情報を収集・整理・蓄積し、

行政機関の動き、公募・助成金情報、イベント情報等の発信を行っている。 

⚫ 収集した情報は、EPO中部及び中部地方ESD活動支援センターの各ウェブサイトにおいて、

下表の通り、記事の投稿・掲載・更新を行った。 

【EPO中部（http://www.epo-chubu.jp）更新実施表】 

月 
更新回数・

計 

更新コンテンツ 

EPO 中部の

お知らせ 

皆さんの 

お知らせ 

スタッフの 

あれこれ 

EPO 中部 

とは 
EPO 中部が

お手伝い 

お役立ち 

ツール 

その他（メル

マガ掲載等） 

4月 119 1 112 1 1 1 2 1 

5月 60 1 56 1 1 0 0 1 

6月 137 2 127 1 5 1 0 1 

7月 103 1 100 1 0 0 0 1 

8月 58 4 52 1 0 0 0 1 

9月 90 7 79 1 1 0 0 2 

10月 109 2 103 1 0 0 1 2 

11月 94 2 89 1 0 0 0 2 

12月 100 4 92 1 0 1 0 2 

1月 69 4 63 1 0 0 0 1 

2月 84 5 77 1 0 0 0 1 

3月 41 4 32 0 1 1 2 1 

計 1,064 37 982 11 9 4 5 16 

【中部地方 ESD活動支援センター（http://chubu.esdcenter.jp）更新実施表】 

月 
更新回数・

計 

更新コンテンツ 

センター概要 事業報告 
イベント＆

ニュース 
コンテンツ紹介 

地域 ESD 拠点

トピック 
その他 

4月 60 0 0 54 2 4 0 

5月 34 0 0 33 0 1 0 

6月 75 2 0 64 1 8 0 

7月 41 0 0 39 0 2 0 

8月 26 0 0 21 0 2 3 

9月 33 1 0 30 0 1 1 

10月 23 0 0 18 1 2 2 

11月 28 0 0 23 0 4 1 

12月 41 1 0 32 1 5 2 

1月 31 0 0 26 0 4 1 

2月 33 0 0 26 0 5 2 

3月 15 1 1 11 0 0 2 

計 440 5 1 377 5 38 14 

 

※ いずれも「３月」の数値は３月 18日時点で集計を行った。 
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(ア) ウェブサイトのアクセス数（ページビュー数） 

⚫ EPO中部及び中部地方ESD活動支援センターの各ウェブサイトのアクセス数（ページビュー

数／Googleアナリティクスにおける「表示回数」項目）は、下表の通りである。 

【EPO中部ウェブサイト】 

※ 2020 年度に EPO 中部ウェブサイトをリニューアルした際、アクセス数の照会元を Google アナリティ

クスに移行したため、2021 年度以降は Google アナリティクスでアクセス数の把握を行っている。（従

来の照会元であるサーバー会社によるアクセスレポートは特殊なシステムによるページビュー数集

計を行っていたため、一般的なページビュー数を把握できる Googleアナリティクスに変更した。） 
照会元 Googleアナリティクス 参考）2022 年度以前のサーバー会社アクセスレポート 

年度 2025 2024 2023 2022 2021 2022 2021 2020 2019 2018 

4 月 2,611  2,504  2,440  2,133 3,310 59,189 24,015 66,930 59,319 19,311 

5 月 1,983  2,155  2,374  2,197 2,965 75,304 16,148 56,664 30,280 18,382 

6 月 3,070  2,474  2,942  1,983 3,574 79,962 21,314 61,297 29,150 20,060 

7月 2,427  2,358  2,324  2,125  2,579  78,408  29,566  52,720  34,314  18,763  

8月 1,928  2,130  1,808  2,387  2,203  49,173  25,428  43,742  38,479  17,688  

9月 2,850  2,115  1,752  1,883  1,923  68,449  24,902  43,419  72,087  14,795  

10月 2,604  1,896  2,029  2,413  4,015  92,734  34,750  42,768  75,127  16,176  

11月 4,574  2,013  2,474  2,873  2,791  64,309  48,487  38,630  102,551  16,289  

12月 2,400  2,416  2,745  2,852  2,271  97,461  45,615  35,352  182,209  31,808  

1月 2,507  3,110  3,077  3,911  2,132  100,899  65,535  23,878  107,374  39,694  

2月 3,260  2,632  3,114  3,075  2,800  97,007  65,552  14,677  61,384  21,378  

3月 1,643 3,153  5,064  3,302  1,622  101,586  74,440  21,593  67,883  44,972  

計 31,857  28,956  32,143  31,134  32,185  964,481  475,752  501,670  860,157  279,316  

【中部地方 ESD活動支援センターウェブサイト】 

照会元 Googleアナリティクス 

年度 2025 2024 2023 2022 2021 2020 2019 2018 

4 月 642  628  938  1,057 1,115 1,165 618 595 

5 月 523  614  997  1,030 1,368 648 828 857 

6 月 800  703  890  1,026 1,324 1,620 955 1,301 

7月 501  824  1,184  1,025  1,272  1,164  832  795  

8月 943  708  1,326  1,331  811  827  1,111  1,144  

9月 769  654  1,149  963  872  797  1,232  818  

10月 1,060  579  902  775  1,463  1,179  1,192  904  

11月 861  849  997  949  1,240  950  1,064  1,085  

12月 1,078  668  606  761  1,302  1,420  1,139  879  

1月 891  564  724  623  1,052  1,183  841  841  

2月 561  547  1,034  861  1,025  1,080  1,181  641  

3月 390  488  1,200  547  731  1,099  1,258  752  

計 9,019  7,826  11,947  10,948  13,575  13,132  12,251  10,612  

 

※ いずれも 2025年度の「３月」の数値は３月 18日時点のデータで集計を行った。 

※ ほかの年度の「３月」は３月 31日までのデータの集計となっている。 
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イ 収集した情報の整理・蓄積・発信（メールマガジン発行） 

⚫ 各事業の実施状況のほか、行政機関の動き、公募・助成金情報、イベント等の情報を収集、

整理、蓄積し、それらの情報と中部地方環境事務所から広報依頼等のあった情報を発信す

るため、メールマガジンの定期配信（毎月第２火曜日発行）を行ったほか、前項のホーム

ぺージ等にも随時掲載し、情報提供を行った。 

⚫ なお、発行済みメールマガジンのバックナンバーを、EPO 中部ウェブサイトに掲載し、公

開している。（https://www.epo-chubu.jp/mail-magazine） 

 

月 号 発行日 
発行 

部数 

記事数 

・計 

掲載記事数 

冒頭部 
環境省 

関連 

イベント 

関連 

ツール・ 

コンテンツ 

助成金・ 

表彰等 
その他 

4 月 190 号 4/8 617 部 45 0 11 14 9 9 2 

5 月 191 号 5/13 618 部 58 2 11 19 8 15 3 

6 月 192 号 6/10 618 部 60 2 16 20 4 15 3 

7月 193 号 7/8 618 部 74 2 17 27 2 23 3 

8月 194 号 8/12 617 部 58 4 15 16 3 18 2 

9月 195 号 9/9 618 部 50 3 12 25 1 7 2 

10月 196 号 10/14 619 部 59 5 13 25 0 15 1 

11月 197 号 11/11 619 部 52 7 13 20 0 10 2 

12月 198 号 12/9 619 部 54 3 10 25 4 9 3 

1月 199 号 1/13 617 部 50 4 13 24 4 3 2 

2月 200 号 2/10 618 部 53 6 7 31 1 6 2 

3月 201 号 3/10 617 部 39 4 6 18 2 7 2 

計 652 42 144 264 38 137 27 

※ 「冒頭部」の記事は、中部地方環境事務所及び EPO中部の主催イベント等お知らせ記事となっている。 

 

ウ リーフレットの配布 

⚫ EPO 中部／中部地方 ESD 活動支援センターのリーフレットについて、前年度に作成した第

７期版を主催イベントや招聘された地域イベント等で配布を行った。 

⚫ ４月時点で約 100 部の前年度在庫があり、６月中旬に ESD 代表メールアドレスの変更修正

を行ったうえで 300 部を増刷し（リーフレットに 2025 年６月発行と記載）、更に８月末に

500部増刷した。 

⚫ 2025年４月～2026年３月 17日までの間に計 800部を増刷し、計 700部を配布した。 
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(2) 相談対応・対話の場づくり 

⚫ EPO中部もしくは中部地方ESD活動支援センターへの相談対応や、それに伴う打合せ、マッ

チング作業、情報収集、地域主体からの招聘等を行った件数は、次表の通りである。 

 

※ 以下、いずれも「３月」の数値は３月 18日時点で集計を行った。 

 

【照会・相談・打合せ対応件数】 

区分 

ア 照会・相談対応 イ 対話の体制の構築 

ア＋イ 

対応件数

総計 

①
相
談
に
対
し
支
援
対
応

等
を
行
っ
た
案
件
の
事
例

件
数
※
１ 

照
会
・
相
談
対
応
等
の
延

べ
件
数
※
２ 

（
左
記
①
案
件
事
例
へ
の
対

応
延
べ
件
数
も
含
む
） 

 

(

ア)

会
議
・
セ
ミ
ナ
ー
等

地
域
活
動
へ
の
招
聘 

(

イ)

そ
の
他
打
合
せ
や
地

域
主
体
と
の
意
見
交
換
等 

来
館
件
数 

延
べ
件
数

※
２  ③

メ
ー
ル
・
電
話
に
よ

る
相
談(

広
報
依
頼
等) 

延
べ
件
数
※
２ 

②
相
談
・
照
会
、

資
料
配
架
依
頼
等 

会
議
利
用 

4月 8 23 5 4 1 18 1 9 33 

5月 2 14 7 4 3 7 1 8 23 

6月 2 20 6 3 3 14 3 13 36 

7月 4 17 7 5 2 10 1 6 24 

8月 5 23 9 6 3 14 1 22 46 

9月 6 28 16 8 9 12 1 10 39 

10月 4 21 5 4 1 16 2 19 42 

11月 1 10 3 1 2 7 1 6 17 

12月 4 20 7 3 4 13 3 7 30 

1月 1 15 4 2 2 11 3 10 28 

2月 5 14 5 4 1 9 1 6 21 

3月 2 7 3 1 2 4 1 1 9 

計 44 212 77 45 33 135 19 117 348 

※１）事例件数：最初の連絡から対応終了までの（その間の連絡・打合せ等を含めた）案件ごとにカウントした数となっている。 

※２）延べ件数：同じ案件・用件での来館、メール・電話等であっても、個別に回数をカウントした数となっている。 

 

(ア) 照会・相談対応 

①相談に対し（広報協力以外の）支援対応等を行った案件 

⚫ 相談に対し、EPO 中部／中部地方 ESD 活動支援センターが何らかの支援対応等を行った案

件数は下記の通りである。 

⚫ また、EPO が個別対応を行った照会、相談、支援要請等については、「相談対応票」に記録

し、月次で中部地方環境事務所へ提出・報告を行った。 

【相談件数の合計、相談方法別件数】 

 相談件数・計 
相談方法 

電話 メール 来所 その他 

4月 8 3 4 0 1 

5月 2 1 1 0 0 

6月 2 0 1 0 1 

7月 4 1 0 1 2 

8月 5 1 3 0 1 

9月 6 1 0 5 0 
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 相談件数・計 
相談方法 

電話 メール 来所 その他 

10月 4 1 2 0 1 

11月 1 1 0 0 0 

12月 4 1 2 0 1 

1月 1 0 0 0 1 

2月 5 1 2 0 2 

3月 2 2 0 0 0 

計 44 13 15 6 10 

 

【相談主体別の相談件数】 

 

相談主体の分類 

学校・ 

教育機関 
大学関係 企 業 自治体 NPO・NGO 

その他 

事業主体 

業界団体

等 
その他 

4月 1 1 0 4 2 0 0 0 

5月 0 0 0 1 0 1 0 0 

6月 0 0 0 1 1 0 0 0 

7月 1 2 1 0 0 0 0 0 

8月 0 0 1 2 0 0 1 1 

9月 0 2 0 1 1 1 1 0 

10月 1 0 0 2 0 1 0 0 

11月 0 0 0 0 0 1 0 0 

12月 0 2 1 0 0 1 0 0 

1月 0 0 0 0 0 0 0 1 

2月 0 1 0 2 2 0 0 0 

3月 0 0 1 0 1 0 0 0 

計 3 8 4 13 7 5 2 2 

 

【相談に対し EPOが行った支援内容の件数】 

 

EPO による支援内容分類 

EPO 

スタッフの

登壇・招聘 

講師等人

材紹介
（EPOスタッ

フ以外） 

活動団体

等の照会・

マッチング 

教材・ツー

ルの紹介・

提供等 

環境省事

業・EPO業

務の情報

提供 

SDGsの情

報提供 

ESD・授業

等教育関

係の情報

提供 

その他の

情報提供 

イベント等

の事業企

画運営 

後援等名

義使用 

その他 

4月 4 1 0 0 0 0 0 0 0 2 1 

5月 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

6月 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 

7月 1 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 

8月 1 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0 

9月 1 0 1 0 2 0 0 2 0 0 0 

10月 1 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 

11月 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

12月 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 

1月 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 

2月 2 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 

3月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 

計 14 3 4 2 3 0 2 6 3 3 4 
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【相談対応票；具体の相談内容と EPOによる対応内容等の記録】 
№ 受付日 相談者区分 相談内容 対応内容 事後報告 

1 4 月 1 日 自治体 
・企画している ESD シリーズイベントについ

て後援を依頼したい。 

・ESD センターの後援手続きについてメールで回答。 

・EPO 中部の後援について企画書で受け付け。 

・4/9 中部 REO の確認を経て EPO 中部の後援を承認する旨を先方に連絡。 

 

2 4 月 2 日 自治体 
・環境イベントの実行員会に委員として出席

を依頼したい。 

・2/13 までに事前電話・郵便で委員就任の依頼があり、承諾。 

・4/2 に改めて電話での依頼と、委員会を 4/14 に開催する旨の案内をメールでい

ただいた。 

※環境イベントを 9/13 開催。 

・イベント開催後の 10/15 に開催

結果資料をメール送付いただい

た。 

3 4 月 9 日 NPO・NGO 
・環境配慮行動変容のナッジについて、事例

の話題提供してほしい。 

・過去に COOL CHOICE のためのナッジの研究を行っていた職員で対応する旨返

答。 

・5/21 の夜開催で調整。 

 

4 4 月 11 日 NPO・NGO ・高校生インターンの受入依頼。 

・4/11 に電話で依頼があり、依頼書をメールで送付いただいた。4/14 に現時点で

回答はできないため、4 月末までに連絡する旨を伝えた。 

・4/17 にメールで受け入れ可能と連絡。 

・6/3 に電話とメールで受け入れ候補日について連絡あり。関係者との調整のうえ

回答及び実施要領を送付することを返信。 

・6/13 に実施要領を提出。今回は３人のインターン生が EPO を希望しているとのこ

と。 

・6/19 先方事務局と打合せ。事前レポート用の参考資料として環境白書（令和６年

版）と地域循環共生圏リーフレットを提供。 

・7/3 高校生インターン代表者からご挨拶の電話があり、持ち物、服装等について

の質問に回答した。 

・8/26～8/28 に高校生インターンを受け入れ予定。（うち 8/27 は地域循環共生圏

事業・半田を取材訪問。） 

・9/1 高校生インターンが作成した

取材レポート記事を WEB 等に公

開。 

・9/24 依頼 NPO が来館し、高校

生からの御礼状をいただいた。ま

た、10/16 実施のインターンシップ

学内発表会への参観を案内いた

だき、参加した。 

5 4 月 11 日 自治体 
・SDGs まちづくり事業プロポ評価についての

依頼。 

・4/14 来所、SDGs まちづくり意見交換とともに評価方法についての説明を受ける。 

・4/15 評価表をメール送信。 
 

6 4 月 17 日 自治体 
・SDGs まちづくり事業イベントの後援申請依

頼。 

・4/17 にメールで依頼あり。中部事務所へ確認。 

・4/18 中部事務所の確認を得て、先方へ後援名義使用が可能である旨をメールに

て連絡。 

 

7 4 月 21 日 大学関係 

・学会中部支部大会（6/21）のシンポジウム

での講演者に藤前干潟保全に関するいい人

がいないかとの相談。 

・内容の企画についてのメモの送付を依頼。そのメモを元に検討したいと返答。 

・講師として中部大学の専門家で藤前干潟のアセスメント関係者を推薦。 

・講師を依頼し了承を得る。 

・学会発表の形で ESD 事業の報告の機会を得る。 

・6/11 シンポジウムの打合せをオンラインで実施オブザーバー参加（参加者 9 名） 

・当日 ESD 事業の報告を発表。 

 

8 4 月 23 日 
学校・教育

機関 

・ユネスコスクール支援会議に引き続き委員

として参加してほしい。 
・依頼を了承。6/17、12/9 会議出席。  
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№ 受付日 相談者区分 相談内容 対応内容 事後報告 

9 5 月 26 日 
その他事業

主体 

・1 月ごろ開催の環境学習リーダー養成講座

に講師を派遣してほしい.。 

・依頼を了承、6/4 時前打合せを実施。 

・打合せの結果、11/18 に実施決定。内容は学びの場づくりとし、ESD ワークブック

を活用する少人数のワークショップとする。 

 

10 5 月 29 日 自治体 
・昨年に引き続きナッジに関しての講座の講

師をお願いしたい。 
・依頼を了承、6/29 で日程を調整。  

11 6 月 10 日 NPO・NGO 

・大学生がＥＳＤ・SDGｓを活動するにあたり

北陸地方でＥＳＤ・SDGｓ活動の勉強ができる

ところを教えてほしい。 

・北陸地方の関係する組織、団体についてメールで返信。  

12 6 月 11 日 自治体 
・愛・地球博 20 周年に関わるシンポジウム

にパネル発表をお願いできないか。 

・8/11 の開催に対して対応を了承。 

・7/3 対面で打合せ。 

・8/11 ポスター展示、1 分アピール登壇、ポスターセッション参加 

 

13 7 月 15 日 企業 
・衣料リサイクルの会社が作成したカード

ゲームについてアドバイスいただけないか。 

・対応を了承。8/25PM を仮日程として EPO 中部事務所に来てもらう方向で調整を

進める。 

・8/26EPO 中部来所、環境カウンセラー浅野氏同席でカードゲームについて意見

交換、アドバイス 

 

14 7 月 23 日 
学校・教育

機関 

・中学校の総合学習（クラスごとにテーマを設

定して研究する授業）で食品ロスをテーマに

クラスで課題研究を行っており、その情報収

集を行いたい。 

・来館した学生と対面方式で、学生側が準備していた質問に回答しつつ、回答に該

当する食品ロス関連の資料を提供／紹介した。 

・そのほか、環境白書（令和６年版）のダイジェスト版を提供し、あわせて最新版とな

る令和７年版の「食」の該当ページの出力資料を提供した。 

・愛知県と名古屋市の子ども向けの食品ロスのパンフレットを例示・提供しつつ、自

治体の取組やイベントについては、県・市のウェブサイトで最新情報が確認できるこ

とを伝えた。加えて、イベントについては「なごや環境大学」の冊子を提供し、掲載さ

れていた『おかえりやさい』プロジェクト（以前に「白書を読む会」に登壇）のイベント

を紹介した。 

 

15 7 月 28 日 大学関係 

・都留市の高校教育での授業についてミステ

リーワークショップを取り入れられないか検

討中、助言が欲しい。 

・授業についていくつかのアドバイスを実施。 

・9/24 に都留市で実施する計画の授業に参加の可能性を示唆。 

・先方の都合で、今年度は中止。 

 

16 7 月 28 日 大学関係 

・飯田市で GIS を使った職員勉強会を企画し

ている。ワークショップの企画運営に協力し

てほしい。 

・対応を了承。飯田市を交えたオンライン打合せに参加することとする。 

・8/28 にオンライン打合せ。11/21、28、12/13 に市役所職員勉強会実施を計画す

ることについて了解。 

・9/24 オンライン打合せ。各勉強会のプログラム案を作成し内容をすり合わせ。 

 

17 8 月 6 日 業界団体等 
・信州 ESD コンソーシアム令和 7 年度通常

総会への出席要請 
・9／5 開催のオンライン会議に出席する旨返答  
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№ 受付日 相談者区分 相談内容 対応内容 事後報告 

18 8 月 8 日 自治体 
・中部地方 ESD 活動支援センターの連携が

できないか 

・8/22 に担当者が来所、お互いの活動について経緯を含めて意見交換 

・名古屋市立の保育園、小学校、中学校向けに年度当初作成配布している名古屋

市環境学習プログラムガイドに当センターのコーナーを載せることについて連携す

ることとする。 

・令和 8 年度の企画編集が 10 月から始まるため、ESD ワークブックの特設記事を

検討したいとのこと。ワークブックのデザイン版権について確認の上連絡する。 

 

19 8 月 18 日 その他 

・学び合いの場①に参加して作成した ESD

イベント企画が実現しそうなので、後援をい

ただけないか。 

・イベントの主催や日時会場などの情報が必要であることを説明し、できれば書類

で見せて欲しい旨説明。 

・8/19 にメールで書類の写真を受領、中身を確認し、REO と相談。 

・8/20 メールと電話で連絡、問題点として主催が企業である点と販売を伴う可能性

があることについて相談者に説明、豊田市の後援がどうなっているのかについて確

認。 

・8/21 に相談者より、後援依頼の趣旨に沿わない事を理解の上、後援依頼を取り

下げる旨連絡あり。 

・10/23 にメールでお礼と報告あ

り。10/12 に無事イベントが実施で

きたとのこと。72 に対して珈琲から

気候変動を考えるフリップボードに

よる情報発信を実施。 

20 8 月 29 日 企業 

・自然共生サイト申請を目指す長野県内の

自社工場で、モニタリング指導等の協力をい

ただける団体・有識者を紹介してほしい。 

・8/28 メールで ERCA（自然共生サイト事務局）からの紹介とのことでメールで相談

があった。 

・8/29 長野県の「人と生きものパートナーシップ推進事業」によるマッチング支援、

民間の生物多様性ネットワーク支援団体を紹介。相談・マッチング等がうまくいかな

かった場合には、再度 EPO が対応するため連絡いただきたい旨を伝えた。 

・同日、企業側から、県・ネットワーク支援団体に打診してみること、うまくいかなっ

た場合は再度 EPO に相談したい旨の返信メールが同日届いた。 

 

21 8 月 29 日 自治体 
・職員研修のワークショップ手法について相

談したい・ 

・9/3 に来所して相談。 

・SDGs チェックリストワークショップと SDGs 指標物語を合わせた研修とする。 

・開発に係わった専門家を業界マッチング 

 

22 9 月 4 日 大学関係 
・環境省から出向で環境教育等に関わるが、

中部地方の ESD 状況について知りたい。 

・電話で中部地方の ESD の状況を当センターの立場から説明、意見交換。 

・相談者は環境マインド推進センターにも関わっており、お互い今後是非連携した

いとの所管を共有。 

・その後挨拶メールを交換 

 

23 9 月 9 日 自治体 

・EPO について紹介してほしい。 

・脱炭素のプラットフォームづくりを行ってい

るため、今後協力いただきたい。 

・9/4 に電話・メールで EPO 来館の依頼があり、名古屋へ来られた際に立ち寄りい

ただくことになった。 

・9/9EPO 来館。EPO の役割・業務内容、長野県内で実施した地域支援業務、自治

体と協働実施した業務などを紹介した。広報協力が可能であること、プラットフォー

ムづくりの企画等で課題がある場合にも、壁打ちして現状整理等の協力が可能で

あることをお伝えした。 

・9/16 御礼メールをいただき、今

後、EPO と連携していきたいとの

付記もいただいた。 

・2/24 主催イベントの案内をメール

でいただき、参加はできないが、広

報協力を申し出た。今後、相互に

広報協力していきたい旨の返信を

いただいた。 



 

 

 

 

27 

№ 受付日 相談者区分 相談内容 対応内容 事後報告 

24 9 月 10 日 業界団体等 
・12/13 に計画しているセミナーでワーク

ショップを頼めないか 

・ワークショップの実施で職員派遣を了承。 

・内容は参加者自身の活動を CE、CN、NP 及び環境社会経済の中で位置づけ関

連性を議論する内容を提案。 

・10/16 電話連絡あり、企画内容を大幅に変更し、パネルディスカッションのコーディ

ネーターをおねがいしたいとの依頼あり、これを了承。 

・10/23EPO に来所、打合せ、当日企画の打合せ。 

・その他地域経済を地域循環共生圏に活かす勉強会についての企画意見交換、

フォーレさんろくら主催で、かしもの協議会とダイアログをしたらどうかと提案。 

・12/10 打合せ、環境カウンセラー全国からの要請でコンセプトが変更になり、パネ

ルディスカッションのコーディネーターを依頼したいとのこと。この件について了承。 

 

25 9 月 11 日 大学関係 

・大学で「地域資源を活用した地域間連携に

関する研究」に取り組んでおり、実際の取組

や課題について学ばせてほしい。 

・9/11 にメールにて連絡があり、日程調整のうえ、10/9 に EPO へ来館のうえ、ヒア

リングしていただくことになった。（大学が所在する近畿地方の事例であれば「きん

き環境館」に相談されることを勧めたところ、近畿と中部の両方をヒアリングしたいと

のことだった。） 

・10/9 ヒアリングのため来館。地域循環共生圏づくり事業の事例紹介等を行った。

補足ヒアリングとして再来館する可能性もあるとのこと。 

 

26 9 月 26 日 
その他事業

主体 

・来年度パラリンピックの関係で、展示施設を

閉める必要があり、その間何か出前的なコン

テンツを展開していきたい。 

・船の交通に関する脱炭素的な内容や、南極観測船ふじの内容から極地観測での

温暖化問題など地球環境コンテンツが有効では。 

・実際のコンテンツ企画があれば、名古屋環境大学などプラットフォームを紹介でき

ることを情報提供。 

 

27 9 月 30 日 NPO・NGO ・探究学習の状況について意見交換したい。 
・高校に対してヒアリングなどの調査を行っていることを紹介。 

・その他の意見交換で六つの資本による活動評価について紹介。 
 

28 10 月 1 日 
その他事業

主体 

・JICA 研修生に地域循環共生圏の話をして

ほしい。 

・EPO 中部からの派遣を了承。 

・10/24 に富山県上市町にて、フィジー、ガボン、ソロモンからの 6 人の研修生相手

に、通訳を入れて講義を実施。 

・その他現場視察や、2 者による話題提供を含めてディスカッション。 

・翌日 10/25 には研修生の柿取り体験に同行参加。 

 

29 10 月 14 日 
学校・教育

機関 

・総合学習について企画のアドバイスが欲し

い。 

・中学校における探求的な学習のキックオフをどのように行うかをオンライン会議で

意見交換。 

・クイズ形式の気づきを与えるプログラムを持つ講師を紹介。 

・10/29 来所 11/18 出前授業実施について EPO にて講師と打ちあわせ。 

 

30 10 月 21 日 自治体 

・昨年度講師を派遣した中学校の授業記録

について Web 掲載したいので許可いただき

たい。また原稿をチェックしてほしい。 

・原稿をチェック。Web 掲載を了承。  
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№ 受付日 相談者区分 相談内容 対応内容 事後報告 

31 10 月 28 日 自治体 
・協働に取り組んでいる中小企業の人に講

演をお願いしたいため、紹介してほしい。 

・具体的な名前等は紹介できないが、商店街店主やまちづくりコンサルタントなどを

検索されること提案した。 

・中小事業者による資金獲得方法について質問されたため、営利団体は助成金等

への応募不可であることが多いため、クラウドファンディングの方法があること、企

業を経営しつつ別団体を設立して活動を展開しているケースなどをお伝えした。 

・一般社団法人であれば、具体的に EPO 中部・協働コーディネーターなどがいるこ

と、EPO 中部ウェブサイトの協働コーディネーター紹介ページをヒントにしていただく

ことなどをお伝えした。 

・1/14 に再度電話連絡があり、協

働の相談先として EPO を主催会

合で紹介したいとのこと。EPO の

ほかに、協働コーディネーターの

取組を紹介し、そのほか相談・照

会対応等を行っている主体・事業

について情報提供を行った。 

32 11 月 19 日 
その他事業

主体 

・地元 FM 局の SDGs カフェの番組に出演し

てほしい。 

・1 時間のトーク番組を相談者が主催しており、ゲストとして 2 人出演することを了

承。 

・11／26 富山市への出張を機会にお昼に事前打合せ、夕方収録。 

・12 月に収録した内容を数回放送。 

 

33 12 月 4 日 企業 

・EPO 主催イベントで一緒に登壇した有識者

に講演をお願いしたいが、どのような方法で

連絡するのがよいか。 

・すでに名刺交換しているので、ご連絡してお願いすればよいと返答。電話では捕

まりにくいので、メールで必要情報を添えてお願いしてみたらどうかと助言。 
 

34 12 月 12 日 
その他事業

主体 

・来年 3 月までに名古屋でビーチクリーンの

実施を検討している。企業と一緒に活動して

いただけるパートナー団体を紹介してほし

い。 

・12/15 名古屋および愛知県内で定期的にクリーンアップ活動を実施している団体

を回答。 
 

35 12 月 18 日 大学関係 
・SDGs 学生サミットについて一般参加者の

申込について教えて欲しい。 

・一般参加者については動画視聴できるようにし、Web 上に URL を公開することを

回答。 
 

36 12 月 25 日 大学関係 

・2/28 に行う水と緑のフォーラムで、九州博

多湾沿岸のコメンテーターを探している。九

州 EPO につないでもらえないか。 

・九州 EPO に電話してスピーカーフォンで相談。九州の心当たりについて情報を

メールで知らせていただくこととなった。 
 

37 1 月 21 日 その他 
・次年度本格化する文科省プロジェクトのイ

ンタビュー調査で、大学生のつてはないか。 

・SDGｓ学生サミットなどで大学の研究室ともお付き合いがあるのでご紹介できると

思うと応対。 

・詳細が決まってきたらまたご連絡をいただけることとなった。 

 

38 2 月 3 日 自治体 

・11 月～12 月に実施した職員勉強会と 1 月

の学輪について記者発表ができないか。協

力いただけないか。 

・中部大学、都留文化大学担当教員とともにメール相談。 

・2／20 オンライン打合せ。4/20 または 5/1 の定例記者会見に対応する方向で調

整。 

 

39 2 月 4 日 自治体 
・名古屋市 SDGs まちづくり事業について事

業者採択評価委員をお願いしたい。 

・依頼について承諾。その旨をメールで返答。 

・2/12 に来所、内容を説明いただき、評価基準について助言。 

・3/31 来所、提案書を説明。 

 

40 2 月 6 日 NPO・NGO 

・水と流域フォーラム(2/23 開催)について以

前作成した EPO 中部のポスターを掲示して

よいか。また是非当日参加してほしい。 

・ポスター提供について了承。 

・スタッフ 2 名の当日参加を登録。 

・2/23 掲示ポスターをメール送付で確認。 

・2/28 開催に参加。 
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№ 受付日 相談者区分 相談内容 対応内容 事後報告 

41 2 月 9 日 大学関係 

・ファシリテーションを支援した飯田市のワー

クショップ等について総括勉強会で情報提供

してほしい。 

・依頼について承諾。3/25～27 の総括勉強会に参加を予定。 

・2/24 連絡があり、勉強会が延期との連絡を受ける。これを了解。 
 

42 2 月 12 日 NPO・NGO 

・交流会で SDGs の取組を可視化したい。

SDGs 学生サミットの学生グループ発表で用

いた様式を使わせて欲しい。 

・依頼を承諾。メールにて対象様式を送付。  

43 3 月 5 日 企業 

・関東 ESD センターの紹介でコンタクトした

い。現在実施中の養老高校を含めて連携で

きないか。ESD 拠点登録も視野に相談した

い。 

・3/5 に関東 ESD センターより相談者の紹介あり。すでに関東地方として地域 ESD

拠点に登録しており、高校探究関係で連携できる可能性の示唆あり。 

・3/6 に相談者からの電話連絡あり。名古屋支店が岐阜県立養老高校と授業連携

をはじめており、連携の可能性を探りたい。また中部地方の拠点登録も考えたいと

のこと。3/18 に来所し、相談意見交換。 

 

44 3 月 9 日 NPO・NGO 
・来年度も引き続き、高校生インターンの受

入を依頼したい。 

・EPO は受託している立場にあることを説明し、新年度に入ってからご連絡いただく

ようお伝えした。４月に改めてご連絡いただけることになった。 
 

 

 

 



 

30 

 

②来館による相談・照会、資料配架依頼等 

月 件数 相談・問合せ内容 

4月 4件 

・他地方 EPOと意見交換 

・自治体から SDGsまちづくり推進事業に関する相談 

・引越し業者による下見 

・自治体と意見交換 

5月 4件 
・事業者（過去主催行事登壇者）がご挨拶と資料のお届け 

・資料閲覧、情報収集（3件） 

6月 3件 

・GEOC意見交換 

・高校生インターン受入にかかる書類受け渡し、打合せ 

・閲覧・配架用資料の持参 

7月 5件 

・県職員が SDGsチェックシートの活用報告 

・中学生が授業課題となっている食品ロスに関する情報・資料の収集 

・防火防災点検 

・共生圏事業のヒアリング 

・挨拶立寄り 

8月 6件 

・まちづくり事業、共進化業務についての打合せ 

・情報収集 

・自治体の環境施設の方と意見交換 

・高校生による課題学習のための情報収集（プラスチック問題、絶滅危惧種） 

・高校生インターン受入（オリエンテーション、環境白書ディスカッション） 

・高校生インターン受入（レポート作成）、主催 NPO視察 

9月 8件 

・自治体の相談対応 

・自治体の方が来館（EPO取組説明） 

・情報収集（3件） 

・環境カウンセラーからの相談対応 

・NPO法人（インターンシップ主催者）の挨拶立寄とヒアリング実施 

・地方 ESDセンターと意見交換 

10月 4件 

・大学生のヒアリング（環境施策等説明） 

・環境活動についての紹介・相談 

・環境カウンセラーからの相談対応 

・中学校から探究学習についての相談 

11月 1件 ・主催イベントの関係者が登壇資料お届けのため来館 

12月 3件 

・登壇するセミナーについての相談 

・引越し業者下見 

・催事登壇者が資料お届け 

1月 2件 
・情報収集 

・環境省事業について意見交換 

2月 4件 

・ビル管理業者等の視察 

・自治体と評価委員依頼説明に関する相談 

・ネット関係設営等の打合せ（2件） 

3月 1件 ・EPOの備品確認打合せ 

計 45件 

 

③メール・電話による相談、問合せ、広報依頼等 

月 件数 相談・問合せ内容 

4月 18件 

・自治体から環境イベント実行委員会開催についての電話・メール（3件） 

・自治体から学習情報システムの登録内容について確認のメール 

・他地方 EPOから来館予定のメール 

・NPOからイベント情報の広報協力依頼のメール 

・自治体から環境イベント会議資料の送付 

・NPOから助成事業について周知依頼のメール 

・NPOから高校生の夏休みのインターンシップ受入の可否について問合せの電話 

・一般社団からごみ拾いイベントについて案内のメール 

・自治体から相談依頼の電話 

・自治体からまちづくり事業への EPO後援名義について問合せの電話 

・自治体から企画提案の書類に関する電話 

・NPOから環境関連セミナーについて開催案内のメール 
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月 件数 相談・問合せ内容 

・公益財団法人から助成事業について募集案内のメール 

・中部事務所から SDGs関連フォーラムについて web掲載依頼のメール 

・中部事務所から公益財団法人主催の助成事業について web掲載依頼のメール 

・外来魚防除団体からイベント案内のメール 

5月 7件 

・一般社団法人から助成事業公募について広報協力依頼のメール 

・任意団体から共生圏事業についての問合せ電話 

・企業から環境省主催事業について広報協力依頼のメール 

・NPOから助成事業について広報協力依頼のメール 

・銀行から助成金の広報協力依頼のメール 

・公益財団法人から助成金の広報依頼メール 

・環境教育の研修について広報協力依頼のメール 

6月 14件 

・NPO法人から高校生インターン受入実施について電話及びメール（3件） 

・企業から視察・見学の受入について照会のメール 

・NPO法人からオンライン学習会開催についてメール 

・NPO法人から助成事業について周知依頼のメール 

・市民参加型昆虫調査について web掲載依頼のメール 

・学生インターンの催事参加について照会のメール 

・企業から環境助成金の広報協力依頼のメール 

・自治体から SDGs関連の講演会について広報協力依頼のメール 

・自治体の水素関連事業について広報協力依頼のメールと電話 

・自治体から環境学習関連催事にかかる広報協力依頼の電話 

・河川事務所から流域治水の作品・研究募集にかかる web掲載について照会のメール 

・NPO法人から森づくり事業について広報協力依頼のメール 

7月 10件 

・インターン予定の学生から挨拶の電話 

・一般財団法人から起業家マインドを育むプログラム（子ども向け）についての案内メール 

・研究機関から SDGsシンポジウム開催案内のメール 

・自然保護管事務所から写真展の案内メール 

・自治体から SDGs支援ツール使用時の活動報告のメール送付 

・団体から助成事業について広報協力依頼のメール 

・一般社団法人/地域 ESD拠点登録団体から EPOに関する掲載情報提供依頼のメール 

・中学生から施設訪問について問合せの電話 

・公益財団法人主催の資源循環セミナーについて web掲載依頼 

・主催催事の受講者からその後の報告と御礼の電話 

8月 14件 

・自治体から環境関連催事のチラシ設置依頼の電話 

・協働コーディネーターから新しいコーディネーターの推薦の電話連絡 

・企業から SDGs関連催事の案内 

・NPO法人から助成事業について広報依頼のメール 

・インターン高校生から事前課題レポート送付のメール 

・一般の方から環境省の電話番号について照会の電話 

・企業から SDGs関連催事について案内及びチラシ完成版提供のメール 

・催事参加者からその後の報告と後援申請の可否に関する照会の電話 

・NPOからインターン受入と視察に関する電話 

・一般の方から地下街店舗の管理者に関する問合せの電話 

・市民団体の方から外来生物対策関連シンポジウムについて案内のメール 

・企業から生き物モニタリングの指導に対応できる地元団体/有識者の紹介希望のメール 

・NPOからオンライン学習会について案内のメール 

・企業から情報提供に対するお礼のメール 

9月 12件 

・教育機関から挨拶のメール 

・自治体から EPO来館（EPO紹介依頼）の日時調整メール 

・大学生から取材依頼のメール 

・中部事務所から web掲載依頼のメール 

・NPOからオンライン学習会について案内のメール 

・NPOからインターン受入の御礼と発表会のご案内メール 

・NPOからイベント広報協力依頼のメール 

・原発関連施設等の視察ツアーの案内メール 

・ESD拠点から SDGs関連催事の案内メール 

・地方センターから広報協力依頼のメール 

・脱炭素セミナーについて web・メルマガ掲載依頼のメール 

・ゼロカーボン関連セミナーについて webメルマガ掲載依頼のメール 

10月 16件 ・NPOからオンライン学習会案内のメール 
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月 件数 相談・問合せ内容 

・環境関係団体から催事広報依頼のメール 

・カーボンニュートラル関連行事について広報依頼のメール 

・大学生からヒアリング御礼のメール 

・自治体から環境関連行事の報告にかかる連絡の電話 

・高校から過去の web掲載記事についての照会 

・新聞社から ESDダイアログについての問合せ電話（2件） 

・ほかの地方 ESDセンターからネットワーク推進フォーラムの開催内容等について問合せ電話 

・大学研究室から学生サミットへの参加希望メール 

・省庁合同説明会について web掲載依頼のメール 

・公益財団法人主催フォーラムについて広報協力依頼のメール 

・公益財団法人から掲載内容について要望のメール 

・研究機関から SDGs体験型学習プログラム見学について案内のメール 

・自治体から「協働」に取り組む中小企業紹介の相談の電話 

・自治体から学習情報掲載システム移行について案内のメール 

11月 7件 

・自治体環境施設のイベントチラシについて印刷配架依頼のメール 

・市民団体から外来魚情報交換会について案内のメール 

・新聞社から催事について取材可否の照会の電話とメール 

・協働コーディネーターから 12/6主催フォーラムについての問合せ電話 

・協働コーディネーター所属先から WEBサイトのリンク依頼・御礼のメール 

・公益財団法人から環境技術関連セミナーの広報協力依頼のメール 

・自治体・大学主催のシンポジウムについてメルマガ・web掲載依頼のメール 

12月 13件 

・自治体主催・若者向けシンポジウムの周知依頼のメール 

・CO2排出関連勉強会の webメルマガ掲載依頼のメール 

・民間団体から SDGs関連の講座プログラムのご案内メール 

・自治体から実行委員をつとめている催事について意見照会の電話とメール 

・一般社団法人から助成事業について案内のメール 

・公益社団法人から活動協力団体の照会依頼メール 

・自治会から会合の開催方法について質問の電話 

・一般社団法人から寄付キャンペーンについて情報拡散依頼のメール 

・過去催事登壇者からワークショップご案内のメール 

・大学から主催催事について申込・配信方法等に関する問合せのメール 

・NPOから広報協力依頼メール 

・自治体から環境学習関連催事について広報協力依頼の電話とメール 

・環境事務所から職員募集について広報協力依頼のメール 

1月 11件 

・協議会の脱炭素関連催事についてメルマガ・web掲載依頼のメール 

・主催イベントについて問合せの電話 

・自治体主催催事についてメルマガ掲載依頼のメール 

・自治体から協働コーディネーターの活用等について照会の電話 

・環境事務所から人材育成プログラムについてメルマガ掲載依頼のメール 

・独立行政法人から研修事業について広報協力依頼のメール 

・動物園からフォーラムの web掲載依頼の電話 

・公益財団法人から教育機関への寄贈プラグラムについてメルマガ掲載依頼のメール 

・他 ESDセンターから催事広報協力依頼のメール 

・補助金・行政情報等のセミナーについてメルマガ及び web掲載依頼のメール 

・公益財団法人から CN関連セミナーについてメルマガ掲載依頼のメール 

2月 9件 

・一般社団法人からオンライン相談・資料提供について問合せのメール 

・公益財団法人からメルマガ掲載の確認と御礼のメール 

・地域 ESD拠点からイベント広報の協力依頼メール 

・他 EPO・全国センターから催事周知依頼のメール（2件） 

・自治体から脱炭素関連催事の案内及び広報協力依頼のメール 

・他地方センターからイベントの案内メール 

・自治体から主催催事の申込確認等について照会の電話 

・環境関連協議会から催事について情報発信依頼のメール 

3月 4件 

・公益財団法人から資源循環関連催事についてメルマガ掲載依頼のメール 

・自治体から EPO催事の登壇者資料について問合せのメール 

・企業から ESDに関する相談の電話 

・自治体から掲載ページのリンク先修正依頼のメール 

計 135件 
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(イ) 会議・セミナー等地域活動への招聘 

⚫ EPO 中部／中部地方 ESD 活動支援センターが自治体・団体等から招聘された会議等は次表

の通りである。 

⚫ 会議出席のほか、講師としての登壇など、関係主体の依頼に対し適宜対応した。 

⚫ これらの会議等への出席を通じて、地域での協働体制の構築及びノウハウの蓄積を行った。

なお、開催地域については事務所担当官に報告し、調整を行った。 

 
№ 県区分 開催日 依頼主体等 依頼事業等の名称 依頼内容 方法 謝金 

1 愛知 4 月 14 日 名古屋市環境企画課 環境デーなごや実行委員会 委員 対面 なし 

2 その他 5 月 21 日 
気候変動・省エネルギー行動会議

（BECC JAPAN） 
オンライン交流会 話題提供者 

オンラ

イン 
なし 

3 愛知 6 月 17 日 愛知県教育委員会 ユネスコスクール支援会議 委員 対面 あり 

4 愛知 6 月 21 日 環境教育学会中部支部 環境教育学会第 5 回中部支部大会 発表 対面 なし 

5 愛知 6 月 29 日 愛知県環境政策課 サスティナ研究所 基礎講座 講師 対面 あり 

6 その他 7 月 28 日 
早稲田大学 環境研究総合推進費

担当教授・学生 

環境研究総合推進費「地域を主体と

するサスティナブル社会への移行方

法論の構築 ー地域循環共生圏事業

の発展的な拡大にむけてー」 

ヒアリング 対面 あり 

7 愛知 8 月 11 日 愛知県 
愛・地球リレーシンポジウム 2025 第

2 回 
ポスター展示、発表 対面 なし 

8 長野 9 月 5 日 信州 ESD コンソーシアム 
信州 ESD コンソーシアム令和 7 年度

通常総会案内 
メンバー 

オンラ

イン 
なし 

9 愛知 10 月 16 日 アスクネット 
南山高校女子部インターン学習発表

会 
参観 対面 なし 

10 富山 10 月 24 日 JICA 北陸 JICA 研修 in 上市町 講師 対面 あり 

11 富山 11 月 26 日 富山シティエフエム 堺勇人の「SDGs カフェ」の収録 ラジオ番組ゲスト出演 対面 なし 

12 愛知 12 月 9 日 愛知県教育委員会 ユネスコスクール支援会議 委員 対面 あり 

13 愛知 12 月 9 日 名古屋市環境企画課 「環境デーなごや」実行委員会 委員（書面回答依頼） その他 なし 

14 岐阜 12 月 13 日 岐阜県カウンセラー協会 
レジリエンスカフェ環境カウンセラー

交流会 

パネルディスカッション

コーディネーター 
対面 あり 

15 愛知 1 月 10 日 
「なごや環境大学」実行委員会、

（一社） 環境政策対話研究所 

どうする？なごやの脱炭素 神奈川

県における「気候市民会議」報告 
参加 対面 なし 

16 石川 1 月 21 日 北陸ＥＳＤ推進コンソーシアム 令和７年度北陸ＥＳＤ推進連絡協議会 委員 
オンラ

イン 
なし 

17 愛知 1 月 22 日 
愛知県地球温暖化防止活動推進

センター 
気候危機フォーラム 

トークセッションコーディ

ネーター 
対面 なし 

18 愛知 2 月 28 日 中部 ESD 拠点協議会（REC 中部） 地球市民フォーラム 参加 対面 なし 

19 愛知 3 月 14 日 
名古屋市立大学、名古屋市教育委

員会 
高大連携探究活動成果発表会 参加 対面 なし 

 

(ウ) そのほか打合せや地域主体との意見交換会等の実施 

⚫ 本業務に関連する地域の会合や地域活動等への参加・出席状況は下記の通りである。 

⚫ また、EPO 中部主催のセミナー・フォーラム等開催のため、地域（開催地）を訪問した際

には、関係自治体や関係団体等をあわせて訪問し、意見交換・情報交換、及び相談対応等

を行っている。 

 
№ 県区分 実施日 打合せ主体（担当組織・部署） 方法 実施内容 

1 その他 4 月 3 日 九州 EPO 面談 EPO 事業に関する意見交換 

2 愛知 4 月 14 日 名古屋市環境企画課 面談 SDGs まちづくりに関する意見交換 

3 愛知 4 月 14 日 中部大学有識者（福井先生、古澤先生） 面談 
グリーン社会の実現に向けた SH 連携促進業務の相

談、検討 

4 中部 4 月 16 日 
学び合い P 有識者検討会、活動評価検討 WKG メ

ンバー 

オンラ

イン 

学び合い P 有識者検討会、活動評価検討 WKG 事前

打合せ 

5 愛知 4 月 17 日 半田市地域循環共生圏推進協議会、半田市 面談 地域循環共生圏事業支援についての打合せ 

6 愛知 4 月 22 日 名古屋市環境局環境企画課 面談 意見交換 

7 福井 4 月 24 日 
エコ・グリーンツーリズム水の里しらやま、合同会

社ローカル SD クリエーション 
面談 地域循環共生圏事業支援についての打合せ 
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№ 県区分 実施日 打合せ主体（担当組織・部署） 方法 実施内容 

8 愛知 4 月 28 日 中部圏社会経済研究所 面談 中部共進化意見交換 

9 長野 4 月 30 日 長野県 NPO センター、芋井地区住民自治協議会 面談 
地域循環共生圏事業支援についての打合せ、実施計

画書ディスカッション 

10 三重 5 月 1 日 尾鷲市 面談 ESD ダイアログ企画に関する意見交換 

11 中部 5 月 9 日 運営委員・伊藤座長 
オンラ

イン 
第１回運営委員会の事前（座長）打合せ 

12 福井 5 月 12 日 
エコ・グリーンツーリズム水の里しらやま、合同会

社ローカル SD クリエーション、(株)ドマノマド 

オンラ

イン 

地域ブランディングの取組の打合せにオブザーバー

参加 

13 愛知 5 月 13 日 半田市地域循環共生圏推進協議会、半田市 面談 
地域循環共生圏事業・実施計画書ディスカッション、中

間共有会についての打合せ 

14 福井 5 月 14 日 合同会社ローカル SD クリエーション 面談 地域循環共生圏事業・実施計画書ディスカッション 

15 愛知 5 月 16 日 豊田市環境政策課 面談 学び合い P 実践セミナー開催打診 

16 愛知 5 月 21 日 名古屋市立大学 面談 専門家ヒアリング 

17 富山 5 月 23 日 PEC とやま 
オンラ

イン 
学び合いの場①打合せ 

18 愛知 6 月 4 日 おかざき自然体験の森 面談 企画運営支援の打合せ 

19 愛知 6 月 4 日 豊田市環境学習施設 面談 学び合い P 実践セミナー⇒学び合いの場①打合せ 

20 愛知 6 月 11 日 環境教育学会中部支部 
オンラ

イン 

稲永ビジターセンター開催の支部大会講演等プログラ

ム打合せ参加 

21 愛知 6 月 19 日 アスクネット 面談 南山女子高校インターンシップ受け入れ打合せ 

22 富山 6 月 20 日 
協働コーディネーター：(株)ティー・ツリー・コミュニ

ケーションズ 

オンラ

イン 
上市プロジェクトの打合せ 

23 富山 6 月 23 日 富山市教育委員会、PEC とやま 面談 学び合い P 実践セミナ打合せ 

24 富山 6 月 23 日 PEC とやま 面談 地域連携フォーラム打合せ 

25 富山 6 月 23 日 まちづくりスポットとやま 面談 ESD 地域フォーラム登壇依頼 

26 愛知 6 月 25 日 中部大学有識者（福井先生、古澤先生） 面談 中部共進化意見交換 

27 愛知 6 月 26 日 中部大学有識者（古澤先生） 面談 学び合い P 日程調整、意見交換 

28 富山 6 月 30 日 
協働コーディネーター：PEC とやま、(株)ティー・ツ

リー・コミュニケーションズ 

オンラ

イン 
上市プロジェクトの打合せ 

29 愛知 6 月 30 日 中部社研 面談 中部共進化意見交換 

30 三重 6 月 30 日 尾鷲市商工観光課 
オンラ

イン 
ESD ダイアログ尾鷲打合せ 

31 愛知 7 月 3 日 愛知万博 20 周年記念事業実行委員会 面談 8/11 ポスター発表についての打合せ 

32 その他 7 月 9 日 中部地方環境事務所地域生物多様性増進室 面談 自然資本活用業務の打合せ 

33 愛知 7 月 10 日 半田市地域循環共生圏推進協議会、半田市 面談 地域循環共生圏事業、中間共有会についての打合せ 

34 愛知 7 月 14 日 公益財団法人 SOMPO 環境財団 面談 
財団の CSO ラーニングの学生インターン受け入れ団

体等についての情報提供 

35 愛知 7 月 22 日 名古屋市立桜台高等学校 面談 探究学習、ESD ヒアリング 

36 長野 7 月 27 日 
飯田市大学連携推進室、フィールドスタディ関係

者・参加者 
面談 飯田市エコ・ジオパークフィールドスタディ見学 

37 岐阜 8 月 1 日 岐阜県立斐太高等学校 面談 探究学習、ESD ヒアリング 

38 愛知 8 月 4 日 錦二丁目エリアマネジメント（株） 面談 意見交換、共進化意見交換会打診 

39 福井 8 月 6 日 合同会社ローカル SD クリエーション 面談 地域循環共生圏事業支援についての打合せ 

40 長野 8 月 7 日 長野県 NPO センター、芋井地区住民自治協議会 面談 地域循環共生圏事業支援についての打合せ 

41 愛知 8 月 11 日 名古屋大学大学院環境学研究科 面談 共進化有識者ヒアリング 

42 富山 8 月 18 日 
協働コーディネーター：PEC とやま、(株)ティー・ツ

リー・コミュニケーションズ 

オンラ

イン 
上市プロジェクトの打合せ 

43 その他 8 月 19 日 中部地方環境事務所地域生物多様性増進室 面談 自然資本活用業務の打合せ 

44 三重 8 月 20 日 尾鷲市役所 面談 ESD ダイアログ登壇者打合せ 

45 三重 8 月 20 日 三重県立熊野古道センター 面談 ESD ダイアログ登壇者打合せ 

46 三重 8 月 20 日 大杉谷自然学校 面談 ESD ダイアログ登壇者打合せ 

47 愛知 8 月 22 日 エコパルなごや 面談 意見交換 

48 愛知 8 月 22 日 名古屋市立大学 
オンラ

イン 
ESD フォーラム登壇者打合せ 

49 長野 8 月 25 日 飯田市役所、都留文科大学、中部大学 
オンラ

イン 
飯田市 ESDWS 相談打合せ 

50 愛知 8 月 26 日 
南山高等学校女子部インターン、岐阜大学イン

ターン 
面談 インターン受け入れ相談対応 

51 愛知 8 月 26 日 （株）鈴六 面談 カードゲームアドバイス相談対応 
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№ 県区分 実施日 打合せ主体（担当組織・部署） 方法 実施内容 

52 愛知 8 月 26 日 （株）鈴六 面談 中小企業 ESD・SDGs ヒアリング 

53 愛知 8 月 27 日 
南山高等学校女子部インターン、岐阜大学イン

ターン、半田市の再エネ発電施設等 
面談 インターン受け入れ相談対応 

54 愛知 8 月 27 日 名古屋大学大学院環境学研究科 面談 共進化有識者ヒアリング 

55 愛知 8 月 28 日 南山高等学校女子部インターン 面談 インターン受け入れ相談対応 

56 愛知 8 月 28 日 名古屋市立大学 面談 共進化有識者ヒアリング 

57 愛知 8 月 28 日 中部大学 面談 共進化意見交換、ESD フォーラム打合せ 

58 愛知 8 月 29 日 豊田市自然観察の森 面談 ESD ダイアログ登壇者打合せ 

59 愛知 9 月 3 日 大府市役所環境課 面談 相談対応 

60 愛知 9 月 4 日 元愛知県環境部職員 面談 共進化意見交換 

61 愛知 9 月 8 日 社団法人環境創造研究センター 面談 共進化意見交換 

62 その他 9 月 9 日 中部地方環境事務所地域生物多様性増進室 面談 自然資本活用業務の打合せ 

63 岐阜 9 月 10 日 岐阜県カウンセラー協会 面談 相談対応 

64 その他 9 月 12 日 中部地方環境事務所地域生物多様性増進室 面談 自然資本活用業務の打合せ 

65 愛知 9 月 19 日 名古屋大学、愛知学院大学 面談 共進化ヒアリング 

66 長野 9 月 24 日 飯田市、都留文科大学、中部大学 
オンラ

イン 
相談対応、WS 打合せ 

67 愛知 9 月 24 日 NPO アスクネット 面談 SDGs ヒアリング 

68 その他 9 月 30 日 東北地方 ESD 活動支援センター 面談 意見交換 

69 愛知 10 月 1 日 おかざき自然体験の森 
オンラ

イン 
ワークショップ開催の打合せ 

70 三重 10 月 1 日 ESD ダイアログ登壇者関係者 
オンラ

イン 
ESD ダイアログ事前打合せ 

71 愛知 10 月 7 日 名古屋市立大学 面談 環境白書を読む会の会場確認、打合せ 

72 愛知 10 月 10 日 半田市地域循環共生圏推進協議会、半田市 面談 地域循環共生圏事業、中間共有会についての打合せ 

73 その他 10 月 11 日 全国 ESDC、北海道 ESDC 面談 探究学習についての意見交換 

74 愛知 10 月 14 日 元愛知県職員 面談 
愛知県地球温暖化防止活動推進センターの活動経緯

についての情報交換 

75 愛知 10 月 15 日 名古屋市立日比津中学校 
オンラ

イン 
総合の時間についての企画相談 

76 愛知 10 月 16 日 
一般社団法人ＢＵＮ－ＫＡＩ（新しい協働コーディ

ネーター） 
面談 

EPO 中部・協働コーディネーターになっていただけな

いかについて打合せ 

77 愛知 10 月 20 日 愛知県立商業高校 面談 ヒアリング調査 

78 愛知 10 月 21 日 中部第一高等学校 面談 ヒアリング調査 

79 岐阜 10 月 23 日 岐阜県カウンセラー協会 面談 12/13 カウンセラー交流会登壇の打合せ 

80 富山 10 月 24 日 

JICA 北陸（2025 年度課題別研修 in 上市町研修

生）、PEC とやま、(株)ティー・ツリー・コミュニケー

ションズほか 

面談 

JICA2025 年度課題別研修 in 上市町に同行・同席（地

域循環共生圏フォーラム in 上市町関連行事への同

席・打合せ等） 

81 富山 10 月 25 日 
かみいち柿取物語イベントの関係者（地域循環共

生圏フォーラム in 上市町の登壇者等） 
面談 

地域循環共生圏フォーラム in 上市町関連イベントへ

の参加・打合せ等 

82 愛知 10 月 28 日 共進化まちなか交流会参加者 
オンラ

イン 
共進化まちなか交流会事前打合せ 

83 長野 10 月 29 日 長野県 NPO センター、芋井地区住民自治協議会 面談 地域循環共生圏事業支援についての打合せ 

84 愛知 10 月 29 日 名古屋市立日比津中学校 面談 総合の時間についての登壇の打合せ 

85 愛知 10 月 29 日 共進化まちなか交流会参加者 
オンラ

イン 
共進化まちなか交流会事前打合せ 

86 福井 10 月 30 日 
合同会社ローカル SD クリエーション、エコ・グリー

ンツーリズム水の里しらやま 
面談 地域循環共生圏事業支援についての打合せ 

87 愛知 10 月 30 日 共進化まちなか交流会参加者 
オンラ

イン 
共進化まちなか交流会事前打合せ 

88 愛知 11 月 6 日 共進化まちなか交流会参加者 
オンラ

イン 
共進化まちなか交流会事前打合せ 

89 富山 11 月 17 日 学び合いの場実践セミナー（富山）関係者 
オンラ

イン 
実践セミナー事前打合せ 

90 中部 11 月 17 日 共進化さとやま交流会参加者 
オンラ

イン 
共進化さとやま交流会事前打合せ 

91 福井 11 月 21 日 合同会社ローカル SD クリエーション 
オンラ

イン 
地域循環共生圏事業支援についての打合せ 

92 富山 11 月 26 日 PEC とやま 面談 富山シティエフエムの番組出演の下打ち合わせ 
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№ 県区分 実施日 打合せ主体（担当組織・部署） 方法 実施内容 

93 福井 11 月 28 日 
合同会社ローカル SD クリエーション、エコ・グリー

ンツーリズム水の里しらやま 
面談 地域循環共生圏事業支援についての打合せ 

94 愛知 12 月 2 日 REC 中部 面談 動画編集打合せ 

95 その他 12 月 8 日 ESD 全国センター、地方センター 面談 探究学習と気候変動教育に関する意見交換 

96 長野 12 月 9 日 長野県 NPO センター、芋井地区住民自治協議会 面談 地域循環共生圏事業支援についての打合せ 

97 愛知 12 月 10 日 半田市地域循環共生圏推進協議会、半田市 面談 地域循環共生圏事業、中間共有会についての打合せ 

98 岐阜 12 月 10 日 岐阜県環境カウンセラー協会 面談 12/13 交流会事前打合せ 

99 その他 12 月 19 日 ESD 全国センター、地方センター 
オンラ

イン 
探究学習と気候変動教育意見交換 

100 その他 12 月 26 日 九州 ESD センター 
オンラ

イン 
探究学習と気候変動教育意見交換 

101 愛知 1 月 9 日 中部大学ＥＳＤエコマネーチーム 
オンラ

イン 
SＤＧｓ学生サミット事前会合 

102 愛知 1 月 9 日 中部 EＳＤ拠点協議会（ＲＣＥ中部） 面談 実践セミナー動画編集打合せ 

103 愛知 1 月 15 日 中部 EＳＤ拠点協議会（ＲＣＥ中部） 面談 実践セミナー動画編集打合せ 

104 長野 1 月 18 日 長野県 NPO センター、芋井地区住民自治協議会 面談 ＳＨミーティング 

105 石川 1 月 19 日 金沢星稜大学 
オンラ

イン 
SＤＧｓ学生サミット事前会合 

106 岐阜 1 月 20 日 岐阜県立斐太高等学校 
オンラ

イン 
SＤＧｓ学生サミット事前会合 

107 愛知 1 月 28 日 愛知商業高校 
オンラ

イン 
SＤＧｓ学生サミット事前会合 

108 愛知 1 月 29 日 中部大学第一高校 
オンラ

イン 
SＤＧｓ学生サミット事前会合 

109 愛知 1 月 30 日 中部 EＳＤ拠点協議会（ＲＣＥ中部） 面談 実践セミナー動画編集打合せ 

110 愛知 1 月 31 日 半田市地域循環共生圏推進協議会、半田市 面談 ＳＨミーティング 

111 愛知 2 月 2 日 半田市地域循環共生圏推進協議会、半田市 面談 地域循環共生圏事業支援についての打合せ 

112 福井 2 月 3 日 
合同会社ローカル SD クリエーション、エコ・グリー

ンツーリズム水の里しらやま 
面談 地域循環共生圏事業支援についての打合せ 

113 長野 2 月 4 日 長野県 NPO センター、芋井地区住民自治協議会 面談 地域循環共生圏事業支援についての打合せ 

114 愛知 2 月 12 日 名古屋市環境局環境企画課 面談 
名古屋市 SDGs まちづくり事業について事業者採択

評価の説明打合せ 

115 長野 2 月 20 日 飯田市デジタル推進課 
オンラ

イン 
相談案件での成果に対する記者会見打合せ 

116 福井 2 月 27 日 
合同会社ローカル SD クリエーション、エコ・グリー

ンツーリズム水の里しらやま 
面談 ＳＨミーティング 

117 長野 3 月 11 日 長野県 NPO センター、芋井地区住民自治協議会 
オンラ

イン 
地域循環共生圏事業支援についての打合せ 
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(3) グリーン社会の実現に向けたステークホルダー連携促進業務 

ア 今年度の実施内容 

 

 

イ 地域共進化ヒアリング（意見交換）の実施 

日時：2025年６月 25日 14：00～16：00 

場所：中部大学リサーチセンター中部高等学術研究所デジタルアースルーム 

意見交換参加者： 

中部大学 福井弘道教授 古澤礼太教授 

環境省中部地方環境事務所 小森繁所長、縄野正衡環境対策課課長補佐 

中部環境パートナーシップオフィス 清本三郎統括、原理史中部地方 ESD活動支援センター責任者 

■福井弘道教授・古澤礼太教授との意見交換要旨（2025年 6月 25日） 

福井氏と古澤氏は、国際情勢の緊迫化や国内の人口減少に伴い、地域コミュニティの成熟が鈍化

しており、地域環境保全にも影響を与えかねないと指摘した。その中で、人づくりを中心とした

地域の関係者間の相互成長、すなわち「共進化」の概念が重要であると述べた。 

地域共進化を支える基盤として、自然資本の活用が不可欠であり、藤前干潟などの事例のように

保全と活用の価値を具体的に可視化する方法論の整備が必要であると強調した。また、農業・林

業・食料生産などの社会経済活動も自然資本の価値と結びつけて評価することが求められると述

べた。 

さらに、共進化には小さな共進化（社会レベルでの関係者間の相互作用）と大きな共進化（人・

社会・自然・多分野を横断する広義の相互作用）があり、地球規模のワンヘルスの視点を含めた

エビデンスに基づく評価が重要であるとした。今後は、環境白書や既存の取組を参照しつつ、具

体的な共進化の推進策を議論していくことが必要である。 
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日時：2025年６月 30日 10：00～12：00 

場所：中部圏社会経済研究所 

意見交換参加者： 

中部圏社会経済研究所 松田直己企画調査部長 

環境省中部地方環境事務所 小森繁所長、縄野正衡環境対策課課長補佐 

中部環境パートナーシップオフィス 清本三郎統括、原理史中部地方 ESD活動支援センター責任者 

■松田直己部長との意見交換要旨（2025年 6月 30日） 

松田氏は、共進化を関係する主体が自らの価値観を持ちながら相違を乗り越え、主体的に変化を

進めるプロセスと位置づけ、地域における葛藤や対話の過程自体が学びと成長の場であると述べ

た。 

人レベルの共進化は意識や行動の変容として、社会レベルの共進化は起業や地域経済の変化とし

て現れるとし、ESD を通じた人づくりが個人の共進化を促し、社会全体の共進化につながると指摘

した。 

地域共進化の推進には、成果（所産）の実感が重要であり、それを具体的に記録・評価すること

が持続可能性の確保に資すると述べた。 

さらに、自治体や中間支援組織など多様な主体をつなぐ「真ん中にいる人」の役割が不可欠であ

り、経済的な持続性の確保が今後の課題であると強調した。 

 

日時：2025年８月 11日 10：00～11：00 

場所：愛・地球博記念公園 

意見交換参加者： 

名古屋大学大学院環境学研究科特任教授 東海学園大学教授 杉山範子 

中部環境パートナーシップオフィス 清本三郎統括、原理史中部地方 ESD活動支援センター責任者 

■杉山範子教授との意見交換要旨（2025年 8月 11日） 

杉山氏は、「共進化」を多様な主体が交流しながら互いを高め合うプロセスと捉え、名古屋大学の

持続的共発展教育研究センターの理念「共に創る持続可能な社会」にも通じる考え方と述べた。

特に、世界首長誓約（GCoM）では自治体間や関係主体が刺激し合いながら気候変動対策を進めて

おり、これは共進化の実例であるとした。 

また、共進化のスケール感の不明確さを課題として指摘し、個人から自治体、地球規模まで多層

的に連携する仕組みを具体化する必要があると述べた。 

さらに、気候変動対策は全主体が取り組むべき基盤的課題であり、日本ではその優先度が低いと

懸念を示した。あらゆるスケールでの取組の底上げと、リーダーシップを発揮する自治体を核と

した共進化の推進体制の重要性を強調した。 

 

日時：2025年８月 27日 9：30～10：30 

場所：名古屋大学環境総合館 

意見交換参加者： 

名古屋大学 附属持続的共発展教育研究センター教授 高野雅夫 

中部環境パートナーシップオフィス 清本三郎統括、原理史中部地方 ESD活動支援センター責任者 

■高野雅夫教授との意見交換要旨（2025年 8月 27日） 

高野氏は、地域共進化を考える上で「ネットゼロとネイチャーポジティブの両立」を課題として

挙げ、再エネ導入が地域の自然環境を損ねるなど、地域循環共生圏の実践に内在する矛盾を指摘

した。 

また、持続可能な地域づくりには環境省のみならず農水省の農村 RMOなど他制度との連携が重要で
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あり、経済的・社会的に強い地域が地域循環共生圏として存続すると述べた。 

中山間地域の担い手としては、地域住民と関係人口の協働が鍵であり、都市住民の主体的関与を

促す仕組み（補助金や交流制度）の整備が求められるとした。さらに、人材継承とノウハウ伝達

が今後の大きな課題であると強調した。 

最後に、地域の多様な主体が制度を横断的に活用しながら課題対応を進める場こそが共進化の現

場であり、既存行政を補完する「第二の役所機能をもつプラットフォーム」の存在が重要である

と述べた。 

 

日時：2025年８月 27日 10：00～11：30 

場所：名古屋市立大学滝子キャンパス３号館 

意見交換参加者： 

名古屋市立大学大学院経済学研究科・経済学部教授 地域活性学会 鵜飼宏成 

中部環境パートナーシップオフィス 清本三郎統括、原理史中部地方 ESD活動支援センター責任者 

■鵜飼宏成教授との意見交換要旨（2025年 8月 27日） 

鵜飼氏は、地域共進化を進める上で、行政・企業・学術・市民が協働するクワトロヘリックスモ

デルの重要性を強調した。地域課題の解決には生活者視点が不可欠であり、大学は助言にとどま

らず地域への実践的関与が求められるとした。 

また、単なるネットワークではなく課題解決型のプラットフォームが必要であり、市民や専門家

を交えた新しい枠組みが地域商業などの再生に寄与すると指摘した。 

さらに、共進化の前提として成熟した市民社会の形成を挙げ、市民の課題意識や学び直しの機会

（リカレント教育）の整備、市民起業家の育成と支援体制づくりが重要であると述べた。 

 

日時：2025年９月 19日 12：00～13：00 

場所：拓殖大学王子国際キャンパス 第 28回（2025年度）日本環境共生学会学術大会会場 

意見交換参加者： 

愛知学院大学 総合政策学部総合政策学科 教授 森下英治（日本環境共生学会副会長・常務理事） 

名古屋大学 未来材料・システム研究所 教授 林希一郎（日本環境共生学会常務理事） 

中部環境パートナーシップオフィス 原理史中部地方 ESD活動支援センター責任者 

■森下英治教授・林希一郎教授との意見交換要旨（2025年 9月 19日） 

森下氏および林氏は、地域循環共生圏が自然資本や人的資本を基盤とする概念である一方、自治

体では人口増加や経済活性化が優先され、環境課題の認識が十分でない現状を指摘した。自然環

境は農業や地域産業の基盤であるが、その価値が無意識のうちに利用されている点が課題である

と述べた。また、環境問題を社会に内在化させるには、地域の活力と環境を結びつけ、地域特性

を踏まえた共感形成が重要であるとした。成功事例の単純な横展開には限界があると指摘した。 

共進化については、多様な主体の協働を促す意義は認めつつも、概念が抽象的であり、実質的な

取組につなげる工夫が必要であると述べた。あわせて、自然資本全体を捉えた統合的な意思決定

の必要性を強調した。さらに、自然資本を基盤とする地域づくりには、便益と負担の関係を意識

し、将来世代への継承を見据えた方向性の共有が重要であると述べた。 
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ウ 地域共進化・まちなかローカル SDGs交流会の開催 

①日時 

⚫ 2025年 11月 27日（木）13：30～16：30 

 

②会場 

⚫ ウインクあいち 11階・会議室 1109（愛知県名古屋市） 

 

③出席者 

⚫ ６名（リスト以外にその他 2名） 

鵜飼 宏成 名古屋市立大学大学院 経済学研究科･経済学部 教授 

名畑 恵 錦二丁目エリアマネジメント株式会社 代表取締役 CEO 

星野 博 NPO法人志民連いちのみや 代表 

鳥原 久資 株式会社マルワ 代表取締役 

石川 麻利江 株式会社おとうふ工房いしかわ 社長室 

鈴木 和人 株式会社鈴六 代表取締役 

⚫ 中部地方環境事務所環境対策課長補佐 縄野 

⚫ EPO中部 清本、原 

 

④協議項目 

(1) 趣旨説明 地域から始める共進化の意義 

環境省 中部地方環境事務所 環境対策課長補佐 縄野 正衡 

EPO中部 原 理史 

(2) 話題提供 1 まちなかにおける共進化の可能性と広がり 

名古屋市立大学大学院経済学研究科･経済学部 教授 鵜飼 宏成 

(3) 話題提供 2 現場からの声:暮らし･なりわい･まちづくりの挑戦 

錦二丁目エリアマネジメント株式会社 代表取締役 CEO 名畑 恵 

NPO法人志民連いちのみや 代表 星野 博 

株式会社マルワ 代表取締役 鳥原 久資 

株式会社おとうふ工房いしかわ 社長室 石川 麻利江 

株式会社鈴六 代表取締役 鈴木 和人 

(4) ディスカッション「実践者のつながり・共進化で Wellbeingな地域をどう育むか」 

コーディネーター：EPO中部 原 理史 
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エ 地域共進化・さとやまローカル SDGs交流会の開催 

①日時 

⚫ 2025年 12月 15日（月）13：30～16：30 

 

②会場 

⚫ 長野市生涯学習センター第３学習室（長野県長野市） 

 

③出席者 

⚫ ６名 

高野雅夫 名古屋大学 附属持続的共発展教育研究センター教授 

吉田喜美夫 長野県 NPOセンター コーディネーター 

岸 豊 芋井地区住民自治協議会 地域活性化推進員 

余頃友康 NPO法人フォレスト工房もくり副理事長 フォレストデザイン代表 

浅輪剛博 一般社団法人 自然エネルギー共同設置推進機構（NECO） 

中嶌 阿児 NPO法人 ＷＡＣおばま、NPO法人 若狭くらしに水舎 

⚫ 中部地方環境事務所環境対策課長補佐 縄野 

⚫ EPO中部 清本、原 

 

④協議項目 

（1）オープニング/趣旨説明 地域から始める共進化の意義 

中部地方環境事務所 環境対策課長補佐 縄野正衡 

EPO中部 原 理史 

（2）話題提供 1 さとやまにおける共進化の可能性と広がり 

名古屋大学 附属持続的共発展教育研究センター教授 高野雅夫 

（3）話題提供 2 現場からの声：暮らし・なりわい・さとづくりの挑戦 

長野県 NPOセンター コーディネーター 吉田喜美夫 

芋井地区住民自治協議会 地域活性化推進員 岸 豊 

NPO法人フォレスト工房もくり副理事長 フォレストデザイン代表 余頃友康 

一般社団法人 自然エネルギー共同設置推進機構（NECO） 浅輪剛博 

NPO法人 ＷＡＣおばま、NPO法人 若狭くらしに水舎 中嶌 阿児 

（4）ディスカッション「実践者のつながり・共進化で Wellbeingな地域をどう育むか」 

コーディネーター：EPO中部 原 理史 
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オ 中部共進化フォーラムの開催 

①イベント名 

中部「共進化」フォーラム～ウェルビーイングを体感できる地域循環共生圏を目指して～ 

 

②日時 

⚫ 2026年３月３日（火）13：00～16：30  

 

③会場 

⚫ ウインクあいち 会議室 1101(愛知県名古屋市) 

 

④参加者 

⚫ 83名（登壇者 11名、会場参加 20名、zoom参加 52名） 

 

⑤プログラム 

〇あいさつ 中部地方環境事務所 所長 松下雄介 

〇趣旨説明・経緯説明「地域から始める共進化の意義」 

 環境省中部地方環境事務所、中部環境パートナーシップオフィス 

〇基調講演「環境基本計画における共進化」 

 環境省大臣官房総合政策課環境計画室 室長 黒部一隆 

〇話題提供 現場からの声：暮らし・なりわい・地域づくりの挑戦 

 錦二丁目エリアマネジメント株式会社 代表取締役 CEO 名畑  恵 

 株式会社おとうふ工房いしかわ社長室 室長 石川麻利江 

 NPO法人フォレスト工房もくり副理事長、フォレストデザイン代表 余頃友康 

 一般社団法人自然エネルギー共同設置推進機構（NECO） 浅輪剛博 

 福井県坂井市役所生活環境部環境推進課 課長 北川直規 

 愛知県大府市役所市民協働部環境課 環境政策係長 植木  孝 

〇パネルディスカッション「ウェルビーイングのための共進化とは」 

 パネリスト  

 環境省大臣官房総合政策課環境計画室 室長 黒部一隆 

 名古屋大学附属持続的共発展教育研究センター 教授 高野雅夫 

 名古屋市立大学大学院経済学研究科・経済学部 教授 鵜飼宏成 

 東海学園大学教授、世界首長誓約/日本事務局長 杉山範子 

 コーディネーター：中部環境パートナーシップオフィス 

〇講評 中部大学中部高等学術研究所長、国際 GISセンター長・教授 福井弘道 

 

⑥アーカイブ配信 

⚫ https://www.epo-chubu.jp/epo-news/35796.html 
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⑦開催案内チラシ 
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カ 他主催による勉強会等への協力・参加 

⚫ 他主体が主催する次の２つの勉強会開催に協力し、当日出席した。 

 
会合 主催 開催日 開催場所 会合の内容 協力内容・当日の役割等 

北陸 JICA 研

修会 

独立行政法人 

国際協力機構

北陸センター 

10 月 24 日 
富山県 

上市町 

▪ 3 カ国 6 名の外国人研

修生を対象にした、自

然共生社会づくりの取

組事例から学ぶ研修 

▪ 地域循環共生圏の概念

と活動評価検討業務に

ついて紹介（講師登壇） 

いのちをつなぐ

水と流域・地球

市民フォーラム

2026 in Aichi 

「いのちをつな

ぐ水と流域・地

球市民対話プ

ロジェクト」推進

委員会 

2月 28日 
愛知県 

長久手市 

▪ 4 つの流域圏を取り上

げ、それぞれの地域で

持続可能な社会づくり

に関わる団体の取組

の発表共有。関係者の

交流の場づくり 

▪ 取組の関係者としての

参加 

▪ ポスターセッションの参

加と説明 

▪ 交流会への参加 

 

(4) 全国事業に関わる業務 

⚫ 全国の地方 EPO・GEOC・ESD活動支援センター等のネットワーク活用と連携の確保・強化を

図るため、次表の GEOC等が実施する会議へ出席した。 

 
区分 開催日 開催方法 場所 実施内容等 

（協働取組の効果最大化に

関する検討を行う会議） 

基本業務の方向性

検討会議 

2 月 5 日 ハイブリッド 
GEOC 

（東京） 

▪ 【議題 1】共生圏 PF 事業における地方 EPO の役割

と成果（早稲田大学・野津先生の調査報告） 

▪ 【議題 2】基本業務における地方 EPO の役割と成果 

▪ 【議題 3】R8 年度以降の成果収集の仕組み検討 

全国 EPO 

連絡会議 

第１回 

6 月 12 日 

-13 日 

ハイブリッド 
GEOC 

（東京） 

▪ 【【議題 1】EPO ネットワーク全体・各地方 EPO の年間

計画案について 

▪ 【議題 2】EPO プロジェクト業務について 

▪ 【議題 3】令和 8 年度 GEOC30 周年に向けて 

▪ EPO 受託者会議 

第２回 

11 月 4 日 

-5 日 

ハイブリッド 

長浜商工

会議所 

（滋賀県

長浜市） 

▪ 【議題 1】基本業務のこれまで 

▪ 【議題 2】基本業務のこれから 

▪ 【議題 3】GEOC30 周年の概要 

▪ EPO 受託者会議 

▪ エネシフ湖北による地域循環共生圏の西浅井町での

取組を視察 

第３回 

1 月 15 日

-16 日 

リアル 
GEOC 

（東京） 

▪ 【議題 1】EPO ネットワークの基盤整備 

▪ 【議題 2】来年度に実施業務について 

▪ 【議題 3】来年度以降を見据えた企画概要について 

▪ EPO 受託者会議 

 

(5) EPOネットワークとの情報交換 

⚫ GEOCが開催する、EPOネットワークの強化等に関するミーティングへ出席した。 

 
区分 開催日 開催方法 実施内容等（次第等から抜粋） 

EPO ネットワーク強化

に関する勉強会 
（EPO ネットワーク情報

交換会合） 

9 月 30 日 オンライン 

  趣旨説明 

  話題提供「ヨーロッパの LEADER 事業における地域での取組にお

いて、中核的担い手が果たしている中間支援機能」飯田 恭子氏

（農林水産省 農林水産政策研究所 上席主任研究官） 

  意見交換 「飯田先生の話題提供を受けて」平岡 俊一氏（滋賀県

立大学環境政策・計画学科 准教授）×GEOC 江口 

  質疑応答・感想共有 
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(6) 施設の維持・管理 

(ア) オフィスの防火・防災管理及び解錠・施錠管理 

⚫ 防火・防災管理については、消防法に則り、EPO 中部の常勤スタッフが 2018 年度に「防

火・防災管理者」講習を受講した上で消防計画書等を作成、管轄消防署への届出を行い、

防火・防災管理者講習から５年度目にあたる 2023年度に、名古屋市の防火・防災管理再講

習を同スタッフが受講し、防火・防災管理者を継続して務めている。 

⚫ 日常的な防火・防災対応として、身のまわりの防火・防災に関わるチェックを定期的に

（週２回程度）実施し、関係書類等を「防火管理台帳」で保管している。 

⚫ 入居ビル内全テナントを対象にした防火・防災検査が７月28日に実施され、消防署に提出

した防火・防災点検結果報告書を中部地方環境事務所とも共有した。 

⚫ 11月 26日に、入居ビルの総合防災訓練があり、スタッフが参加した。 

【防火・防災管理点検結果報告書】 

 

 

(イ) 施設・設備の維持管理 

⚫ 来館者が快適に利用できるよう、オフィス内を常に整頓・整理し、施設・設備の維持管理

を行っている。 

 

(ウ) その他オフィス運営に係る事務等 

⚫ オフィスの運営に必要な機材等を揃え、その使用料の支払等の維持管理に必要な事務を

行っている。 
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(7) ネットワークの維持活用 

⚫ 業務を通して把握した情報（EPO 業務に協力いただいた関係者等のリストや情報等）につ

いては、中部地方環境事務所から提示指示があった場合に、都度、整理した情報提供を

行った。 
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４ 協働取組の促進のための業務 

(1) 自治体・協働コーディネーターのネットワークを活用した環境教育の

推進 

ア 中間支援をテーマにしたセミナーの開催 

①イベント名 

地域循環共生圏づくり支援セミナー2025 

「ローカル SDGsの実践とその中間支援 ～地域循環共生圏づくりで必要なこと･大切なこと～」 

 

②日時 

⚫ 2025年 12月５日（金）13：45～16：15 

 

③開催方法・配信会場 

⚫ 開催方法：オンライン（zoom参加、YouTube視聴） 

⚫ 配信会場：ウインクあいち 会議室 1308（愛知県名古屋市） 

 

④参加者数 

⚫ 25人（ライブ配信視聴 20、zoom参加１、会場４） 

 

⑤プログラム 

1.環境省の地域循環共生圏事業と中間支援  環境省中部地方環境事務所 

2.【基調講演】地域循環共生圏づくりにおける中間支援とは 

   島岡 未来子 氏（早稲田大学リサーチ・イノベーション・センター 教授／ 

           神奈川県立保健福祉大学ヘルスイノベーション研究科 教授） 

3.【取組紹介】地域の財産“情報”を活かす中間支援の取組 

   吉田 喜美夫 氏（認定特定非営利活動法人長野県 NPOセンター コーディネーター） 

4.【トークセッション】地域循環共生圏づくりに必要とされている中間支援とは 

 パネリスト: 

   島岡 未来子 氏（早稲田大学リサーチ・イノベーション・センター 教授／ 

           神奈川県立保健福祉大学ヘルスイノベーション研究科 教授） 

   吉田 喜美夫 氏（認定特定非営利活動法人長野県 NPOセンター コーディネーター） 

   堺 勇人 氏（一般社団法人環境市民プラットフォームとやま 常務理事／事務局長） 

   水上 聡子 氏（アルマス・バイオコスモス研究所 代表） 

 コーディネーター: 原 理史（EPO中部） 
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⑥アーカイブ配信 

⚫ https://www.epo-chubu.jp/epo-news/34087.html 

 

⑦開催案内チラシ 
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イ 協働コーディネーターによる意見交換会の開催 

①日時 

2025年９月３日（水）13：15～16：15 

 

②会場 

⚫ ウインクあいち 会議室 1307（愛知県名古屋市） 

 

③出席者 

⚫ 協働コーディネーター９名 

堺 勇人 （一社）環境市民プラットフォームとやま 常務理事／事務局長 

茶木 勝 
株式会社ティー・ツリー・コミュニケーションズ 代表取締役 

白萩地域山村活性化協議会 純国産メンマプロジェクトリーダー 

寺田卓二 一般社団法人ネクストステップ研究会 代表 

谷崎仁美 一般社団法人ネクストステップ研究会 

中里 茂 環境カウンセラー 

中嶌阿児 NPO法人ＷＡＣおばま 理事／NPO法人若狭くらしに水舎 代表理事 

三田村佳政 合同会社ローカルＳＤクリエーション 社長 

山田 勇 特定非営利活動法人わおん 

吉田喜美夫 認定特定非営利活動法人長野県 NPOセンター コーディネーター 

⚫ 事務局５名 

縄野正衡 環境省中部地方環境事務所 環境対策課長補佐 

髙木美里 環境省中部地方環境事務所 環境対策課 里海づくり推進専門官 

清本三郎 中部環境パートナーシップオフィス（EPO中部） 

原  理史 中部環境パートナーシップオフィス（EPO中部） 

富田夏子 中部環境パートナーシップオフィス（EPO中部） 

 

④実施内容 
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⑤EPO中部からの情報提供資料 
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⑥意見交換会で提示された意見等 
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(2) 自治体・協働コーディネーターとの連携による実践的な取組 

ア フォーラム開催にあたっての地域側との調整等 

⚫ 富山県上市町で地域循環共生圏フォーラムを開催する企画検討を進めるにあたり、４月～

６月にかけて、富山県在住の協働コーディネーターと計３回の企画打合せを実施した。 

⚫ ７月には協働コーディネーター、「放置された柿の活用」プロジェクトの中心メンバーを

交えた作戦会議を行った。 

⚫ その後、８月、10 月にも協働コーディネーターとの打合せを実施し、フォーラムの企画概

要（プログラムや登壇者、参加者ディスカッションの方法・内容等）を確定させた。 

⚫ 10 月 24 日に、JICA 北陸が主催する自然共生研修が上市町で実施されることになり、外国

人研修生が聴講する講座で、本フォーラム登壇者が取組発表を行い、翌 25日に「放置され

た柿の活用」改め、「かみいち柿取物語」プロジェクトの柿の収穫体験イベントが試行的

に実施されることになり、一連の催事に関係者も参加し、情報共有を行った。また、これ

らの取組を EPO中部主催フォーラムの場でも報告いただくことになった。 

 

 

 

  



 

55 

 

 

イ 上市ローカル SDGsアイデア実践報告フォーラム 

①イベント名 

地域循環共生圏フォーラム in 富山県上市町 2025 

「地域課題を地域資源にするローカル SDGs の共創へ～」 

 

②日時 

⚫ 2025年 12月６日（土）13：30～16：00 

 

③会場 

⚫ 上市町まちなか交流プラザ ４階・カミールホール（富山県上市町） 

 

④参加者数 

⚫ 12人 

 

⑤プログラム 

１．ごあいさつ：地域循環共生圏とローカル SDGs 

   環境省中部地方環境事務所 

２．はじめに：昨年度開催したフォーラムをふりかえって 

   堺 勇人 さん（一般社団法人環境市民プラットフォームとやま 常務理事/事務局長） 

３．先進事例の紹介：クラフトジンで能登の魅力発信 

   松田 行正 さん（NTG代表） 

４．実践報告：放置された柿の活用 

   高井 昭博 さん（かみいち柿取物語 代表／カミイチノラジオ「カミラジ！」局長） 

５．ディスカッション：上市ローカル SDGs共創ワークショップ 

   ファシリテーター：EPO中部 

６．終わりにあたり／これからに向けて 
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⑥開催案内チラシ 
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ウ 地域循環共生圏づくり（ローカル SDGs実践）事例集の作成・公開 

①実施内容 

⚫ 協働コーディネーターによるローカル SDGs実践（地域循環共生圏づくり、及びその中間支

援、地域課題解決、地域資源活用等）の取組事例集として、協働コーディネーターが取組

紹介を行う動画コンテンツを作成し、EPO中部ウェブサイトに掲載した。 

 

②収録日時 

⚫ 2026年３月 11日（水）13：00～15：00 

 

③配信方法 

⚫ YouTube配信（録画を YouTubeアーカイブ配信） 

 

④紹介事例／登壇者 

草刈りをもっと楽しく！ いもいリビングらぼの

取組と中山間地活用のススメ 

・ 認定特定非営利活動法人長野県 NPO センター 

 吉田喜美夫氏 

山･海･里･食･農から生まれるサスティナブ

ル・ツーリズム・ビレッジしらやま 

・ [活動団体]エコ・グリーンツーリズム水の里しらやま 

 森和恵氏 

・ [中間支援主体]合同会社ローカル SD クリエーション 

 三田村佳政氏 

こどもたちがもっと元気に輝く地域に 
・ 特定非営利活動法人わおん 

 山田勇氏 

 

⑤掲載 URL（※EPO中部ウェブサイトにも動画等を掲載） 

⚫ https://www.epo-chubu.jp/epo-news/35857.html 
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⑥広報用チラシ 
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(3) 自治体・協働コーディネーター間の情報・意見交換の促進、地域循環

共生圏への貢献についてのフィードバック 

ア 今年度の実施事項 
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イ 第１回活動評価手法検討 WKGの実施 

①日時 

⚫ 2025年６月２日（月）13：00～15：30 

 

②会場 

⚫ EPO中部（愛知県名古屋市） 

 

③議事内容 

⚫ 活動評価の枠組みなど昨年度の成果について 

⚫ 中間支援活動の評価について 

⚫ ローカル SDGs活動の評価の実践について 

  

 

ウ 第２回活動評価手法検討 WKGの実施 

①日時 

⚫ 2025年７月 23日（水）13：00～15：00 

  

②会場 

⚫ 富山県民会館（富山県富山市） 

 

③協議項目 

⚫ これまでの検討会の議論と GEOCとの議論の紹介 

⚫ 中間支援活動の評価手法の枠組みと実践のありかたについて 

⚫ 六つの資本に基づくローカル SDGs活動の評価の実践について 
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エ 第３回活動評価手法検討 WKGの実施 

①日時 

⚫ 2025年 12月４日（木）13：00～15：00 

  

②会場 

⚫ EPO中部（愛知県名古屋市） 

 

③協議項目 

⚫ ６つの資本に基づくローカル SDGs活動の評価の実践の実績 

⚫ 地域循環共生圏づくりに必要とされる中間支援について 

⚫ 中間支援活動の評価手法の枠組みと実践のありかたについて 

 

 
 

オ 検討結果のフィードバック 

⚫ 活動評価手法検討 WKG の今年度の検討結果である評価チェックリスト記入を、①「QURUWA

戦略」自治会の連合体が支える公民連携まちづくり（愛知県岡崎市）、②若狭コロビプロ

ジェクト（福井県小浜市）の取組主体に実施してもらい、その結果を２月７日開催・中部

地方 ESD活動支援センター主催の「SDGs学生サミット」  で紹介した。 

 

①検討結果まとめ 
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②活動主体へのフィードバック（試行した評価チェックリストのフィードバック） 

■ 「QURUWA戦略」自治会の連合体が支える公民連携まちづくり（愛知県岡崎市） 
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■ 若狭コロビプロジェクト（福井県小浜市） 
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カ 成果まとめの公表 

⚫ 活動評価手法検討 WKGの委員３名が「地域循環共生圏づくり支援セミナー2025  」のトー

クセッションに登壇した内容を冊子にまとめた。 

⚫ 冊子は EPO中部ウェブサイトに公開・掲載した。掲載 URL：https://www.epo-chubu.jp/epo-news/34087.html 

【作成・公開した冊子】 
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５ 地域循環共生圏の創造に資するための推進業務 

(1) 地域循環共生圏づくり支援体制構築事業 

ア 中間支援体制構築業務 

(ア) 中間支援主体への助言・支援等 

⚫ 地域循環共生圏づくり支援体制構築事業に選定された中部３地域の３中間支援主体に対し、

地域循環共生圏づくりに関わる活動の加速化を支援するための助言等を行った。 

 

 
丹南 

（ローカル SD クリエーション／エコ・グ

リーンツーリズム水の里しらやま） 

長野 
（長野県 NPO センター／芋井地区住

民自治協議会） 

半田 
（半田市／半田市地域循環共生圏推

進協議会） 

4

月 

▪ ４月着手時打合せ等の日程調整 

▪ 連絡先の追加方法について問合せ

あり。 

▪ 4/24 着手時打合せ。 

▪ 4/30 着手時打合せと実施計画書

のディスカッション実施。 

▪ 4/17 着手時打合せ。 

▪ 中間共有会の開催日の日程調整

について連絡あり。 

▪ 高校生インターン受け入れについ

て調整。 

5

月 

▪ プラットフォームクローバー登録方

法について質問対応。 

▪ 5/14 実施計画書のディスカッション

実施。 

▪ 5/19 実施計画書提出の連絡：活動

団体へ広報手法について意見し、

打合せ時から計画書を修正。 

▪ イベント「ほたるカフェ」6/14 の広報

協力として SNS 記事作成・投稿。 

▪ いもいリビングらぼ 5/16 への出欠

について中間支援主体に連絡。 

▪ 芋井リビングらぼ 5/16、草刈りバス

ターズ養成講座 6/7 について web・

SNS で広報協力。 

▪ 5/13 実施計画書のディスカッション

実施。 

▪ 中間共有会、高校生インターン受

け入れについて打合せ、日程調整

連絡。 

▪ 5/16 パネルに事業名記載の可否

の問合せ連絡があり、回答対応。 

5/29 キックオフ（全国） 

6 

月 

▪ サイクリングコースの広報協力とし

て SNS 記事を作成・投稿。 

▪ 中間支援セミナー登壇依頼の連

絡。 

▪ 中間共有会視察行程について調整 

▪ 高校生インターン取材訪問につい

て調整 

▪ 打合せの日程調整 

7

月 

▪ 打合せの日時・場所についての連

絡調整。 

▪ 打合せの日時・場所についての連

絡調整。 

▪ 打合せ 7/10 の実施：活動・支援レ

ポートで取組状況を共有。 

8

月 

▪ 打合せ 8/6 の実施：活動・支援レ

ポートで取組状況を共有。 

▪ 打合せ 8/7 の実施：活動・支援レ

ポートで取組状況を共有。 

▪ 高校生インターンによる取材訪問

を実施。 

▪ 活動・支援レポートの受け取り。 

▪ 中間共有会 11/13-14 の開催案内送付、出席者リストの返送と発表資料の作成依頼を送付。 

9

月 

▪ 協働コーディネーター会合9/3 での

取組紹介資料を受け取り。 

▪ 12 月打合せの日時調整、今後の進

め方等について電話打合せ。 

▪ 中間支援を行っている別地域・七二

会地域での共生サイト登録に関す

る問合せ対応。 

▪ 協働コーディネーター会合9/3 での

取組紹介資料を受け取り。 

▪ 高校生インターンによる取材記事を

EPO ウェブサイト、SNS に掲載。 

▪ 記事ファイルを活用可能な資料とし

て PF 側へ提供。 

▪ 中間共有会の視察エクスカーション

についてメール打合せ等。 

10

月 
▪ 打合せ 10/27 実施 ▪ 打合せ 10/29 実施 

▪ 打合せ 10/10 実施 

▪ 中間共有会につ いて連絡調整

（メール・電話） 

11

月 

▪ 中間共有会につ いて連絡調整

（メール・電話） 

▪ 中間共有会につ いて連絡調整

（メール・電話） 

▪ 中間共有会につ いて連絡調整

（メール・電話） 

11/13-14 中間共有会（中部ブロック） 

▪ 打合せ 11/28 実施   

12

月 

▪ 「ベストツーリズムビレッジ」への応

募申請に係る問合せ電話 

▪ 打合せ 12/8 実施 

▪ 企業向けの参画呼びかけチラシを

SNS 投稿 

▪ SH ミーティングの開催方法につい

て問合せ電話 

▪ 打合せ 12/10 実施 

▪ SH ミーティングの日程、地域循環

共生圏の概説依頼、出席者等につ

いて連絡調整 
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丹南 

（ローカル SD クリエーション／エコ・グ

リーンツーリズム水の里しらやま） 

長野 
（長野県 NPO センター／芋井地区住

民自治協議会） 

半田 
（半田市／半田市地域循環共生圏推

進協議会） 

12/25 継続審査 

1

月 

▪ SH ミーティングの開催について問

合せ電話 

▪ SH ミーティングの開催案内配信、

出席者について連絡 

▪ 1/18SH ミーティング実施 

▪ 1/31SH ミーティング実施 

2

月 

▪ 打合せ 2/3 実施 

▪ 2/27SH ミーティング実施 
▪ 打合せ 2/4 実施 ▪ 打合せ 2/2 実施 

3

月 

3/5-6 中間支援ギャザリング／成果共有会（全国）  

▪ EPO 中部制作のローカル SDGs 実

践事例集 3/11 収録に登壇 

▪ EPO 中部制作のローカル SDGs 実

践事例集 3/11 収録に登壇 

▪ EPO 中部主催「共進化」フォーラム

（3/3 開催）に聴講参加。後日フォー

ラム資料提供の相談依頼あり 

 

(イ) 実施計画打合せ 

⚫ 年度初めにあたり、３地域の活動団体、中間支援主体が作成した「実施計画書」をもとに、

今年度の取組について確認する打合せを各地域別に実施した。 

⚫ 地域側は、打合せ内容を反映した内容の「実施計画書」を全国事務局へ提出した。 

 

選定団体名 
①：活動団体、②中間支援主体 

地域側出

席者数 
実施日 場所 

①エコ・グリーンツーリズム水の里しらやま 

②合同会社ローカルSDクリエーション 

①-人 

②1人 
5月14日 

しらやまいこい館 

（福井県越前市） 

①芋井地区住民自治協議会 

②認定特定非営利活動法人 長野県NPOセンター 

①1人 

②2人 
4月30日 

芋井地区住民自治協議会事務所 

（長野県長野市） 

①半田市地域循環共生圏推進協議会 

②半田市 

①3人 

②3人 
5月13日 

半田市リサイクルセンター 

（愛知県半田市） 

 

【作成・提示した打合せ資料】 
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(ウ) フォローシートの作成・提出 

⚫ 地方事務局として、四半期に１度、中間支援主体に対する支援内容や課題等を整理・記入

するフォローシート（GEOC 提示のフォーマット）を作成し、４月～７月期シートを８月に、

８月～10 月期シートを 11 月に、11 月～２月期シートを３月に、それぞれ作成して全国事

務局へ提出した。 

 

(エ) その他の支援（ステークホルダーミーティングへの参加） 

⚫ ３地域それぞれが実施したステークホルダーミーティングに下記の通り参加した。 

選定団体名 
①：活動団体、②中間支援主体 

実施日／場所 
EPOスタッフ

参加方法 
実施内容 

①エコ・グリーンツーリズム水の

里しらやま、②合同会社ローカ

ルSDクリエーション 

2月27日 

越前市白山公民館 

（福井県越前市） 

会場参加 
▪ 地域資源を活用した活動取組みの現状及び連携構築に

向けた意見交換 

①芋井地区住民自治協議会、②

認定特定非営利活動法人長野

県NPOセンター 

1月18日 

アソビーバ 

（長野県長野市 

芋井地区） 

会場参加 

▪ 令和７年度事業報告等：草刈りバスターズ、Y O S A K U

隊、いもいリビングらぼ 

▪ 地域循環共生圏づくり事業と芋井地区への提言：中部地

方環境事務所 

▪ 意見交換（テーマ：令和７年度の感想と次年度に向けて） 

▪ 感想シェアと意見交換 

▪ 講評：EPO中部 

①半田市地域循環共生圏推進

協議会、②半田市 

1月31日 

クラシティ 

市民交流プラザ 

（愛知県半田市） 

会場参加 

▪ 各取組の発表：八洲建設株式会社、半田・知多地域エネ

ルギー株式会社、株式会社ビオクラシックス半田、株式

会社おいしい村、愛知県立半田農業高等学校 施設園

芸科２年野菜研修班、愛知県立半田高等学校 

▪ グループワーク 

▪ 行政・専門機関からのコメント：半田市環境課、環境省 

   

 

 

 

  

エコ・グリーンツーリズム水の里

しらやま主催ミーティング

芋井地区住民自治協議会 

主催ミーティング
半田市地域循環共生圏推進協議会 

主催ミーティング
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イ 中間共有会の開催 

①日時 

⚫ １日目 中間共有会：2025年 11月 13日（木）13：00～16：00 

⚫ ２日目 エクスカーション：2025年 11月 14日（金）9：30～14：00 

 

②会場 

⚫ １日目：市民交流プラザホール（愛知県半田市） 

⚫ ２日目視察地：半田市地域循環共生圏推進協議会の取組の関係施設等 

 

③出席者 

⚫ 26名 

丹南 

中間支援 三田村 佳政 合同会社ローカルＳＤクリエーション 

活動団体 
森 和恵 エコ・グリーンツーリズム水の里しらやま 

堀江 浩美 エコ・グリーンツーリズム水の里しらやま 

長野 

中間支援 吉田 喜美夫 長野県ＮＰＯセンター 

活動団体 

西澤 一幸 芋井地区住民自治協議会 

羽田 一郎 芋井地区住民自治協議会 

岸 豊 芋井地区住民自治協議会 

半田 

中間支援 

山田 隆康 半田市環境課 

片山 高也 半田市環境課 

広瀬 美帆 半田市環境課 

活動団体 

猪飼 幸輝 株式会社ビオクラシックス半田 

宮澤 賢治 半田･知多地域エネルギー株式会社 

服部 亜紀 八洲建設株式会社 

白羽 佐千子 半田･知多地域エネルギー株式会社 

松浦 猛 半田･知多地域エネルギー株式会社 

有識者・委員 
佐藤 真久 東京都市大学教授 全国有識者会議委員 

千頭 聡 日本福祉大学教授 中部審査委員 

全国事務局 

菅谷 真実 環境省 地域政策課 地域循環共生圏推進室 

河合 潤 環境省 地域政策課 地域循環共生圏推進室 

鵜沼 幸恵 環境再生保全機構（ERCA） 

木下 英治 環境再生保全機構（ERCA） 

江口 健介 GEOC 

地方事務局 縄野 正衡 環境省 中部地方環境事務所 環境対策課長補佐 

 

運営 

清本 三郎 中部環境パートナーシップオフィス（EPO中部） 

原 理史 中部地方 ESD活動支援センター 

富田 夏子 中部環境パートナーシップオフィス（EPO中部） 
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④１日目・中間共有会の実施内容 

 

 

⑤２日目・視察エクスカーション 
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ウ GEOCが主催する事業関連会議等への参加 

⚫ 環境省、GEOC が主催する地域循環共生圏づくり支援体制構築事業に関連する次表の会議・

会合等に出席した。 

⚫ キックオフミーティング（オンライン）では、ブレイクアウトルームでのグループディス

カッションのファシリテーターを EPOが務めた。 

 

区分 開催日 開催方法 会場 実施内容等 

キックオフ 

ミーティング 
5 月 29 日 オンライン ― 

  地域循環共生圏事業のポイント説明 

  地域循環共生圏づくりの事例紹介：R６年度卒業団体

株式会社山都竹琉 

  今年度の取組発表 

  振り返り、今後の予定共有 

中間支援 

ギャザリング 

3 月 5 日 

～6 日 
リアル 

御茶ノ水ソラ

シティカンファ

レンスセンター 

（東京） 

  トークセッション（３テーマ×２主体） 

  成果取りまとめ・R9-10 設計に関係する動き等の共有 

  グループワーク①中間支援機能について振り返り 

  グループワーク②今後必要な中間支援機能、体制に

ついて未実施 

作業部会 

第１回 

7 月 18 日 

ハイブリッ

ド 

GEOC 

（東京） 

  チェンジ・エージェントの４機能で成果を整理する意図 

  財務・非財務資本の統合（６資本）と好循環の視点で

整理する意図 

  ロジックモデルのアウトプットに沿った整理 

  中間支援座談会②の企画について 

第２回 

12 月 18 日 

ハイブリッ

ド 

GEOC 

（東京） 

  成果とりまとめの方向性について共有 

  成果物Ⅱ中間支援機能についてディスカッション (全

体) 

  成果物Ⅱ中間支援機能についてディスカッション(グ

ループ) 

  全体共有・まとめ 

事業検討会議 12 月 11 日 オンライン ― 

  【議題 1】令和７年度中の予定 

  【議題 2】令和９～１０年度の事業設計について 

  【議題 3】令和８年度（次年度）の実施内容について 
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エ 審査委員会運営に係る協力 

⚫ 地域循環共生圏づくり支援体制構築事業の参加団体の次年度以降の継続の可否に関する審

査委員会において、参加団体との連絡調整や中間共有会の発表資料の提出、発表時の撮影

動画の提供などの協力を行った。 

⚫ 審査は 12月 25日に中部地方環境事務所が実施し、EPO中部担当者も審査委員会（オンライ

ン）に傍聴同席した。 
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(2) 身近な自然資本活用に関する意見交換会等の開催 

 事務所担当官と協議を行い、今年度の本業務については、地域生物多様性増進室との連携

による「SDGs AICHI EXPO 〜SDGs 子ども・ユースフェア〜」への出展運営と、白山自然保護

官事務所との連携による子ども向け白山イベント「はくさん大発見！～白山の自然や動物を

見て・さわって・学んで、自分だけの白山づくり体験～」の開催運営支援を実施した。 

 

ア SDGs AICHI EXPO 〜SDGs 子ども・ユースフェア〜への出展 

①イベント名 

SDGs AICHI EXPO 〜SDGs 子ども・ユースフェア〜（主催：SDGs AICHI EXPO 実行委員会） 

 

②日時 

⚫ ブース：2025年 10月３日（金）・４日（土）10:00～17:00 

⚫ ワークショップ：2025年 10月３日（金）14:00～14:45 

 

③会場 

⚫ 愛知県国際展示場（愛知県常滑市） 

 

④実施内容 

⚫ ブース出展：パネル展示、クイズ・ゲーム、レンジャー服で記念撮影、だいだらポジー

（着ぐるみ） 

⚫ ワークショップ：「ヨシストローをつくろう！ヨシ刈り継続でネイチャーポジティブもヨ

シ！」 

 

⑤作成したパネル（Ａ１サイズ）計 14点 
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【パネル展示、クイズ・ゲーム等を実施したブース設営・運営】 

  

 

【だいだらポジー（着ぐるみ）の運営】（大学生アルバイト２名×２日雇用） 

  

 

【ワークショップ運営】 

「ヨシストローをつくろう！ヨシ刈り継続でネイチャーポジティブもヨシ！」（参加者 10名） 

  

 

イ 子ども向け白山イベント開催 

①イベント名 

⚫ はくさん大発見！ 

～白山の自然や動物を見て・さわって・学んで、自分だけの白山づくり体験～ 

 

②日時 

⚫ 2026年２月 23日（月・祝）13：00～15：00 

 

③会場 

⚫ 石川県立図書館 研修室（石川県金沢市） 
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④主催等 

⚫ 主催：環境省中部地方環境事務所、中部環境パートナーシップオフィス（EPO中部） 

 

⑤参加者 

⚫ 28名（９組：子ども 12名、保護者・同伴者 16名） 

 

⑥プログラム 

１．はじめに「白山国立公園とは？」 

   お話しする人：環境省白山自然保護官事務所 

２．ふれてみよう・さわってみよう 「はくさんのひみつをふもとからてっぺんまで！」 

   お話しする人：環境省白山自然保護官事務所 

３．ワークショップ 「ペーパークラフトで自分だけのミニ白山をつくろう！」 

   進行：EPO中部 

４．おわりに 「どんな白山ができたかな？」 

   本日の感想：参加したみなさん 
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⑦開催案内チラシ 
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⑧EPO中部作成・ワークショップ工作用「白山」型紙（Ａ３サイズ） 

 
 

(3) 地域循環共生圏づくりのための関係性の構築 

⚫ 業務を通じて地域での地域循環共生圏創造の担い手、背景情報及び活動状況について情報

収集、及び、地域循環共生圏創造の担い手に対して地域循環共生圏に関する情報提供を

行ったほか、次の２つの取組を実施した。 

⚫ EPO 中部で受け入れを行った高校生インターンに、地域循環共生圏づくり支援体制構築事

業の参加団体の一つである半田市地域循環共生圏推進協議会の取材記事を作成してもらい、

EPO中部ウェブサイトで公開した。記事については協議会側へも提供した。 
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⚫ JICA 北陸が主催の「自然共生社会づくりの取組事例から学ぶ研修会」に参加し、海外研修

生に対し地域循環共生圏の概念等についてインプットを行い、あわせて、「地域循環共生

圏に貢献する資本増加に繋がるのか、評価チェックリスト（試行版）」（「(3)自治体・協働

コーディネーター間の情報・意見交換の促進、地域循環共生圏への貢献についてのフィー

ドバック  」業務で構築検討を実施）の紹介と、実際に研修生に記入してもらい、使用し

た感想コメントなどをいただいた。 

 

 



 

83 

 

６ 中部地方 ESD活動支援センター業務 

(1) 多様な主体の連携促進、交流機会の提供（学び合いプロジェクト） 

ア 活動計画の作成 

⚫ 中部エリアの「ESD for 2030学び合いプロジェクト」の今年度企画書として、学び合いプ

ロジェクト有識者検討会（全３回）、学び合いの場（全２回）、実践活動（全１回）に取り

組むにあたり、その「活動計画」を作成し、有識者検討会で確認・諮問を行った。 

【作成した活動計画】 
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イ ノウハウ共有と推進に関する方策の検討 

⚫ 全国センター主催の「ESD・気候変動教育の推進のための作業部会」に下記の通り、出席

した。 

 

区分 回/開催日 開催方法 会場 実施内容 

ESD・気候

変動教育の

推進のため

の作業部会 

第 1 回 

7 月 9 日 
リアル 

青山 

ブックストア

（東京） 

▪ R7 作業部会のスケジュール及びねらいの説明 

▪ 話題提供：①武蔵野大学工学部サステナビリティ学科教

授 白井信雄氏、②特定非営利活動法人「環境・持続社

会」研究センター事務局次長 遠藤氏 

▪ 学びあいプロジェクト説明 

▪ 意見交換：学びあいプロジェクトの今後の進め方について 

第 2 回 

2 月 25 日 
リアル 

TKP ガーデン 

シティ渋谷 

（東京） 

▪ 学びあいプロジェクト中間レビュー案の説明 

▪ 各センターより学びあいプロジェクト中間レビューの報告 

▪ 各委員より質疑応答、フィードバック 

▪ 中間レビュー案に対する意見交換 

 

ウ 学び合い（勉強会・意見交換会、ワークショップ等）の実施 

(ア) 学び合いの場①の開催 

①イベント名 

⚫ 学び合いの場①ワークショップ 

 

②日時 

⚫ 2025年７月 18日（金）13：00～15：30 

 

③会場 

⚫ eco-T豊田市環境学習施設 2Fセミナールーム（豊田市渡刈町大明神 39-3） 

 

④主催等 

⚫ 主催：中部地方 ESD活動支援センター 

⚫ 協力：豊田市環境政策課 

 

⑤参加者 

⚫ 21名（インタープリター16名４班、エコット職員５名１班） 
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⑥プログラム 

⚫ アイスブレイク 自己紹介とリーダー選び 

⚫ インプット ESDとしての「学び合いの場」づくりについて 

⚫ ディスカッション１：SDGs学習も考慮したテーマの設定 

⚫ ディスカッション２：学び合いの場の形式検討 

⚫ ワーク１：学び合いの場の企画づくり 

⚫ ワーク２：企画内容の SDGsチェック 

⚫ ワーク３：企画のブラッシュアップ 

⚫ プレゼン 議論した内容を発表 

 

【学び合いの場①の波及効果事例】 

 

 

(イ) 学び合いの場②の開催 

①イベント名 

⚫ 学び合いの場②ワークショップ 

 

②日時 

⚫ 2025年８月 29日（金）19：00～21：00 

 

③会場 

⚫ 坂井市立春江中コミュニティセンター（福井県坂井市） 

 

④主催等 

⚫ 主催：福井県坂井市役所 
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⚫ 共催：中部地方 ESD活動支援センター 

⚫ 協力：アルマス・バイオコスモス研究所 

 

⑤参加者 

⚫ 17名 

  

 

⑥プログラム 

⚫ オープニング：第３回 WS の位置づけ、目的・ゴール、共催紹介 

⚫ 前回のまとめ、決定グループ紹介 

⚫ インプット：ESDと学び合いの場づくり 

⚫ ワーク１：第 2回で決まった企画をプランに 

⚫ ワーク２：企画書の SDGsチェック 

⚫ ワーク３：企画プランのブラッシュアップ 

⚫ プレゼン作戦タイム 

⚫ 全体共有：３チームのプレゼンテーション、ふりかえり 

 

(ウ) 第１回 学び合いプロジェクト有識者検討会の実施 

①日時 

⚫ 2025年６月２日（月）15：30～17：00 

 

②会場 

⚫ EPO中部（愛知県名古屋市） 

 

③出席者 

古澤礼太 中部大学国際 ESD・SDGsセンター教授 中部 ESD拠点協議会事務局長 

水上聡子 EPO中部運営委員 アルマス・バイオコスモス研究所代表 

堺 勇人 EPO中部運営委員 一般社団法人 環境市民プラットフォームとやま事務局長 

原 理史 中部地方 ESD活動支援センター 

縄野正衡 環境省中部地方環境事務所 環境対策課長補佐 

髙木美里 環境省中部地方環境事務所 環境対策課 里海づくり推進専門官 

清本三郎 中部環境パートナーシップオフィス 統括 
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④協議項目 

⚫ ワークショップパッケージについて 

⚫ 学び合いプロジェクト計画について（学び合いの場①②、実践活動の組み立て） 

 

 

(エ) 第２回 学び合いプロジェクト有識者検討会の実施 

①日時 

⚫ 2025年７月 23日（水）15：10～17：00 

 

②会場 

⚫ 富山県民会館（富山県富山市） 

 

③出席者 

古澤礼太 中部大学国際 ESD・SDGsセンター教授 中部 ESD拠点協議会事務局長 

水上聡子 EPO中部運営委員 アルマス・バイオコスモス研究所代表 

堺 勇人 EPO中部運営委員 一般社団法人 環境市民プラットフォームとやま事務局長 

原 理史 中部地方 ESD活動支援センター 

縄野正衡 環境省中部地方環境事務所 環境対策課長補佐 

清本三郎 中部環境パートナーシップオフィス 統括 

 

④協議項目 

⚫ 学び合いの場①【7/18】の開催結果について 

⚫ 学び合いの場②【8/29】の開催計画について 

⚫ 実践活動（実践セミナー）の開催企画について 

⚫ 実施結果のとりまとめ【パッケージ】の方法について 
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(オ) 第３回 学び合いプロジェクト有識者検討会の実施 

①日時 

⚫ 2025年 12月 4日（木）15：10～17：00 

 

②会場 

⚫ EPO中部（愛知県名古屋市） 

 

③出席者 

古澤礼太 中部大学国際 ESD・SDGsセンター教授 中部 ESD拠点協議会事務局長 

水上聡子 EPO中部運営委員 アルマス・バイオコスモス研究所代表 

堺 勇人 EPO中部運営委員 一般社団法人 環境市民プラットフォームとやま事務局長 

縄野正衡 環境省中部地方環境事務所 環境対策課長補佐 

髙木美里 環境省中部地方環境事務所 環境対策課 里海づくり推進専門官 

清本三郎 中部環境パートナーシップオフィス 統括 

原 理史 中部地方 ESD活動支援センター 

 

④協議項目 

⚫ 学び合いの場②【8/29】の開催結果について 

⚫ 実践活動（実践セミナー）【11/25-26】の開催結果について 

⚫ 実施結果のとりまとめ【パッケージ】について 

 

 

 

(カ) 冊子、動画の作成、公表・配布 

⚫ 有識者検討会において、学び合いの場①②、実践活動の実施結果等をもとに、第６期に作

成した「現場から学ぶ ESD 学びの場づくりワークブック」の活用方法についてとりまとめ

た。 

⚫ また、その普及のための冊子と動画を作成し、中部地方 ESD 活動支援センターウェブサイ

トで公開するとともに、関係者への配布等を行った。 

冊子・動画等の掲載 URL：https://chubu.esdcenter.jp/category/02_centerproject/02-1_workbook 
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①作成した冊子（ワークショップ用ツール資料） 
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91 
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②作成動画とその公開 

公開した動画の URL： https://youtu.be/fKz9bTbERGw?si=pSmN4GaIMx-rCWcw 
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エ 実践活動 

①イベント名 

⚫ 令和７年度公民館主事研修（ESDワークショップ） 

 

②日時（※同じ内容の研修を２回開催／各回の参加者は異なる） 

⚫ １回目：2025年 11月 25日（火）13：00～16：00  

⚫ ２回目：2025年 11月 26日（水）9：00～12：00   

 

③会場 

⚫ １回目：大沢野会館大研修室(富山市高内) 

⚫ ２回目：Sakuraビル 5F大研修室(富山市新桜町) 

 

④主催等 

⚫ 主催:中部地方 ESD活動支援センター（環境省 EPO中部） 

⚫ 協力:富山市教育委員会、一般社団法人環境市民プラットフォームとやま 

 

⑤参加者（※各回の参加者は異なる） 

⚫ １回目：30名 

⚫ ２回目：24名 

 

⑥プログラム（※２回とも同じ内容を実施） 

⚫ 挨拶 

⚫ アイスブレイク：自己紹介とリーダー選び 

⚫ インプット ESDとしての「学び合いの場」づくりについて 

⚫ ディスカッション１：SDGs学習も考慮したテーマの設定 

⚫ ディスカッション２：学び合いの場の形式検討 

⚫ ワーク１：学び合いの場の企画づくり 

⚫ ワーク２：企画のブラッシュアップ 

⚫ ワーク３：企画内容の SDGsチェック 

⚫ プレゼン：議論した内容を発表 

⚫ 終了挨拶 
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オ 報告（全国フォーラムでの活動結果報告） 

⚫ 12 月７日開催「ESD 推進ネットワーク全国フォーラム 2025」に出展し、今年度実施した学

び合いプロジェクトの内容について報告・紹介を行った。 

 

 
 

カ 事務手続き 

⚫ 関係者との連絡調整、会場及び機器の手配・設営、当日の進行、議事録の作成、旅費及び

謝金を支払等の事務手続を行った。 
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(2) 学校における気候変動教育プログラムの実証事業 

ア 高校へのヒアリング 

①名古屋市立桜台高等学校 

●対象者 

名古屋市立桜台高等学校  校長 伊藤聡子  キャリアナビゲーター 牛田芳代 

●聞取者 

中部環境パートナーシップオフィス統括 清本三郎、中部地方 ESD活動支援センター 原 

理史 

●ヒアリング日時 

2025 年７月 22 日 10:00～11:３0 

 

●探究学習に関するヒアリング結果 

 

○探究学習の現状について 

◇キャリアナビゲーター制度について 

・名古屋市では全国でも珍しく、キャリアナビゲーターと呼ばれるキャリアの専門家が

各高校に１人が常勤で配置され、キャリア形成支援に係る取組を進めている。また「総

合的な探究の時間」（以下、探究学習）のコーディネートにも係わっている。今年度より

全中学校にも配置され、名古屋市全体で 150人程度が活動している。中学校ではその学区

内の小学校についても担当している。 

・キャリアナビゲーターは、キャリアコンサルタント（国家資格）の取得者が名古屋市

から委託を受けた事務局（NPO 法人ＩＣＤＳ）より、各校に派遣される形式をとってい

る。 

・進路指導関係でのキャリア形成や探究学習における校外との連携など、教職員では手

が届きにくい実務を担っている。 

・学校によりその実務内容は様々であるが、桜台高校では探究学習の授業計画や授業の

実践に深く関わっている。 

◇探究学習の授業の実践について 

・週に１回の授業で、１年生から３年生１学期までで探究学習を行う。１年生ではグ

ループ探究、２年生では個人探究となり、３年生ではそれまでの探究学習を振り返り自

分自身に活かす内容となる。 

・１年生では１学期はテーマの設定を行う。５週ぐらいかけてガイダンスを行い、導入

し、目的を理解させる。その後１クラスで８グループを形成し、グループディスカッ

ションを行っていく。夏までにはテーマ設定を行い、探究を進めていく。授業はクラス

単位で実施して担任とキャリアナビゲーターが２名で担当する。秋に中間発表があり、

３学期まで探究が続けられる。最後にクラスで代表を決め、校内大会がある。 

・２年生では、個人で新書を一冊読むところから初めて、それぞれがテーマ設定を行

い、１年間の探究を進める。成果はレポート提出であり、2,000 字以上のボリュームが求

められる。 

 

○探究学習の実施における課題やニーズについて 

◇グルーピング 

・１年生のグルーピングは、似たようなテーマ希望の生徒を中心に行うが、相性や役割

分担も重要なので、それを加味して行っている。グルーピング用の京大の先生のアン
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ケートを活用している。 

◇テーマ設定 

・テーマ設定は苦労している。地域や学校の中での課題感から問いを立てることが多い

が、身近にするのが難しい。そのため課題設定のためのガイダンスやワーキングなどを

行って、見つけ出す支援をしている。 

・例えば学校に来るまでに何があったか、を検討して議論するなどの練習を行うことも

ある。またいくつかのテーマの系統を用意しておいて、その中から選ぶということも考

えられる。 

◇探究方法 

・ネットに頼りすぎるという問題がある。自らの観察や調査、実験が大切であるが、手

早く簡便に答えを得るという方向に流れる傾向がある。また報告レポートのＡＩ活用に

ついてのチェックが課題としてある。 

・インタビュー先を自分で探してくることができない。探し方もわからないといったと

ころがある。担当教諭やナビゲーターも手伝うが、中間支援組織で支援いただけるとあ

りがたい。 

◇地域の団体や企業との連携について 

・具体的には２年前の例として、愛知県の野菜の消費量を調べた結果から生産者とのや

りとりへ、そして日替わりキッチンのメニュー開発へと繋がったというのがある。ある

いは商店街での花とミツバチの活動と連携して探究を行った例もある。 

・探究の動機づけとして、地域や企業のことを知る事が重要ではないか。地域や企業と

の連携という点では、地元の困りごとや企業の課題感を共有する事が必要ではないかと

考える。 

 

○探究学習で気候変動教育もしくは気候変動に関連する題材を取り上げた事例や今後の

可能性 

・校内のテーマで体育館が暑すぎるという課題があれば、専門家との連携が必要で、そ

うした専門家の紹介などのニーズはあると考える。 

 

○ESD・SDGsについて 

・ESDとして特に意識して取り組んでいるとは言えない。 

・SDGs についても授業の中で取り上げている訳ではない。すでに中学校まででかなり触

れてきている。 

・グループ探究の中で SDGsを取り上げる例はある。 

・普通科とは別にファッション学科ではサステナブルファッションとして取り上げられ

ている。 

 

②岐阜県立斐太高等学校 

●対象者 

岐阜県立斐太高等学校  教頭 足立 宏 

●聞取者 

中部環境パートナーシップオフィス統括 清本三郎、中部地方 ESD 活動支援センター 原 

理史 

●ヒアリング日時 

2025年８月１日 13:00～14:30 
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●探究学習に関するヒアリング結果 

 

○探究学習の現状について 

 

◇これまでの経緯 

・岐阜県立斐太高等学校はいわゆる進学校であり、これまで様々な文科省の教育研究的な事

業に応募して、探究学習に取り組んできた。 

・H28 からカリキュラムに導入してきた。ふるさと創生企業コンテストに参加し、企業に話

を聞いて手探りで始めた。この頃は２年生の総合的な学習の中で取り上げた。 

・H29～H31 にはスーパーグローバルハイスクールの事業で探究学習を進めた。飛騨高山大

学連携センターを通じて企業課題とも連携しクラスで二つの課題を取り上げ、１年で学び２

年で発表する形で実施した。 

・これらの初期の段階では役割分担など結構教員の負荷があったようだ。初めはなかなかう

まくいかず失敗もあったと聞いている。どうしても成果の出やすい課題を取り上げることに

なり、現在の探究の理念を十分実現できているとは言いがたかった。 

・R2 から R4 には地域共創フラッグシップハイスクールに応募して、探究学習の教育研究を

進めてきた。この間、学校内で携わる教員の組織化を行うことができた。 

・R6 からはグローカル探究フラッグシップハイスクールに応募して理科系要素が大きく入

る探究学習を実践している。 

・これまでの探究学習の取組で地域と連携した学習実績が練られてきた。現在では探究学習

のシステムは全校的に確立されていると考えている。 

 

◇探究学習の授業の実践について 

・現状の探究学習は１年生と２年生で行っている。３年生は受験やキャリア学習に移行す

る。 

・１年生ではミニ課題研究を行う。課題は与えられ探究のやり方を学ぶことに主眼が置かれ

ている。ここでは外部講師なども招聘し講話や相談会という形で種まきが行われる。外から

講師を呼ぶ旅費や会場の予算は岐阜県から予算が出ている。 

・2 年生で本格的に取り組み、グループもしくは個人でテーマを選び探究を進める。クラス

で 10から 15くらいのテーマが設定される。自分でテーマを選定するのは楽しいと思う。 

・11 月に中間発表があり、12 月には最終報告の選考会が各クラスで行われる。１月末の発

表会はクラス代表が市内の会場で発表する特別な場となっている。この発表会では１年生も

聴講することになっており、先輩の探究学習の成果に触れることで、次年度のテーマ選定に

活かせるようになっている。 

・探究の過程ではインターネットを用いた情報収集やパワーポイント作成など DX を活用し

ている。ギガスクール構想でタブレットも普及しており、初めから IT を活用した調査研究

を行う環境が整っている。 

・校外の様々な協力者による個人やグループの相談会も随時実施しており、うまくいかない

テーマの変更や、グループの再編成なども行われる。 

・地域との連携はこれら協力者の他、高山市のまちづくり協議会から課題のオファーや協力

の申し出もある。こうした地域連携を生徒に結びつけるのは教員の役割となっている。 

・探究学習の学校担当は探究活動推進部の５人の教員が担っており、外との連携の企画調整

や毎週の授業の企画を行っている。クラスで授業を担うのは１年生はクラス副担、２年生は

担任と副担で行う。 

・全校的に総合的な探究学習の授業の実施システムは、教員に無理が出ないような形で出来
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上がっていると考えている。 

 

○探究学習の実施における課題やニーズについて 

・探究のテーマは、以前は地域づくり、例えば観光や名産品開発などに偏っていたが、今で

はバラエティに富んだものになっている。もっとも中にはテーマが大きすぎてまとまりきら

ないものもある。 

・どちらかというとネット情報に頼るので、自然科学的アプローチが足りないように感じ

る。理系の要素は今後入れていきたい。 

 

○探究学習で気候変動教育もしくは気候変動に関連する題材を取り上げた事例や今後の可能

性 

・自然系のテーマ設定はあまり多くない。霧がかかるのが少なくなったとか、各月の最高気

温の比較とかのテーマ設定はあり得るとは思う。 

・ITは ZOOMなどオンライン会議を含め用いているので、専門家との接点は作れると思う。 

・探究テーマとして気候変動を取り上げるのであれば、１年生の種まきの段階で講話の一つ

として入れるのが一番現実的ではないか。 

 

③愛知県立愛知商業高等学校 

●対象者 

愛知県立愛知商業高等学校 安藤 駿 教諭 

●聞取者 

中部環境パートナーシップオフィス統括 清本三郎、中部地方 ESD 活動支援センター 原 

理史 

●ヒアリング日時 

2025年 10月 20日 14:15～15:00 

 

●探究学習に関するヒアリング結果 

 

○探究学習の現状について 

・愛知商業高等学校では、探究学習に相当する学習として「課題研究」が実施されている。

課題研究は３年生を対象とした授業であり、週３時間の授業として教育課程に位置付けられ

ている。 

・課題研究では、生徒が複数の講座の中から興味のあるテーマを選択し、グループまたは個

人で研究活動を行う。講座のテーマは学科によって異なるが、地域活性化や商品開発、IT

関連の制作活動など多様な内容が設定されている。 

・多くの講座では企業と連携した活動が行われており、新商品開発や地域イベントでの販売

活動など、実社会と関わる形で学習が進められている。 

 

○探究学習の実施における課題やニーズについて 

・同校では探究学習の枠組み自体は確立しており、大きな課題は特にないと認識している。

ただし、外部講師による単発授業やワークショップなどの機会があれば、生徒の学びの幅を

広げることができる。 

・特に環境問題や気候変動など、学校単独では十分に扱うことが難しいテーマについては、

専門機関や外部講師による授業が有効であると考えられる。 
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○探究学習の企業や地域との連携について 

・企業との連携は探究学習の重要な要素となっている。多くの講座で企業との共同研究が行

われており、企業から提示された課題をもとに商品開発や販売戦略の検討などを行ってい

る。 

・企業との連携は学校側が長年築いてきた関係を基盤としており、年度ごとに新たなプロ

ジェクトが展開されている。 

 

○探究学習で気候変動教育もしくは気候変動に関連する題材を取り上げた事例や今後の可能

性 

・現在のところ、気候変動をテーマとした探究学習は必ずしも多くはないが、環境教育に関

する授業やワークショップが実施されれば、生徒にとって有益であると考えられている。特

に環境省などの専門機関による授業や講演があれば、探究学習のテーマとして取り上げる可

能性も広がるとのこと。 

 

④中部大学中部第一高等学校 

●対象者 

中部大学中部第一高等学校 山田浩慶 教諭 

●聞取者 

中部環境パートナーシップオフィス統括 清本三郎、中部地方 ESD 活動支援センター 原 

理史 

●ヒアリング日時 

2025年 10月 21日 16:30～17:00 

 

●探究学習に関するヒアリング結果 

 

○探究学習の現状について 

・総合的な探究の時間を中心に、SDGs を軸とした探究学習が実施されている。生徒は自身

の興味関心や将来の進路と関連付けながらテーマを設定し、そのテーマが SDGs のどの目標

と関係するかを考えながら学習を進めている。 

・テーマ設定の際には「興味」「進路」「SDGs」という三つの要素を組み合わせることが基本

となっており、生徒の主体的な学習を促す仕組みとなっている。探究活動では調査や資料作

成、発表などが行われ、生徒の思考力や表現力の育成が図られている。 

・また、ESD 部の活動や地域連携プログラムなども、探究学習の実践と相互に関連しながら

展開されている。 

 

○探究学習の実施における課題やニーズについて 

・探究学習の課題としては、外部との連携機会の拡充や、学習成果を社会的に評価する仕組

みの整備が挙げられている。生徒の研究テーマをより実社会と結びつけるためには、地域企

業や行政との協働機会を増やすことが重要である。 

・また、生徒の活動成果を証明する仕組みがあれば、進学や就職活動においても有効に活用

できる可能性がある。 

 

○探究学習の企業や地域との連携について 

・企業や地域との連携については、教材提供などの形がある。企業が作成した教材や指導資

料を活用することで、学校側の負担を軽減しつつ新しい学習内容を導入することが可能と
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なっている。 

・ただし、これらの教材はそのまま利用するのではなく、学校の教育方針や生徒の実態に合

わせてアレンジする必要がある。 

 

○探究学習で気候変動教育もしくは気候変動に関連する題材を取り上げた事例や今後の可能

性 

・気候変動教育については、国際デーなどの機会を活用したスポット的な教育活動としての

実施がある。今後は全国的なモデル事業の展開などを通じて、探究学習のテーマとして気候

変動問題を取り上げる機会が増える可能性があると考えられる。 

・また、高校生が参加するイベントを通じて、学校間の交流や情報交換が行われており、こ

れらの機会が生徒の学習意欲を高める契機となることも期待できる。 

 

イ 関連する研修・会議等への参加 

(ア) 「教職員等環境教育・ESD推進リーダー養成研修」への参加 

⚫ 愛知県名古屋市で７月 31 日に開催された「教職員等環境教育・ESD 推進リーダー養成研修」

の講座に、中部地方 ESD活動支援センター担当者が参加した。 

⚫ 当日は名古屋市立の中学校、小学校の教員、及び中学校のキャリアナビゲーター20人程度

が参加し、４人から５人のグループに分かれ、講義とワークショップを行った。 

⚫ 研修ではメイン講師に目白大学の石田好広氏を迎え、ESD についての解説の後、グループ

ごとにテーマを設けて ESDカレンダーの作成を行った。 

⚫ ワークショップについては、中部地方環境事務所担当官とともに中部地方 ESD 活動支援セ

ンタースタッフがグループファシリテーターを依頼され、ディスカッションやワーキング

の支援を行った。 
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(イ) 「学校における気候変動教育のプログラムの実証事業」関連の研修・会議等 

⚫ 全国センターが進める「学校における気候変動教育のプログラムの実証事業」に関連する

研修・会議等に、次の通り出席した。 

 

区分 開催日 開催方法 会場 実施内容 

全
国
セ
ン
タ
ー
実
証
事
業
の 

授
業
立
ち
合
い 

高校×セブ

ン-イレブ

ン・ジャパン 

探究学習プ

ロジェクト 

10 月 

1 日 

【参加方法】 

オンライン

で傍聴 

【連携先高校】 

京都先端科

学大学附属

高校 

▪ 探究テーマ：セブン-イレブンの環境にやさしい商品

（環境配慮型商品）を買ってもらうためには？ 

▪ 講演：地球環境問題と私たちの暮らし…黒部一隆氏

（環境省環境教育推進室長） 

高校×近畿

日本ツーリス

ト株式会社  

探究学習プロ

ジェクト 

10 月 

27 日 

【参加方法】

オンライン

で傍聴 

【連携先高校】 

東京立正高

校 

▪ 探究テーマ：カーボン・スタディツアー～環境にやさ

しい修学旅行を考える～ 

▪ 近畿日本ツーリスト SDGs 関連の取組紹介 

▪ ワークショップ：どのような研修旅行だとサステナブ

ルか（近畿日本ツーリストの学校向けパッケージプ

ログラムを活用） 

ガイドライン作成に

向けた検討会 

第１回 

10 月 

14 日 

オンライン ― 

▪ 高校における気候変動に関する探究学習実証事業

の進捗説明 

▪ ガイドライン構成の説明及び意見交換 

第２回 

2 月 

16 日 

オンライン ― 

▪ ガイドライン案の説明 

▪ 意見交換①（ガイドライン案の構成、内容など） 

▪ 意見交換②（ガイドライン案の発信、普及方法など） 
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(3) ESD推進ネットワーク地域フォーラムの開催 

①イベント名 

⚫ 中部地方 ESD推進ネットワーク地域フォーラム「ESD：探究学習と地域連携」 

 

②日時 

⚫ 2025年９月 29日（月）13：00～16：30 

 

③開催方法・会場 

⚫ 開催方法：ハイブリッド 

⚫ 会場：ウインクあいち（愛知県名古屋市）※会場参加は登壇者、地域 ESD拠点登録団体のみ 

⚫ オンライン：zoom  ※一般参加、地域 ESD拠点登録団体関係者等が zoom参加 

 

④参加者 

⚫ 33名（会場参加 13名、オンライン参加 20名） 

 

⑤プログラム 

⚫ 挨拶・趣旨説明 

《第１部》 

⚫ 基調講演「ESDとしての探究学習の可能性と課題」名古屋市立大学准教授 松村智史氏 

⚫ 話題提供 

▶高校の探究学習事例①：名古屋市立桜台高等学校キャリアナビゲーター 牛田芳代氏 

▶高校の探究学習事例②：岐阜県立斐太高等学校教頭 足立宏氏  

▶探究学習の地域連携事例：NPO法人まちづくりスポットとやま代表理事 田辺友也氏 

《第２部》 

●地域 ESD拠点参加者による活動紹介 

●交流ディスカッション 

 コーディネーター： 

  中部大学国際 ESD・SDGsセンター長・教授、中部 ESD拠点事務局長 古澤礼太氏 

●総括 

  金沢大学人間社会研究域学校教育系准教授 加藤隆弘氏 

 

  

 



 

104 

 

⑥開催案内チラシ・ポスター 
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(4) 自然資本等の活用による ESD促進（ESDダイアログの開催） 

①イベント名 

⚫ ESDダイアログ 2025 山と水と人間と～南紀からの ESD発信～ 

吉野熊野国立公園指定 90周年を機会に 

 

②日時 

⚫ １日目 ESDダイアログ：2025年 10月 17日（金）13：30～17：00 

⚫ ２日目 エクスカーション：2025年 10月 18日（土）8：30～14：40 

 

③会場／開催方法 

⚫ １日目の会場：三重県立熊野古道センター（三重県尾鷲市） ※ハイブリッド 

⚫ ２日目の視察地：尾鷲市及びその近郊 ※リアルのみ 

 

④主催等 

⚫ 主催：中部地方 ESD活動支援センター（環境省 EPO中部） 

⚫ 後援：尾鷲市 尾鷲市教育委員会 三重県立熊野古道センター 

 

⑤参加者 

⚫ １日目 ESD ダイアログ：56 名（現地参加者 50 名（教育関係 16、行政 15、その他 19）、ラ

イブ配信視聴 6名） 

⚫ ２日目エクスカーション：19名 

 

⑥１日目 ESDダイアログのプログラム 

⚫ 開催市挨拶 加藤 千速 尾鷲市長 

⚫ 主催者挨拶 環境省中部地方環境事務所 環境対策課 

⚫ 第一部 自然資産と ESD 

インプット①「南紀地方と吉野熊野国立公園 ～自然の保全と活用～」 

吉野熊野国立公園管理事務所 国立公園管理官 楊木 萌 

インプット②「尾鷲市のネイチャーポジティブと地方創生」 

尾鷲市 水産農林課長 芝山 有朋 

基調講演「自然資産を学びに活かす ESDと地域づくり」 

信州大学 教育学部 准教授 水谷 瑞希 

⚫ ESDの取組～中部地方のネットワークを通じて 

①尾鷲市の ESD 取組：尾鷲市立輪内中学校 「ふるさとキャリア学習」、三重県立尾鷲高等

学校 「ITと地域課題（尾鷲甘夏）を連動させた解決方法」 

②他地域の ESD 取組：NPO 法人 大杉谷自然学校 校長 大西 かおり、豊田市自然観察の森

「とよたの自然パートナーズ」所長 大坪 瑞樹  

⚫ 第三部 パネルディスカッション 

パネリスト： 

吉野熊野国立公園 管理事務所 国立公園利用企画官 辰巳 知之  

NPO法人 大杉谷自然学校 校長 大西 かおり  

豊田市自然観察の森「とよたの自然パートナーズ」所長 大坪 瑞樹  

三重県立熊野古道センター長 宮本 秀男 

尾鷲市 教育委員会 教育総務課 調整監 渡邉 史次 
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尾鷲市 水産農林課長 芝山 有朋 

尾鷲市 商工観光課長 濵田 一多朗  

コメンテーター：信州大学 教育学部 准教授 水谷 瑞希 

コーディネーター：中部地方 ESD活動支援センター 原 理史 

 

⑦アーカイブ配信の掲載 URL 

⚫ https://chubu.esdcenter.jp/hot_topics/esddialogue20251017-1018-youtube 

 

⑧開催案内チラシ 
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⑨２日目エクスカーション 

 

  

  

  
 

  



 

109 

 

(5) SDGs学生サミットの開催 

①イベント名 

⚫ SDGs学生サミット 2025 

 

②日時 

⚫ 2026年２月７日（土）13：00～17：30 

 

③開催・運営方法 

⚫ 登壇者：会場、zoom 

⚫ 一般参加：YouTube配信を自由視聴 

 

④主催等 

⚫ 主催：中部地方 ESD活動支援センター（環境省 EPO中部） 

⚫ 協力：中部大学中部高等学術研究所、国際 GIS センター問題複合体を対象とするデジタル

アース共同利用・共同研究拠点 

 

⑤参加者 

⚫ 73名（大学生・高校生 47名、その他登壇者 8名、ライブ配信当日視聴者 18名） 

 

⑥プログラム 

○ あいさつ 

環境省中部地方環境事務所  

名古屋市立大学副学長 伊藤 恭彦  

○ 団体発表「ユースと地域が連携するローカル SDGs」 

<高校生の部> 

愛知県立愛知商業高等学校 

中部大学第一高等学校 

岐阜県立斐太高等学校 

<大学生の部> 

岐阜大学 環境サークルG-amet 

中部大学 ESDエコマネーチーム 

金沢星稜大学 新ゼミナール 

○ 話題提供「地域の SDGsの取組～地域社会における SDGsの取組～」 

純国産メンマプロジェクト（富山県上市町） 

QURUWAのまちづくりプロジェクト（愛知県岡崎市） 

アブラギリ再活用プロジェクト（福井県小浜市） 

○ ディスカッション 

「ローカル SDGsのために。連携して協働取組を進めよう！」 

進行：原 理史（中部地方ESD活動支援センター） 

総括：伊藤 恭彦（名古屋市立大学副学長） 

 

⑦アーカイブ配信の掲載 URL 

⚫ https://chubu.esdcenter.jp/hot_topics/260207sdgs-summit 
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⑧開催案内 
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(6) 地域 ESD拠点等の ESD活動の支援 

(ア) 地域 ESD拠点登録団体への広報協力 

⚫ 拠点登録団体が主催するイベント等について、中部地方 ESD 活動支援センターウェブサイ

ト等で下記の通り、広報協力を行った。 
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(イ) 拠点登録申請対応・後援申請対応 

⚫ 地域 ESD 拠点登録団体や、ESD 活動支援主体が主催するイベントについて、次表の後援申

請があり、主催からの後援依頼や問合せへの対応、全国センターからの照会対応などを

行った。 

⚫ また、地域 ESD 拠点の登録手続きにおいて、登録審査を行う全国センターに対する情報提

供等を行い、中部地方環境事務所に共有した。 

 

【後援申請】 

申請主体 承認日 
申請行事 

名称 開催日 場所／方法 

飯田市 4 月 11 日 いいだ高校生 ESD 塾 

2025 年 4 月 25 日

～2026 年 3 月 31

日 

対面・オンライン

併用 

名古屋市環境局環境企画課 4 月 14 日 SDGs まちづくり推進事業 
2025 年 6 月 1 日～

2026 年 3 月 31 日 

対面・オンライン

併用 

公益財団法人こども教育支援

財団※ 
4 月 24 日 

第 17 回環境教育ポスターコンクー

ル 

2025 年 8 月 18 日

～2026 年 3 月 31

日 

東京都内他 

東北地方 ESD 活動支援セン

ター※ 
10 月 10 日 

令和 7 年度 東北 ESD/SDGs フォー

ラム「ESD 推進に向けた教育委員会

の役割を探る」 

2025 年 10 月 31 日 
対面・オンライン

併用 

特定非営利活動法人日本ボ

ランティアコーディネーター協

会 

10 月 14 日 
市民の参加と協働を進めるコーディ

ネーション研究集会 2026 

2026 年 2 月 21 日

～2026 年 2 月 22

日 

至学館大学・対

面 

信州 ESD コンソーシアム 12 月 2 日 

令和７年度信州 ESD/SDGs 成果発

表＆交流会～ユネスコエコパークと

共に学ぼう～ 

2026 年 2 月 13 日 オンライン 

金沢大学 北陸ESD推進コン

ソーシアム 
2 月 2 日 2025 年度成果報告会 2026 年 2 月 14 日 

しいのき迎賓館・

オンライン 

公益財団法人こども教育支援

財団※ 
3 月 16 日 

第 18 回環境教育ポスターコンクー

ル 

2026 年 8 月 18 日

～2026 年 11 月 3

日 

東京都内他 

※：全ての地方センターに後援申請があった催事 

 

【地域 ESD拠点登録申請】 

団体名 県 申請日 登録日 

アルマス・バイオコスモス研究所 福井県 2026 年 1 月 4 日 2026 年 1 月 5 日 
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(7) 全国センターとの連携協力の推進等 

(ア) 全国センター主催会議等への出席 

⚫ 全国 ESDセンターから招聘された次の会議等に出席し、資料提供などを行った。 

⚫ また、中部センターのスタッフは、地方センター代表として全国センターの企画運営委員

に選任されたため、企画運営委員会にも委員として出席した。 

 

区分 回/開催日 開催方法 会場 実施内容 

全国・地方 

連絡会 

第 1 回 

6 月 13 日 
ハイブリッド 

GEOC 

（東京） 

▪ ESD に関する最新動向（環境省）（文科省） 

▪ 令和 7 年度全国センター活動内容説明 

▪ 地方センター活動内容説明 

第 2 回 

1 月 16 日 
ハイブリッド 

GEOC 

（東京） 

▪ ESD for 2030 学びあいプロジェクトの成果につい

て 

▪ 令和 8 年度 ESD 活動支援センターの活動方針

について 

▪ ふりかえり・まとめ未実施 

全国 

協力団体 

意見交換会 

第１回 

7 月 8 日 
リアル 

ビジョンセンター 

東京日本橋 

（東京） 

▪ 高校における探究授業の最新動向：大江 隆徳 

氏（フューチャーアーティザン株式会社 ESG 経

営共創ビジネスユニット ビジネスユニット長 事

業統括） 

▪ 全国協力団体及び ESD センターから最新の取

組紹介 

第２回 

12 月 7 日 

（全国フォーラム

併催） 
ハイブリッド 

立教大学池袋

キャンパス 

（東京） 

▪ 環境教育・ESD 実践動画 100 選認定証授与式 

▪ ポスターセッション 

▪ 基調講演：佐藤真久（東京都市大学大学院 環

境情報学研究科 研究教授） 

▪ こども・ユースからの報告 
全国 

フォーラム 
12 月 7 日 

企画運営 

委員会 

第 1 回 

6 月 9 日 
ハイブリッド 

青山 

ブックセンター 

（東京） 

▪ 令和 7 年度全国センター活動計画の説明 

▪ 令和 6 年度地域 ESD 拠点年次アンケート結果

報告及び意見交換 

▪ 高校における気候変動を切り口とした ESD 支援

の進捗報告及び意見交換 

▪ ESD推進ネットワーク全国フォーラムについての

説明及び企画について意見交換 

第 2 回 

2 月 25 日 
リアル 

TKP 

ガーデンシティ

渋谷 

（東京） 

▪ 令和 7 年度 ESD 活動支援センター活動実績及

び学びあいプロジェクト中間レビュー案の説明、

及び質疑応答、意見交換 

▪ 令和 8 年度 ESD 活動支援センター活動計画、

及び質疑応答、意見交換 

 

(イ) ESD推進ネットワークの活動状況調査等への協力・対応 

⚫ 全国センターの求めに応じて情報提供や資料作成・提供等について積極的に協力するとと

もに、センターが実施する ESD 推進ネットワークの活動状況調査等に対しても協力・対応

した。 
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(8) ESD推進のための教育現場等の実態把握と連携強化 

ア 専門家への包括ヒアリング（名古屋市立大学伊藤先生、松村先生） 

●対象者 

名古屋市立大学 教授 伊藤 恭彦 先生、准教授 松村 智史 先生 

●同席者 環境省中部地方環境事務所環境対策課 縄野正衡課長補佐 

●聞取者 中部地方 ESD活動支援センター 原 理史 

●ヒアリング日時 

2025年 5月 21日 14:00～15:20 

 

●ヒアリング結果 

○研究、教育などご自身の様々な取組について～ESD/SDGsの視点で 

◇伊藤 恭彦 先生 

・環境省 EPO中部・中部地方 ESD活動支援センター 運営委員会座長 

・名古屋市立大学で SDGs教育、中高の探究学習に係わる 

◇松村 智史 先生 

・元厚生労働省の職員で、子育て支援や社会福祉教育などの研究を行ってきた経緯がある。

政策や法制度に携わってきた。SDGs で言えば G1 の貧困や G4 の平等な教育機会などの研究に

かかわってきたと言える。 

・探究学習に関する本「「探究学習」とはいうけれど――学びの「今」に向き合う」の執筆に

参加したのは、神奈川県での高校の探究学習にアドバイザーとしてかかわったのがきっかけ

となっている。現場の先生や教育学の先生方と一緒に執筆した。 

 

○高校の総合的な探究学習の現状について、推進状況や課題 

◇探究学習の特徴 

・これまでの学習はどちらかというと知識を理解し、それを再現するということに重きが置

かれ、直進型つまり一つの方向でカリキュラムに沿って段階的に理解するように習得させる

形態であった。 

・一方、探究学習はそうではなく、仮説を持って探索しつつ途中でちょっと違うと思ったら

戻ったりする。最近だとアジャイル学習とも言われる、進みながら戻り調整していく、科学

的研究手法に近い学習法で、調査実験する中で仮説をブラッシュアップしながら学びを進め

ていくと言う特徴がある。 

・従って教員側の対応としては、指導型から伴走型への転換が必要となる。先生自身も生徒

自らが立てた問いに答えを持っているわけではないので、生徒と一緒に伴走することが必要

となる。一緒に走りながらアドバイスするという教授方法となる。 

◇これまでの実践過程 

・総合的な探究の実践過程において、全部が全部ではないが、指導型から伴走型へという性

格が全体として強くなっていった。探究学習計画は各高校で策定しているが、それはかなり

大変のようである。ただ探究学習自体の理解はここ 5年ぐらいでだいぶ進んだと感じている。 

・10年前だと先生方は正直、何をすればいいのかわからないという状況だったが、最近は

様々なテキストが共有され先生方も結構勉強され、だんだん望ましい在り方みたいなことが

共有されてきている。もちろん指導型の学習法に慣れている先生方は苦労されているようだ

が、問いを立てて、仮説を実証して自分なりの考察を加えるという探究学習の一連の流れ

は、現場の先生方は理解を深めていると感じている。 

・特にこの数年の理解の広がり方は大きい。現行の学習指導要領で総合的探究の時間が正課
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として位置づけられたことによる。これを契機にどこの学校でも、先生たちの中で、特化し

た委員会なり、担当部署なり立ち上げているところが多いと思われる。 

◇現状と課題 

・名古屋市内のある高校では 1年生でグループを作って探究を行い、2年生では個人で探究を

行う全体計画を策定している。 

・既成のワークシートなども出回っており、埋めていけば進めていけるようなものもある。

ただ、成果発表ありきに堕してしまうこともあり、プレゼン至上主義にならないよう学びを

進める必要がある。 

・探究学習のテーマは生徒が自ら見つけ出すことになるのだが、ともするとこれが予定調和

的になってしまうところがある。例えば小実験で検証が簡単で見栄えがし、わかりやすい結

果が出やすいテーマを選んでしまうなどがある。 

・SNS でのアンケート調査などがよく行われるが、簡単に作って友達や知り合いを動員して回

答をもらえば、それなりに見栄えのする結果が得られ、一見すると「らしい」探究になる

が、根拠として十分かと言われればなかなか難しい。 

・反対に興味があるということだけで「宇宙とは」、「自分とは」など壮大で哲学的なテーマ

を選んで、後々扱いに困るという場合もある。 

・良くない問いとしては、すぐに答えが出てしまうもの、検証不可能なもの、これまでの知

見を無視するようなもの、などがあり、テーマ設定をうまく行う必要がある。 

・探究学習の過程はそうした意味で事実上研究と同じで、大学の卒業研究をスケールダウン

した内容になると一番よいかと考える。今後社会でこうした考え方を身につける訓練という

意味でも「研究」の手法は重要と思われる。 

・いずれにしても、問いを立てるところが最も重要かつ難しく、現場の先生方も苦慮されて

いる。例えば最初のところでワークシートにどんなことに関心があるかを書いて、次のス

テップではそれに関連してどんなことを明らかにしたいか、というような形でテーマを絞り

込むやり方をしている所もある。 

・優良事例としては立命館中学、高校の酒井教諭のメソッドが知られている。 

 

○ESDと探究学習について、その関係性やあり方など 

・探究学習の評価は、結果としてプレゼンされた内容というよりは、その過程においての態

度や行動変容を評価することが必要と思われる。ディスカッションができているかは評価の

重要ポイントではないか。 

・その意味ではユネスコの言うキーコンピテンシーを磨くということにつながる。ESD と探究

学習の親和性は大きい。 

・テーマ的には名古屋市立の高校の場合、環境そのものを取り上げているのは減ってきてい

る印象はある。ただし社会状況をテーマにする例は防災や食、地域づくりなども見られ、広

範囲な関連性で見ると SDGs、ESDのテーマということもできるものは多い。 

・例えば、ある高校の発表で、食糧問題で今のように牛肉をたくさん食べていると温暖化に

繋がるので CO2を排出しないタンパク源として昆虫食をテーマにしたグループがある。 

・このように気候変動についても、目の前の社会的現象の原因やその影響などに関連性はあ

るので、そうした部分で明示的にではないかもしれないが、ESD の一部を探究学習が担ってい

ると言ってもいいのではないか。 

 

○環境省 EPO中部・中部地方 ESD活動支援センターなど中間支援組織への期待 

・テーマ設定の入口としては、例えば気候変動など様々な関連性についての図みたいなもの

があるといい。食から気候変動とかキーワードがいろいろ並んで分類されていて、地図、
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チャートのようなものから具体的な事例に繋がるツールなどが考えられる。いろいろな事例

にアクセスできるとありがたい。 

・探究学習における子どもたちの学びの状況とか、先生の教え方とかが大丈夫だろうかとい

うところなど、とりあえずチェックをしてもらいたいというニーズがある。 

・現場の先生たちに自信がないらしいことが問題で、うちの大学教員も交互に支援に入って

いるのだが十分ではなく、そうした場面で専門家がいる相談窓口みたいなものがあるとあり

がたい。 

・EPO のネットワークで関係する人を先生や子どもたちとオンラインでつないでくれる機会を

作るとかなど考えられないだろうか。 

 

イ 教育部局、教育委員会、現場の教員等を対象にしたヒアリング 

①愛知県立愛知商業高等学校 

●対象者 

愛知県立愛知商業高等学校 安藤 駿 教諭 

●聞取者 

中部環境パートナーシップオフィス統括 清本三郎、中部地方 ESD活動支援センター 原 理史 

●ヒアリング日時 

2025年 10月 20日 15:00～16:00 

 

●ESD・SDGsに関するヒアリング結果 

 

○学校の特色について 

・愛知商業高等学校はユネスコスクールに登録されており、持続可能な社会の担い手育成を意識

した教育活動を展開している。特にユネスコクラブを中心として ESD・SDGsに関連する活動が行

われており、地域社会と連携した実践的な取組が特徴である。ユネスコクラブは課外活動として

設置されているが、学校の ESD活動の中核的役割を担っている。 

・同クラブは「マーケティング部門」と「ボランティア部門」の２つに分かれて活動しており、

それぞれ地域社会に貢献する活動を行っている。マーケティング部門では、地域企業と連携した

商品開発や販売活動を通じて、地域経済や社会課題に関心を持つ学びを実践している。一方、ボ

ランティア部門では地域貢献活動や社会貢献活動を行っている。 

・学校の活動は地域との結び付きが強く、地域資源を活用した取組が多い点も特色である。ユネ

スコクラブの活動は、もともと地域の文化資源である「文化のみち」地域の活性化を目的として

始まった経緯があり、地域づくりと教育活動を結び付ける形で発展してきた。こうした地域連携

型の活動は長年継続されており、地域企業との協働関係も構築されている。 

 

○ESD、SDGsなど持続可能性に関する教育現場での具体的取組について 

・ESD・SDGs に関する取組は、主としてユネスコクラブを中心に展開されている。マーケティン

グ部門では、地域企業と連携した商品開発を行っており、養蜂活動を起点とした取組が特徴的で

ある。学校で養蜂を行い、その蜂蜜を活用した商品を企業と共同で開発し、イベントなどで販売

している。 

・地域の豆腐店と協働して蜂蜜を使用したドーナツを開発したほか、和菓子店と連携して蜂蜜入

りのういろうを販売するなど、地域の食品企業との協働が行われている。また、蜂蜜を使用した

アイスクリームを地元企業と共同開発し、文化祭やイベントなどで販売するなど、地域との協働

による実践的な活動が展開されている。 
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・これらの活動は単なる商品開発にとどまらず、フェアトレードの素材を活用するなど、国際的

な社会課題にも配慮した取組となっている。例えば、フィリピン産カカオなどフェアトレード素

材を活用した商品開発を行うことで、持続可能な消費や公正な取引といった SDGs の理念を学ぶ

機会となっている。 

・また、食品以外の分野でも活動が行われている。自動車の廃棄シートベルトを素材としたアッ

プサイクル製品としてバッグを開発するなど、資源循環や廃棄物削減といった観点からの取組も

実施されている。これらは「つくる責任 つかう責任」といった SDGsの理念に関わる活動として

位置づけられている。 

・さらに、生徒会による活動として、衣料品回収活動も行われている。これは企業の社会貢献プ

ログラムと連携し、不要となった衣類を回収して途上国へ送る活動であり、全校生徒が参加する

ESD活動の一例となっている。 

 

○持続可能な社会の構築における教育（ESD）の役割について 

・ESD は地域社会の課題に主体的に関わる人材を育成する教育として捉えている。特に商業高校

という特性を生かし、地域企業と連携した実践的な活動を通じて社会課題を学ぶことを重視して

いる。 

・ユネスコクラブの活動では、商品開発や販売活動を通じて地域経済や社会課題への理解を深め

るとともに、フェアトレードや資源循環などの観点から持続可能な社会のあり方について考える

機会が提供されている。こうした活動を通じて、生徒が社会の課題に関心を持ち、自ら行動する

力を育成することが ESDの重要な役割であると認識されている。 

・また、実際の企業と連携する活動を通じて、社会で必要とされるコミュニケーション能力やプ

レゼンテーション能力、課題解決能力を身に付けることも重視されている。同校の生徒は全国規

模の発表大会等において高い評価を受けることもあり、発表能力の育成にも力を入れている。 

・このように、ESD を単なる環境教育としてではなく、地域社会と関わりながら持続可能な社会

を担う人材を育成する教育として位置付けている。 

 

○学習指導要領の前文や各教科に持続可能性の概念（ESD）が挿入されていることについて 

・学習指導要領における「総合的な探究の時間」に相当する学習を、商業科の「課題研究」の授

業で実施している。総合的な探究の時間そのものは設置されていないが、商業教育の専門科目の

中で探究的な学習が行われている。 

・課題研究は主に３年生で実施されており、週３時間の授業として位置付けられている。企業と

の共同研究や商品開発などの実践的な学習が行われており、商業高校の専門性を生かした探究活

動となっている。 

・一方、１年生および２年生では、各教科の授業の中でケースメソッドなどを活用した探究的な

学習が行われている。実際の事例をもとに課題を考える授業や、外部講師による講義などを通じ

て、３年生の課題研究に向けた基礎的な学びを積み重ねている。 

 

○地域や社会の教育活動拠点としての取組や考え 

・地域企業との連携を重視しており、商品開発や地域活性化に関する活動を通じて地域社会と関

わる教育活動を展開している。地域企業と協働して商品開発を行うほか、地域イベントでの販売

活動などを通じて地域社会との交流を深めている。 

・地域企業との連携は単発の取組にとどまらず、長年継続しているものも多い。養蜂活動を起点

とした商品開発は 10年以上続く活動であり、地域企業との協働関係が継続的に築かれている。 

・このような活動を通じて、生徒が地域社会の課題を理解し、地域の一員として行動する意識を

育むことが期待されている。 
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②中部大学中部第一高等学校 

●対象者 

中部大学中部第一高等学校 山田浩慶 教諭 

●聞取者 

中部環境パートナーシップオフィス統括 清本三郎、中部地方 ESD活動支援センター 原 理史 

●ヒアリング日時 

2025年 10月 21日 15:30～16:30 

 

●ESD・SDGsに関するヒアリング結果 

 

○学校の特色について 

・中部第一高等学校は、2008 年８月 21 日にユネスコスクールへ加盟しており、愛知県内では初

の加盟校として知られている。加盟の背景には、私立高校として学校の特色を明確化する必要性

があり、その一環としてユネスコスクールへの参加が検討された経緯がある。当時の管理職の提

案により申請が進められ、英語教員が中心となって英文での申請書作成などを担い、加盟が実現

したとされる。 

・加盟当初の活動は、現在のような ESDの枠組みに限定されたものではなく、ユネスコ協会が実

施する「世界寺子屋運動」への参加や、科学部による地域の希少魚であるミナミメダカ類似種

「ウシモツゴ」の保護・飼育活動など、多様な教育活動が含まれていた。例えば、文化祭では書

き損じはがき回収キャンペーンを実施し、教育支援活動への寄付につなげる取組なども行われて

いた。 

・その後、ESD 活動をより体系的に推進するため、2015 年に「ESD 部」が設立された。部活動と

して位置付けることで、生徒が主体的に環境問題や地域課題に取り組む機会を確保するととも

に、学校教育の枠組みの中で継続的な活動を行う体制が整えられた。ESD 部では環境問題に関す

る啓発ゲームの制作や文化祭での展示など、生徒主体の学習活動が展開されている。 

・私立学校であることから、教育活動の自由度が比較的高く、新しい取組を柔軟に導入しやすい

点も学校の特色として挙げられる。こうした制度的柔軟性を背景に、ESD や SDGs をテーマとし

た教育活動を比較的早期から取り入れ、現在に至るまで継続的に発展させてきた点が本校の特徴

である。 

 

○ESD、SDGsなど持続可能性に関する教育現場での具体的取組について 

・同校における ESD の取組は、当初は部活動を中心として進められてきた。ESD 部では、環境問

題や地域課題をテーマとした調査・研究活動や、啓発を目的としたゲーム制作などを行い、文化

祭などの機会を通じて校内外へ情報発信を行っている。また、科学部による生物保護活動など、

既存の活動とも連携しながら ESDの理念を広げてきた。 

・授業における取組としては、以前は「総合的な学習の時間」の中で ESD概論に関する授業が設

けられていた。生徒が選択できる授業の一つとして、環境問題や社会課題に関する動画や資料を

もとに、自らの意見をまとめて発表する学習が実施されていた。このような取組は、現在のSDGs

教育の先行的事例ともいえる内容であった。 

・現在は学習指導要領の改訂に伴い、「総合的な探究の時間」の中で SDGsを軸とした探究学習が

行われている。本校では「興味」「進路」「SDGs」の三つを軸としてテーマ設定を行うことが特徴

である。例えば、生徒がゲーム制作に興味を持っている場合、その興味を社会課題の解決と結び

付け、SDGsのどの目標と関連するかを考えるといった形で探究活動が進められている。 

・このように、生徒の関心や将来の進路と社会課題を結び付ける形で学習を構成することによ
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り、持続可能な社会に関する理解を深めるとともに、主体的な学習意欲の向上を図っている。 

 

○持続可能な社会の構築における教育（ESD）の役割について 

・持続可能な社会の構築における ESDの役割については、高校教育の現場においては必ずしも抽

象的理念としてではなく、生徒の進路や関心と結びつけながら理解を促していくことが重要であ

る。 

・高校生にとって社会課題は必ずしも身近なものではなく、教員側にとっても専門外の領域が多

く含まれる。そのため、ESD を直接的に社会変革の理念として教えるのではなく、生徒の興味関

心や将来の進路に関連付けながら課題に触れる機会を提供することが現実的であると考えられて

いる。 

・例えば、地域のまちづくりや環境問題といったテーマを、ゲーム、デザイン、ビジネスなど生

徒の関心分野と関連付けることで、社会課題を自分事として考える契機をつくることができる。

このような学習経験を通じて、生徒が社会の課題について主体的に考える姿勢を身につけること

が、ESDの重要な役割であると認識している。 

 

○学習指導要領の前文や各教科に持続可能性の概念（ESD）が挿入されていることについて 

・学習指導要領の前文や各教科に持続可能性の概念が明記されたことについては、学校現場にお

ける取組を後押しするものとして評価される。 

・同校では以前から ESDに関連する活動を行ってきたが、学習指導要領に持続可能性の理念が位

置付けられたことで、それらの活動を教育課程の中に正式に位置付けやすくなった。教員の立場

から見ると、これまで実践してきた活動が制度的に認められた形になり、「取組を進めやすく

なった」という感覚があるという。 

・また、学習指導要領に明記されたことにより、特定の教員や部活動だけが担う取組ではなく、

学校全体として取り組む教育課題として位置付けることが可能となった点も重要である。こうし

た制度的背景により、ESD や SDGs に関する教育活動が学校全体に広がりやすくなったと考えら

れている。 

 

○地域との連携 

・ユネスコスクールには地域社会における教育拠点としての役割が期待されているが、本校では

地域連携型のワークショップなどを通じてその役割を果たしている。 

・具体的には、日進市環境課との連携により、地域の小学生を対象とした環境ワークショップを

実施している。この取組は夏休み期間に学校施設を利用して開催され、小学生とその保護者、場

合によっては地域住民も参加できる形で行われている。募集や受付は市の環境課が担当し、学校

側が教育プログラムを提供する形で運営されている。 

・ワークショップでは ESD部の生徒が中心となり、アロマクラフトなどの体験型プログラムを実

施している。また、同日に学校内の他学科がプログラミング講座などを行う場合もあり、学校全

体として地域向けの学習機会を提供している。 

・このような活動は、もともと地域イベントでの啓発活動から発展したものであり、現在では学

校と自治体が連携する継続的な教育プログラムへと発展している。 

 

○ESD推進の課題 

・ESD 推進の課題としては、地域や企業との継続的な連携体制の構築が挙げられている。地域と

の協働は重要であるものの、学校単独で継続的な関係を維持することには一定の困難が伴う。 

・特に地域の中小企業や自治体との協働を長期的に維持するためには、学校と地域をつなぐコー

ディネート機能が必要であると考えられている。また、教育活動として継続するためには、教員
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の異動や業務負担の問題も考慮する必要がある。 

・さらに、私立学校では比較的柔軟に教育活動を展開できる一方、公立学校では制度面や業務体

制の制約により同様の取組を継続することが難しい場合もある。 

 

○中間支援組織への期待 

・ESD 活動をさらに発展させるためには、学校と地域をつなぐ中間支援組織の役割が重要である

との認識が示された。地域の企業や自治体との連携を円滑に進めるためには、学校単独ではな

く、外部機関が調整役となることが望ましいと考えられている。 

・例えば、教材提供や授業プログラムの支援、活動証明書の発行など、生徒の学習成果を社会的

に評価する仕組みが整備されれば、生徒の学習意欲や進路形成にも寄与する可能性がある。 

・また、オンライン勉強会や学校間の情報共有の場を設けることで、ESD に取り組む学校同士の

連携を促進することも期待できる。 

 

ウ 中小企業経営者等を対象にしたヒアリング 

①株式会社鈴六 

●ヒアリング対象 

株式会社鈴六 

 

●ヒアリング日時 2025年８月 26日 15:00～16:00 

 

●ヒアリング結果 

 

○SDGsの取組について 

・創業 107年の繊維リサイクル事業者であり、古着の回収・選別・再利用を中心とした資源循環

型の事業を展開している。1970 年代から古着事業に取り組んでおり、現在は国内外へのリユー

ス・リサイクルを通じて資源循環に貢献している。 

・SDGs の取組としては、社長が SDGs 関連のセミナーに参加したことをきっかけに、企業として

の取組を意識するようになったという。具体的には、女性のリフト運転への参入や女性管理職の

登用など、女性の活躍の場を広げる取組を進めている。また、行政や民間店舗と連携して古着回

収ボックスを設置するなど、地域と連携した資源回収にも取り組んでいる。 

・さらに、工場見学の受入れや学校への出前授業などを通じて、繊維リサイクルや資源循環に関

する情報発信も行っている。 

 

○SDGsにあたって、社内教育での ESDの必要性について 

・SDGs や環境に関する取組については、社長の考え方としては重視しているものの、社内全体

に十分浸透しているとは言えない状況であるとの認識が示された。 

・現在は、まず管理職やリーダー層を中心に環境教育の理解を深めることが重要であると考えて

おり、あいち環境塾などの外部研修に参加することで知識を深め、その内容を社内へ広げていく

ことを検討している。今後はこうした取組を通じて、段階的に社内の理解を広げていきたいとし

ている。 

 

○対外的アプローチとして例えば取組を一般に公開することによる教育（ESD）効果について 

・同社では、工場見学の受入れや出前授業、子ども向けのワークショップなどを通じて、繊維リ

サイクルや資源循環について伝える取組を行っている。見学者には小学生や高校生のほか、行政
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関係者なども含まれている。 

・特に古着の選別工程は人の手で行われているため、見学者にとって資源循環の仕組みを理解す

る機会となっているという。また、学校の研究活動に協力する形で、衣類リユースによる CO₂削

減効果に関する研究への協力も行っている。 

・こうした活動を通じて、企業の取組を知ってもらう機会にもなっているとのことであった。 

 

○SDGs/ESDの取組の課題について 

・社内教育の面では、SDGs や環境に関する考え方を社内全体に浸透させていくことが課題とし

て挙げられた。現状では社長や一部の社員の取組にとどまっており、全社的な理解には時間がか

かると考えられている。 

・また、環境教育や見学対応などの活動には時間や人員が必要となるため、通常業務との両立が

課題となっている。特に中小企業にとっては、教育活動に充てる時間やコストの確保が難しい面

があるという。 

・さらに、繊維リサイクル業界の課題として、回収できる品目が業界団体のルールによって制約

される場合があることや、大手企業による回収の影響で処理が難しい衣類が増えていることなど

も挙げられた。 

 

○SDGs/ESDの取組の支援について 

・取組を進めるうえでは、同業者間で情報交換ができる場や、専門的な相談ができる窓口がある

とよいとの意見が示された。特に、繊維リサイクルに関する技術や業界動向については、企業単

独で情報を得ることが難しい場合もあるため、外部からの情報提供や助言があると参考になると

のことであった。 

・また、第三者的な立場からのアドバイスや事例紹介なども、中小企業にとっては取組を進める

うえで有効であると考えられている。 

 

○SDGs/ESDの取組の今後の期待 

・今後については、現在の資源循環事業を基盤として SDGs の取組を継続するとともに、社内の

理解を徐々に広げていきたいとの考えが示された。また、SDGs 認証制度の取得などを通じて企

業の取組を対外的に示すことも検討している。 

・一方で、こうした認証制度が直接的に利益につながるかどうかについては不透明な面もある

が、企業の取組を知ってもらう機会にはなるのではないかと考えているとのことであった。 

 

○その他 

・古着回収については、行政と連携して公共施設や店舗などに回収ボックスを設置する取組を進

めているが、業界の制度上、すべての地域で同様の取組ができるわけではないという課題もあ

る。 

・また、同社では衣類以外にも靴やカバン、ぬいぐるみ、タオルなどの回収にも対応しており、

一般的な古着回収では対象外となるものも資源として活用しているとのことであった。 

 

②特定非営利活動法人アスクネット 

●ヒアリング対象 

特定非営利活動法人アスクネット 

 

●ヒアリング日時 2025年 9月 24日 13:00～14:00 
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●ヒアリング結果 

 

○貴社（貴団体）の SDGsの取組について 

・当団体は 1999年に設立され、2001年に法人化した教育支援団体であり、現在は約 20名の職員

で構成されている。職員の多くはキャリア教育コーディネーターとして学校や行政と連携し、主

にキャリア教育を中心とした事業を展開している。 

・主な事業としては、高校を中心としたインターンシップ事業のコーディネートがあり、学校と

企業のマッチングに加えて、事前学習や事後の振り返り、発表会などを含めたプログラム全体の

設計を支援している。学校ごとに教育課題や生徒の状況が異なるため、教員へのヒアリングを行

いながら目的に応じたプログラムを構築するなど、教育コンサルティングに近い役割を担ってい

る。 

・近年はインターンシップに加え、探究的な学習の授業コーディネートの依頼も増えており、カ

リキュラム設計や外部講師の調整など、学校の教育活動全体に関わる支援も行っている。特に普

通科高校ではキャリア教育や探究活動の外部支援ニーズが高く、私立高校を中心に継続的な連携

が生まれている。 

・また、地域と学校をつなぐ教育活動として、企業や地域人材を学校教育に取り入れる取組も進

めており、地域社会と連携した学びの環境づくりを重視している。これらの活動は、持続可能な

社会を担う人材育成という点で ESDや SDGsの理念とも重なるものと認識している。 

・さらに、企業と連携した環境学習プログラムとして、企業グループと共同で小学校向けの環境

教育事業を実施している。この事業では、環境の専門家による講義や体験型授業などを年間４回

提供し、児童が環境問題を身近な生活や地域社会と結びつけて学ぶ機会を提供している。学校の

要望に応じてテーマを調整するなど柔軟な授業設計を行っており、現在は約 20 校以上の小学校

が対象となっている。 

 

○SDGsにあたって、社内教育での ESDの必要性について 

・当団体の職員の多くはキャリア教育コーディネーターとして活動しており、学校教育の現場と

地域社会をつなぐ役割を担っている。そのため、教育活動を通じて社会課題を理解し、持続可能

な社会づくりの視点を持つことは重要であると認識している。 

・特に近年は学校教育において探究学習や地域連携が重視されており、教育支援を行う立場とし

ても SDGs や ESD の理念を理解した上で活動することが求められている。子どもたちを育てる主

体は学校だけではなく、地域の大人や企業も含めた社会全体であるという考え方を重視してお

り、地域社会の学びの環境づくりという観点から ESDの重要性を捉えている。 

 

○対外的アプローチとして例えば取組を一般に公開することによる教育（ESD）効果について 

・当団体では、学校と企業、地域人材をつなぐ教育プログラムを通じて、社会との関わりの中で

学ぶ機会を提供している。特にインターンシップ事業では、実際の企業や地域の現場での体験を

通じて、働くことや社会の仕組みを理解する機会を提供しており、生徒にとっては社会課題を自

分事として考える契機となっている。 

・また、企業と連携した環境学習プログラムでは、企業の環境配慮の取組や地域社会への貢献を

児童に伝えることで、環境問題や地域社会への関心を高める効果がある。企業側にとっても地域

社会への貢献活動としての意味を持ち、教育活動を通じて地域との関係性を深めることにつな

がっている。 

・こうした取組は、学校教育だけではなく地域社会全体での学び合いを促進するものであり、

ESDの理念にも合致するものと考えている。 
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○SDGs/ESDの取組の課題について 

・教育支援の分野では、地域や学校ごとに教育課題が大きく異なるため、画一的なプログラムで

は対応が難しいという課題がある。そのため、学校ごとのニーズに応じたプログラム設計や関係

者の調整に多くの時間と労力が必要となる。 

・また、企業や地域人材を教育活動に継続的に関与させるためには、単なる外部委託ではなく地

域社会全体で教育を支える仕組みづくりが重要であるが、その体制づくりには時間がかかるとい

う課題がある。 

・さらに、環境教育などのプログラムについては企業の協賛による事業として実施されている部

分もあり、企業の状況や予算によって対象校数などが変動する場合がある。 

 

○SDGs/ESDの取組の支援について 

・当団体の活動は、教育委員会の委託事業や学校からの自主事業依頼などによって支えられてい

る。公立高校については教育委員会のキャリア教育関連事業としてコーディネーターを派遣する

形で関わる場合が多く、私立高校については学校から直接依頼を受ける形で事業を実施してい

る。 

・また、企業と連携した教育事業については企業の社会貢献活動として実施されており、教育委

員会と連携しながら学校への提供を行っている。 

 

○SDGs/ESDの取組の今後の期待 

・今後は、学校教育と地域社会を結びつける取組をさらに強化し、地域全体で子どもたちの学び

を支える仕組みづくりを進めていきたいと考えている。特に探究学習やキャリア教育の分野で

は、地域企業や地域人材の関わりが重要であり、学校と地域をつなぐコーディネート機能の役割

は今後さらに高まると考えている。 

・また、SDGsやESDの理念は、学校教育だけではなく地域社会の持続可能性とも関係するため、

地域の大人も含めた学び合いの環境づくりを進めていくことが重要であると認識している。 

 

○その他 

・教育活動を外部に委託する形だけで進めるのではなく、地域住民や企業が主体的に関わる形で

教育を支える仕組みを構築することが重要であると考えている。そのため、地域のニーズを丁寧

に把握しながら、学校・企業・地域社会をつなぐコーディネート機能を強化していきたいと考え

ている。 
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７ EPO/ESDの行事を通じた意識や行動の変容の把握 

⚫ 代表的な行事後にどのような変化が地域にあったかなどを、行事に参加・協力したコアメ

ンバーを対象に簡易ヒアリング（計６件）を実施し、そのヒアリング結果を今年度の EPO

中部運営業務における成果としてとりまとめた。 

 

①地域循環共生圏フォーラム in富山県上市町 2025 

行事名 2025年 12月 6日開催・地域循環共生圏フォーラム in富山県上市町 2025 

対象 
茶木 勝 氏 (株)ティー･ツリー･コミュニケーションズ 

堺 勇人 氏 (一社)環境市民プラットフォームとやま 

方法 茶木氏：電話ヒアリング、堺氏：オンラインヒアリング 

ヒアリング 

内容・結果 

【茶木氏に「柿取物語」の取組状況について質問】 

• 10 月に、「柿取物語」の柿の収穫体験イベントを試行的に実施し、そこで収

穫した柿（渋柿）を、地元イベントでジャムにして販売する計画でした。しか

し、イベント前日の夜中までかかって準備を進めていましたが、柿の渋抜きが

うまくできず、これはお客さんに出せないということで、急遽、販売を中止し

ました。今回は失敗しましたが、「柿取物語」のチャレンジは今後も続けてい

くことになっています。 

【堺氏に上市でのローカル SDGs実践に対する中間支援について質問】 

• 「柿取物語」プロジェクトは、昨年度フォーラムで提示されたアイデアの段階

から、今年度フォーラムで取組発表がされた通り、実行段階へと進んでいま

す。しかし、地域全体の巻き込みにはまだ至っていない点が今後の課題と感じ

ています。 

• フォーラムをきっかけに、登壇者同士が連携する可能性も創出されています。

柿の収穫体験イベントやフォーラムへの副町長の参加により、行政も関心を

もってくれているようで、今後の展開に期待が持てると考えています。 

• 上市では地域課題解決ローカル SDGs への関心が高まっており、旧繁華街の空

き家を活用したイベントなども行われるようになっており、地域内の回遊性促

進につながるような取組もはじまっています。そうした中で、中間支援も重要

と認識していますが、資金や人材の確保が難しく、持続的な支援体制の構築に

は課題が残っていると言わざるをえません。おそらく、地域循環共生圏の理念

を実現するには、行政や企業の本気の関与も不可欠であると考えます。 

 

②地域循環共生圏フォーラム in富山県上市町 2025関連イベント（JICA研修会） 

行事名 

2025年 10月 24日開催・JICA研修：EPOスタッフが地域循環共生圏を概説 

    10月 25日開催・かみいち柿取物語（柿の収穫体験イベントの試行） 

⇒12月６日開催・地域循環共生圏フォーラム in富山県上市町 2025関連イベント 

対象 JICA研修生６名（出身国：ガボン２名、ソロモン諸島２名、フィジー２名） 

方法 JICAから提供いただい感想コメントの Google翻訳からの抜粋・整理（付記等追加） 

ヒアリング 

内容・結果 

• （地域循環共生圏の概説をうけて）私たちの生活を維持するためには、自然環

境の豊かな恵みを享受し、自然、社会、経済のインスピレーションのバランス

をとることが必要であることを学びました。 

• フォーラムを利用して問題を共有し、問題解決の方法を議論する。廃棄された

果物やその他の植物（柿、柑橘類、竹、杉、ヒノキなど）を利用して他の製品

を生産するプロセスを参考にしたい。 
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• 環境省をはじめとする様々なステークホルダーの強力な連携に驚きと感銘を受

けました。環境省は、天然資源の持続可能な利用を通じて地域社会への影響の

源泉の創出を図っている。こうした個人的かつ協働的な取組は称賛に値しま

す。地域循環共生圏という概念に非常に興味を持っています。 

• 特に環境省（EPO 中部）のプレゼンテーションを受けて、地域社会における環境

教育に関連した SDGs の実施方法を研究する意欲が湧きました。この研究を通し

て、ガボンにおける国連の持続可能な開発協力枠組みにつなげられるものと考

えています。環境省が地域社会の利益のために他のパートナーと協力するため

のアイデアは新たな発見になりました。 

 

③学び合いプロジェクト・学び合いの場① 

行事名 
2025年度学び合いプロジェクト 地域づくりのための SDGs・気候変動社会教育 

2025年 7月 18日開催・学び合いの場① 

対象 eco-T「エコット」豊田市環境学習施設のインタープリター（※参加者の一人） 

方法 メール（後日にいただいた自主企画イベントの実施報告メールより抜粋） 

ヒアリング 

内容・結果  
（※学び合いの場②の研修内容を受けて、自主的に気候変動の学びイベントを実施

した参加者のインタープリターから、その実施報告のメールをいただいた。その内

容を一部抜粋し、EPOが整理した内容を以下に掲載。） 

• 10/12(日)無事イベントが終わりました。１回 30 分 20 人定員で３回、事前予

約制で行いました。60 人を目指していましたが、当日飛び込み参加もあって

結局 73 名参加していただけました。私はコーヒーと気候変動をフリップ 8 枚

で説明し、協力事業者（会場提供などでも協力）の海外のコーヒー農場の写

真を映してもらうなど、通常では得られないような支援・協力をいただき、

大変良い経験をすることができました。 

• 自主的に企画運営するイベントを行うことで、インタープリターの力もつく

と思いました。本当に応援いただき、ありがとうございました。これからも

頑張っていきたいと思います。 

 

④学び合いプロジェクト・学び合いの場② 

行事名 
2025年度学び合いプロジェクト 地域づくりのための SDGs・気候変動社会教育 

2025年 8月 29日開催・学び合いの場② 

対象 水上聡子 氏 アルマス・バイオコスモス研究所 
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方法 メール 

ヒアリング 

内容・結果 

• 学び合いの場②WSを開催した感想 

坂井市では、５回シリーズのゼロカーボン市民ワークショップのうち、アク

ションプランを作る最も重要な第３回目に位置づけをしたため、大変有意義な

時間となりました。第１回、第２回と基礎から話し合いを始め、プランに向け

て形にしていく段階の第３回目として実施したことは、５回シリーズの効果的

な組み立てに寄与したと考えます。 

• 学び合いの場②WS の参加者が得たもの、きっかけになって変わったこと、行

動成果等に現れた影響 

新しい手法に触れた参加者は、刺激を得て集中してプランづくりに取り組んで

いました。ただ、ペルソナワークの意味や目的を十分理解されていない方がお

られたようで、皆から批判されているように感じ、自信をなくしたかもしれま

せん。しかし、最終的には理解され、第４回、第５回とアクションプランのプ

レゼンテーションに向けてスライドを作成し、プレゼンの練習もしました。そ

の成果は、坂井市ゼロカーボンシンポジウムの大舞台で３チームそれぞれが発

表し、今後実行に向けて行動を起こしていくことが期待されています。 

• これらにまつわる EPO中部・中部 ESD活動支援センターへのご意見 

坂井市の 5回シリーズと協働していただくことができ、双方にとって有意義な

時間になりましたこと、深く感謝しています。今後、例えば、地域循環共生圏

の評価指標を用いていくつかの事業を評価してみたり、ウェルビーイング指標

を構築して、試しに評価してみるということで協働していただければ有難いで

す。 

 

⑤学び合いプロジェクト・実践活動（実践セミナー） 

行事名 
2025年度学び合いプロジェクト 地域づくりのための SDGs・気候変動社会教育 

2025年 11月 25、26日開催・実践活動（実践セミナー） 

対象 東 氏 富山市教育委員会事務局 生涯学習課 生涯学習係 

方法 メール（追加ヒアリング電話） 

内容 

・ 

結果 

参加者にも聞き取りしていただいた結果について以下回答をいただいた 

○ESD・SDGsのワークショップを実施した感想（主催者側、参加者側） 

【主催者側】 

• 定型的なお勉強スタイルの研修ではなく、アクティブラーニング形式のグルー

プワークができたことが良い経験になったと感じる。 

【参加者側】 

• 研修を受ける前は聞き取れないタイトルのせいで身構えてしまったが、やって

みると楽しく学ぶことができた。 

• 研修を通じて他の公民館職員と情報交換ができたので有益であった。 

• グループの人数や全体の受講者数等、研修の規模感はよかった。 

• 公民館主事研修としてのキャリアが短かったので、普段の業務から踏み込ん

で、ESD 的な視点で考えるのが難しい部分もあった。（ただし、グループメン

バーから助言等もあるので何とかなった。） 

○ワークショップの参加者が得たもの、きっかけになって変わったこと、業務など

に現れた影響 

【主催者側】 
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• 公民館主事同士の横のつながりが広がったと感じるし、公民館事業の企画運営

で悩むことがあった際に、情報交換できるネットワークができたと感じる。 

• 直接的に業務がこう変わった！とまではいかないが、既存の事業を深堀するこ

とで広報の仕方を変更したり、内容をブラッシュアップする契機にはなったの

ではないかと感じる。 

【参加者側】 

• グループメンバー（他の公民館主事）との情報交換により、公民館事業に生か

せるアイデアを得られた。 

• 公民館事業を行っていく上で、考え方や着眼点が広がった。 

• 答えのないミッションについて、グループで考えることを通じて、人の意見を

聞くことやアドバイスを求めたりと、協働するスキルが少しばかりか向上した

のではないかと感じる。 

• 前提踏襲的な事業の存在意義を考えてみたり、改善するならどのように掘り下

げたら良いか？といった感じで、今後の事業企画で生かせると感じた。 

○これらにまつわる EPO中部・中部 ESD活動支援センターへのご意見 

• （SDGs という）タイトルのせいか、公民館主事の、研修受講に対する精神的

なハードルは高かったように見受けます。 

• グループワークの支援体制は充実していたので、上記のように最初のハードル

は高かったかもしれないが、グループワーク時はストレスなく受講できた。

（講師側は大変だったかもしれないが…）。 

• 今回のヒアリングに関し、何名かの受講者に意見を聞いたが、みなさん一様

に、受講して良かったとの声をいただいた。通常業務への活用については、

「考え方が広がった」、「普段の事業を深堀する契機になった」といった間接

的にはなりがちですが、個人及びグループで考えてみるという体験自体が成果

であったと思います。 

• 結果的にグループ数等、研修の規模感は今回のケースぐらいが MAXかなと感じ

ます。 

○その他（担当者への電話で追加のヒアリング） 

• 最大の成果はグループワークの交流により、相談できるネットワークが形成さ

れたことだと考えられる。いくつか参加者に聞き取りしたところ、皆さんがそ

れは口にしていたとのこと。 

• また協働してワークショップ運営に協力いただいた地域 ESD拠点の担当者と参

加者が名刺交換をするなど、SDGsとESDに関する地域の協働のネットワークが

広がった。 

 

⑥ESDダイアログ 

行事名 
2025年 10月 17-18日開催・ESDダイアログ 2025 山と水と人間と 

～南紀からの ESD発信～＜吉野熊野国立公園指定 90周年を機会に＞ 

対象 濵田 一多朗 氏 尾鷲市商工観光課長 

方法 メール 

ヒアリング 

内容・結果 

• ダイアログを開催した感想 

地元の中高生はもとより、地域、管轄（中部地方環境事務所・吉野熊野国立公

園管理事務所）をまたいだ多くの主体の参画により、話題提供、活動報告及び

パネルディスカッションがなされたことで、取組に対する相互理解がなされ、

様々な「気づき」が得られたことが非常に良かったと思います。 
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特に、本市では初の試みであり、中高生の発表も含め、より具体的で分かりや

すく取組ついて学ぶこともできたと思います。 

• ダイアログへの参加者が得たもの、きっかけになって変わったこと 

「ESD」という言葉だけでなく、実際の活動報告と対話を通じてそれぞれに

「気づき」があったと思います。特に、個々の活動団体だけでは、資金的に

も、人員的にも厳しく、事業継続のためには行政の支援が必要不可欠であるこ

とも理解できたと思います。 

特に、現在の本市での取組は、市が人的・金銭的にもイニシアチブをとりなが

ら進めている事業ですので、他の活動団体とは大きく違うのではないかと思い

ます。各団体の自主性を尊重しつつ、単に資金援助だけでなく、持続可能な活

動のための基盤づくりのために、行政と民間がどう協力し、何を支援すべきか

考えるきっかけになったのではないかと思います。 

• 結果として、具体的な取組に現れているようなことや、計画・構想されている

活動（例えば勉強会）などの例はあるか。現在は現れていなくても機運等はあ

るか。 

市参加者には確認しておりませんが、現時点では機運的なものは確認出来てお

りません。ダイアログ終了後に、関係者による「振り返り」の機会があれば、

より次に続いていくのではないかと思います。 

市役所内部でもそのような取組が出来ておりませんので、また、一度、商工観

光課、水産農林課、教育委員会など参加していただいた関係各課に声掛けをし

てみたいと思います。 

• EPO中部・中部 ESD活動支援センターへのご意見 

地方自治体との連携強化により、地域の活動団体や教育機関への裾野を広げ、

より EPO中部や中部 ESDセンターの活動を活発化させることができると思いま

す。 

地方自治体との連携会議の開催など、国・県・市町間での情報共有と具体的な

取組を進めていくのが良いのではと思います。 
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８ 関係主体との連携及び協働に関する業務 

(1) EPO・GEOC・ESD 活動支援センターのネットワーク活用及び連携の確

保・強化 

⚫ 全国の地方 EPO・GEOC・ESD活動支援センター（全国・地方）のネットワークの活用及び連

携の確保・強化に努めることとし、このために必要な作業・情報交換などの業務を行うと

ともに、業務の進行管理や連絡調整のために開催される会合等へも参加した。 

【その他会合／催事等】 

区分 開催日 開催方法 場所 実施内容等 

地域循環共生圏事業

説明会 
4 月 8 日 オンライン － ▪ 実施方針の内容を中心に説明 

大阪万博 ESD プログ

ラムの説明及び意見

交換 

4 月 23 日 オンライン － 
▪ 日本国際博覧会協会と、万博の学校向

けプログラムについて説明と意見交換 

地球環境基金と EPO

顔合わせミーティング 
5 月 20 日 オンライン － 

▪ 連携業務の方向性について確認 

▪ 更新された協定書・仕様書について確認 

▪ 今年度の連携業務について企画調整 

▪ 今後のスケジュール確認未実施 

地域脱炭素マッチン

グイベント 
10 月 24 日 リアル 

ベルサール東京日

本橋（東京） 

▪ 地方公共団体によるプレゼンテーション 

▪ ソリューション別グループトーク 

▪ 個別面談（地方自治体×企業） 

⇒EPO 中部スタッフはグループトークで、

ファシリテーターを務めた。 

 

(2) 中部地方環境事務所との情報共有及び意見交換 

①定期打合せ 

⚫ 中部地方環境事務所の担当官との定期的な打合せを月 1 回以上実施し、業務の進捗状況の

確認、方向性などについて協議を行った。 

 実施日 主な打合せ協議事項 

第１回 4 月 8 日 

１．「令和７年度業務実施計画」案について 

２．ESD/EPO 運営委員会について 

３．地域循環共生圏創造支援事業について 

４．協働コーディネーター意見交換会について 

５．その他（入居ビル提出「現況調査票」、報告書分類コードの確認など） 

第２回 5 月 9 日 
１．ESD/EPO 運営委員会について 

２．主催イベント／会合関係について 

３．地域循環共生圏創造支援事業について 

第３回 6 月 5 日 
１．主催イベント／会合関係について 

２．地域循環共生圏創造支援事業について 

３．高校生インターンについて 

第４回 7 月 11 日 

１．主催イベント／会合関係について 

２．高校探求学習ヒアリングについて 

３．地域循環共生圏創造支援事業について 

４．高校生インターンについて 

５．第１四半期報告書について 

第５回 8 月 19 日 

１．主催イベント／会合関係について 

２．ESD 関係者ヒアリング、高校探求学習ヒアリングについて 

３．地域循環共生圏創造支援事業について 

４．高校生インターンについて 

５．その他 

 ・GEOC からの宿題（GEOC20 周年に向けて）について 

 ・ERCA：地域課題解決戦略検討（能登）について 

 ・SDGs チェックリストの活用報告（愛知県職研修会からの実施報告） 
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 実施日 主な打合せ協議事項 

第６回 9 月 17 日 

１．業務全体の実施状況について 

２．主催イベント／会合関係について 

３．ESD 関係者ヒアリング、高校探求学習ヒアリングについて 

４．地域循環共生圏創造支援事業について 

５．その他 

 ・ERCA：地域課題解決戦略検討（能登）について 

 ・協働コーディネーター候補について 

 ・次回打合せ／第２四半期報告書について 

第７回 10 月 7 日 

１．主催イベント／会合関係について 

２．ESD 関係者ヒアリング、高校探求学習ヒアリングについて 

３．地域循環共生圏創造支援事業について 

４．第２四半期報告書について 

５．その他 

 ・ERCA 地域課題解決戦略検討ヒアリングについて 

 ・新協働コーディネーターとの打合せについて 

 ・次回打合せについて 

第８回 11 月６日 

１．主催イベント／会合関係について 

２．ヒアリング関係について 

３．地域循環共生圏創造支援事業について 

４．その他 

 ・ERCA 地域課題解決戦略検討ヒアリングについて 

 ・次回打合せについて 

第９回 12 月 16 日 

１．今年度業務の実施状況確認 

２．主催イベント／会合関係について 

３．地域循環共生圏創造支援事業について 

４．運営委員会について（スケジュール確認） 

５．外部評価委員会について 

６．その他 

 ・ERCA 地域課題解決戦略検討ヒアリングについて 

 ・次回打合せ／第３四半期報告書について 

第 10 回 1 月 14 日 

１．今年度業務の実施状況確認 

２．主催イベント／会合関係について 

３．地域循環共生圏創造支援事業について 

４．運営委員会 2/19 について 

５．外部評価委員会 3/2 について 

６．第３四半期報告書について 

７．その他 

 ・ERCA 地域課題解決戦略検討ヒアリングについて 

 ・次回打合せについて 

第 11 回 2 月 16 日 

１．今年度業務の実施状況確認 

２．主催イベント／会合関係について 

３．運営委員会 2/19 について 

４．外部評価委員会 3/2 について 

５．地域循環共生圏創造支援事業について 

６．年間報告書の納品物等について 

７．その他 

 ・ERCA 地域課題解決戦略検討ヒアリングについて 

 ・次回打合せについて 

第 12 回 3 月 13 日 

１．今年度業務の実施状況確認 

２．残り業務／未提示業務等について 

３．年間報告書について 

４．その他 

 ・引っ越し関係のスケジュールについて 

 ・次年度体制／次回打合せについて 

 

②日々の業務報告提出 

⚫ 日々の業務についての「月次報告書」を作成し、業務内容等を記入したものを毎月（月初

めに）、中部地方環境事務所へ提出している。 

⚫ 施設の運営・利用状況（次表）、相談対応票  、EPO 中部が関わった審議会・委員会・検

討会・会議等（他団体主催のもの）  について、月次で報告資料を作成、提出を行ってい

る。 

⚫ EPO 中部施設の今年度の開館状況、来館件数とメール・電話による問合せ件数等は、次の

通りであった。 
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【施設の運用状況・使用状況等】 

 
業務実施

日数・計

（日） 

開館日数・

計（日） 

来館者数・計（人） 来館件数・計 
メール・電話による問

合せ件数（件） 
スタッフ体制・計 

 日平均 

（人/日） 
 日平均 

（人/日） 
 日平均 

（件/日） 
 日平均 

（人/日） 

4月 21 21 10 0.5 5 0.2 18 0.9 57 2.7 

5月 20 20 10 0.5 7 0.4 7 0.4 51 2.6 

6月 22 21 13 0.6 6 0.3 14 0.7 70 3.2 

7月 23 22 11 0.5 7 0.3 10 0.5 64 2.8 

8月 16 16 26 1.6 9 0.6 14 0.9 61 3.8 

9月 20 20 21 1.1 16 0.8 12 0.6 74 3.7 

10月 25 22 5 0.2 5 0.2 16 0.7 89 3.6 

11月 18 18 4 0.2 3 0.2 7 0.4 63 3.5 

12月 23 20 16 0.8 7 0.4 13 0.7 75 3.3 

1月 22 19 4 0.2 4 0.2 11 0.6 67 3.0 

2月 21 18 15 0.8 5 0.3 9 0.5 65 3.1 

3月 13 12 4 0.3 3 0.3 4 0.3 42 3.2 

計 244 229 139 0.6 77 0.3 135 0.6 778 3.4 

 

(3) 中部地方環境事務所が開催する会議（外部評価委員会等）への対応 

⚫ 中部地方環境事務所が実施した外部評価委員会に提示する資料として、自己評価シート、

令和７年度（2025年度）の業務実施報告資料を作成し、中部地方環境事務所へ提出した。 

⚫ ３月２日に実施された外部評価委員会に EPO中部も出席し、資料説明等を行った。 

 

【作成・提出した業務実施報告資料】 
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(4) 環境白書を読む会の企画・運営支援 

①イベント名 

⚫ 令和 7年版 環境白書を読む会「持続可能な地域を考える～環境白書を手がかりに～」 

 

②日時 

⚫ 2025年 10月 22日（水）16：20～17：10 

 

③開催方法・会場 

⚫ 開催方法：ハイブリッド 

➢ オンライン：YouTube 

➢ 会場：名古屋市立大学 滝子キャンパス(愛知県名古屋市) 

 

④主催 

⚫ 主催：環境省中部地方環境事務所 

 

⑤参加者 

⚫ 20名（会場参加 10名、YouTubeライブ配信視聴 10名） 

 

⑥プログラム 

第１部 環境白書を読む 

〇挨拶 名古屋市立大学 理事･副学長 伊藤 恭彦 

〇環境白書について 環境省 大臣官房総合政策課 環境計画室 

〇循環型社会白書について 環境省 環境再生・資源循環局 循環型社会推進室 

〇生物多様性白書について 環境省 自然環境局自然環境計画課  

〇質疑応答 

第２部 環境省の地方環境行政 

〇自然資本が持つ価値について考える 

〇地方環境事務所はどんなことをしているのか 

〇質疑：自然資本の蓄積のために行政ができること 

 

  
 

 



 

140 

 

⑦開催案内チラシ（一般向け） 
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⑧開催案内チラシ（学生向け） 
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(5) 全国ユース環境活動発表大会への参加 

①中部大会への参加、審査委員の推薦 

⚫ 全国ユース環境活動発表大会実行委員会（環境省／独立行政法人環境再生保全機構／国連

大学サステイナビリティ高等研究所）が主催する「全国ユース環境活動発表大会」の中部

大会（11月 29日開催）に参加し、出場校や関係者との情報収集・情報交換を行った。 

⚫ 中部大会の審査委員として環境カウンセラーである浅野智恵美氏を EPO 中部から推薦した。 

 

②参加団体の情報発信 

⚫ 全国ユース環境活動発表大会の出場校の募集について、EPO 中部ウェブサイトで広報協力

を行った。また、中部大会、全国大会の結果を EPO中部ウェブサイトで紹介した。 

掲載 URL：https://www.epo-chubu.jp/epo-news/34453.html 
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９ 外部資金を活用した事業 

(1) 環境再生保全機構への協力 

⚫ 年間予算：711,819円 

 

ア 地球環境基金 EPO連絡会への出席 

⚫ ５月 20日に実施された地球環境基金と EPO顔合わせミーティングに出席し、今年度の協力

業務について、ERCA側の中部担当者と協議を行った。 

⚫ ７月 29日に ERCA主催研修会に出席した。 

 

区分 開催日 開催方法 場所 実施内容等 

ERCA 研修会 7 月 29 日 
ハイブ

リッド 

地球環境保

全機構 

（神奈川県

川崎市） 

▪ 戦略検討業務の目的及び方向性の再確認（GEOC）  

▪ 連携業務の全体設計（ERCA） 

▪ 情報共有（各８地方から対象地域やテーマなど業務進捗を

共有） 

▪ 地域ごとの計画すり合わせ（グループワーク） 

▪ 地球環境基金に関する情報共有 

▪ 自然共生部からの業務説明 

▪ 熱中症対策部からの業務説明 

▪ ERCA、EPO からの全体アナウンス 

 

イ 環境を軸とした地域課題解決に向けた戦略検討等に係る検討業務 

(ア) ヒアリングの実施 

①日時 

⚫ 2025年 11月 11日（火）9：30～12：00 

 

②会場 

⚫ 金沢大学 里山マイスター能登学舎（石川県珠洲市）/一部オンライン 

 

③出席者 

⚫ ８名 

多田 進郎 NPO法人能登半島おらっちゃ里山里海 理事長 

鴨谷 欣治 NPO法人能登半島おらっちゃ里山里海 専務理事兼事務局長 

大坪 清子 NPO法人能登半島おらっちゃ里山里海 事務 

山口 茂樹 珠洲市 企画財政課長 

宇都宮 大輔 珠洲市 自然共生室 自然共生研究員 

入田 明大 能登建設株式会社 代表取締役社長 

池端 克哉 興能信用金庫 能登復興支援部 

中村 華子 金沢大学 先端科学･社会共創推進機構 特任准教授 

⚫ 独立行政法人環境再生機構 地球環境基金部 地球環境基金課 大島 P2M チームリーダー、

小宮山主査 

⚫ EPO中部 清本、原、富田 
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④ヒアリング項目（環境保全活動に関する動向調査） 

〇環境保全や自然との共生の状況、地域資源の地域内での循環の状況 

〇脱炭素地域づくりやネイチャーポジティブ、循環経済等の政策課題への対応状況 

〇ステークホルダー間の協働状況、環境 NPOや環境 NPOの支援者の活動状況 

〇その他、地域における担い手の育成など、地域課題解決に向けた取組の状況 

〇上記の項目の進展又は停滞に起因する要点など 

〇その他（能登地域の里山・里海における地域循環共生圏づくりの可能性） 

 

  

 

(イ) ヒアリング結果とりまとめ報告書の作成・提出 

⚫ ヒアリング結果をとりまとめた報告書（全 16頁）を作成し、環境再生機構に提出した。 

 

【作成した報告書(一部頁を抜粋)】 
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(2) 愛知県環境学習コーディネート業務 

⚫ 年間予算：668,800円  

⚫ 環境学習に関する愛知県内の学校・企業等からの相談、照会依頼に対し、相談業務５件、

コーディネート業務 11件を実施した。 

 

№ 受付日 
依頼先

区分 
分野 依頼内容 

相
談 

コーディネート 

 実施日 参加人数 

1 4 月 1 日 民間 

SDGs⑥（水衛生利用）、

⑪（都市）、⑭（海洋・海洋

資源） 

身近な「川」の見方を学ぶ、小学生（5.6 年）、中学

生、高校生、ＮＰＯを対象とする学習講座の講師登

録を希望。 

① ― ― ― 

2 4 月 15 日 行政 川の水質と水生生物 
川に親しみ、川を理解し、川を守ることを学ぶ環境学

習の企画と講師の紹介。 
― ① 10 月 8 日 35 名 

3 4 月 15 日 行政 
地球温暖化、エネル

ギー、自然への愛着 
緑のカーテン教室の講師の紹介。   ② 

6 月 12 日 ・

16 日     
140 名 

4 4 月 21 日 行政 自然体験 
イベントサポーター学生向け環境学習リーダー養成

講座（座学）の企画と講師の紹介。 
  ③ 11 月 8 日 8 名 

5 4 月 23 日 行政 環境問題全般 
親子で参加できる環境学習講座の企画と講師の紹

介。 
  ④ 8 月 2 日 28 名 

6 5 月 2 日 小学校 
SDGs⑪(都市)、⑦(エネ

ルギー)、⑬(気候変動) 

よりよい環境づくりについて学ぶ総合的な学習の講

師の紹介。 
  ⑤ 6 月 20 日 96 名 

7 5 月 2 日 高校 
SDGs⑦(エネルギー)、⑬

(気候変動) 

脱炭素社会・循環型社会を実現させるための発電技

術を学ぶとともに、環境問題を自分ごととして捉える

ための理科の授業の講師の紹介。 

― ⑥ 9 月 29 日 8 名 

8 6 月 17 日 小学校 SDGs⑫（消費、生産） 

SDGs 活動の一環として、身近な生活のなかででき

るごみの減量について学ぶ環境学習の企画と講師

の紹介。 

― ⑦ 11 月 19 日 87 名 

9 6 月 23 日 その他 水資源 
体験を通して水の大切さを学ぶ環境学習の企画と

講師の紹介。 
― ⑧ 8 月 28 日 26 名 

10 7 月 8 日 民間 
SDGs⑫（消費、生産）古

着のリサイクル 

古着リサイクルをテーマとする環境学習の学習教材

（カードゲーム）に対するアドバイスを希望。 
― ⑨ 8 月 26 日 6 名 

11 8 月 5 日 小学校 

SDGs⑭（海洋・海洋資

源）⑮（陸域自然）⑬（気

候変動） 

環境問題について多角的に知り、自分たちに何がで

きるかを考える環境学習の講師の紹介。 
― ⑩ 11 月 19 日 67 名 

12 8 月 7 日 民間 SDGs 全般 
子どもたちが主体となって楽しく学ぶことができる環

境学習の企画と講師の紹介。 
― ⑪ 9 月 14 日 79 名 

13 9 月 12 日 行政 
SDGs⑦(エネルギー)⑬

(気候変動)⑪（都市） 

豊川市職員を対象とする地球温暖化対策に関わる

研修会の企画と講師の紹介。 
② ― ― ― 

14 11 月 26 日 行政 SDGs⑮（陸域自然） 
生物多様性の重要性を学ぶための屋外活動の場所

と講師の紹介（複数の講師の紹介を希望）。 
③ ― ― ― 

15 1 月 22 日 行政 川の水質と水生生物 
川に親しみ、川を理解し、川を守ることを学ぶ環境学

習の企画と講師の紹介。 
④ ― ― ― 

16 3 月 2 日 個人 

SDGs⑫(消費･生産）⑬

(気候変動）、⑦（エネル

ギー) 

食品ロス削減、エシカル消費、SDGs、地球温暖化防

止、省エネ、プラごみ削減等に関わる環境学習講座

の講師登録を希望。 

⑤ ― ― ― 

合     計 5 11  580名 
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１０ 今後に向けて 

ア 現状・課題の整理と今後の展開 

(ア) 基本業務について 

①現状・課題の整理 

⚫ EPO 中部への相談件数、来館者数、メール・電話での対応件数等は、微増減を繰り返して

おり、ほぼ横ばいに推移している。 

⚫ EPO中部／中部地方 ESD活動支援センターのリーフレットについては、約 700部を配布して

おり、例年より配布する機会が多く、配布部数も例年より多くなった。未だに EPO につい

て知らなかったイベント参加者等も多いため、EPO 中部及びその役割の周知や認知度向上

は引き続き課題と考えられる。 

⚫ EPO 中部による情報の受発信では、今年度はセミナー等の録画のアーカイブ配信を多く実

施した。ライブ配信時の視聴者数が少ないことは課題であるが、その後のアーカイブ配信

の視聴者数・ビュー数は増加し続けている。 

 

②今後の展開 

⚫ EPO 施設の利用促進と EPO 中部及び中部地方 ESD 活動支援センターの認知度・利用度の向

上を目指し、相談対応や業務打合せ、イベント開催等を地域側主体と接触する機会でもあ

るとして捉えて、常にリーフレットが配布できるよう準備しておくなどして、地道に情報

発信に取り組んでいく必要がある。 

⚫ 今年度はセミナー等主催イベント動画のアーカイブ配信を例年より多く行っており、一過

性のイベント効果のみでなく、その後のツールとしての活用展開にも取り組むことが有用

と考えられる。 

⚫ 特に、「地域循環共生圏」や「ESD」などの認知度の高いとはいえないテーマ・分野の情報

を取り扱っていることもあり、それらのテーマ・分野に関心を持った人が関心を持った

（検索をした）タイミングで EPO 中部の発信する情報にアクセスできるよう、イベントと

してのみの広報ではなく、今後、ＡＩの活用が進むことも念頭においた、“活用してもら

うべきデータ”として積極的に発信していく必要がある。 

 

(イ) EPO業務・地域循環共生圏づくり支援業務について 

①現状・課題の整理 

⚫ 「地域循環共生圏フォーラムin富山県上市町」は、前年度に続いて、具体のローカルSDGs

実践を促進するイベントとして開催し、関係者・参加者からは好評を得たが、参加者数の

少なさは課題となった。 

⚫ これまでは地域循環共生圏づくりの具体の案件づくりを目的としたフォーラムを毎年度、

異なる地域で開催してきたが、今年度は、広く地域循環共生圏づくりを支援する主体の存

在の周知を目的に、ローカル SDGs実践事例集として、協働コーディネーター等による取組

紹介コンテンツの制作・公開も実施した。 

⚫ 協働コーディネーターについては、新しく２名のコーディネーターの追加があったが、こ

こ数年毎年実施している協働コーディネーター意見交換会は、議論内容がやや固定化しつ

つある面も否めない。 

⚫ 地域循環共生圏づくりの活動評価手法の検討業務では、今年度も有識者検討ワーキングを

実施し、ワーキング委員に地域循環共生圏づくり支援セミナーのトークセッションに登壇
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いただく連動企画を実施し、その内容をとりまとめた成果冊子を作成・公開したが、今後

の活用方法等についての議論には至っていない。 

⚫ 地域循環共生圏づくり支援体制構築事業での参加団体支援では、昨年度よりも地域側との

接触（壁打ち）機会を多く設け、中間支援主体と活動団体の取組状況や課題などに関する

細やかな情報共有と対応策の打ち出し等に努めた。一方で地方事務局としての「中間支援」

に対する支援が求められており、中間支援主体が目指す支援のあり方、意向の確認にも留

意が必要と考えられる。 

 

②今後の展開 

⚫ これまで、地域循環共生圏フォーラムとして、個別の地域による地域循環共生圏づくりの

案件づくりを目的にした業務として展開してきたが、今後は、EPO にかわって地域支援を

行う中間支援主体をいかに創出・育成し、彼らが奨励されるような体制づくりを目指す取

組が必要と考える。 

⚫ 特に、協働コーディネーターに中間支援能力を発揮していただくために、今年度（までに）

公開したアーカイブ配信動画や冊子、活動評価検討 WKG の検討結果（評価チェック）を活

用しつつ、ローカル SDGs実践事例集コンテンツ（協働コーディネーターの取組事例）の発

信を充実化させて、地域循環共生圏づくりやローカル SDGs実践の具体の事例を提示すると

共に、中間支援を担える主体・依頼できる主体（協働コーディネーター等）の存在をＰＲ

していくことも必要である。 

⚫ 環境省施策の地域での実践展開を EPO と共に支援する主体や仕組みづくりを目指し、様々

にある EPO 業務及び ESD 業務を有機的に連携させて取り組むロードマップ（もしくはその

整理）が必要と考える。 
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(ウ) ESD業務について 

①現状・課題の整理 

⚫ 学び合いプロジェクトでは、「中部版 ESDワークブック」を活用した学び合いの場づくりが

できる人材育成のために構築したワークショップ用パッケージを改善するために、有識者

検討会における検討を経て検証するとともに、ツールを作成し Web 公開した。その過程で

ワークショップの参加者が ESD 学び合いの場づくりを自主的に行うなどの効果が見られ、

今後、ESD 学び合いの場づくりの促進が期待される。学び合いプロジェクトの成果である

ワークブックや人材育成ワークショップの活用や、地域課題と SDGsを結びつける視点など

の深化のための普及促進が必要である。 

⚫ 今年度新たに実施した高校の探究学習についてのヒアリングや、ESD 地域フォーラムで地

域と連携した探究学習をテーマとして取り上げるなど、中部地方の高校の探究学習におけ

る ESD・気候変動教育の導入の可能性について情報を集積した。現場では高度でシステマ

ティックな探究学習授業を構築している高校がある一方で、方法が十分に理解されず十分

な取組となっていない高校もあるなど格差が生じている。また学習過程では地域との連携

のあり方とともに生徒自身のテーマ選定に困難があることが指摘されている。これらの現

状に対して、気候変動を中心とする環境サイドの ESD 分野のテーマを取り上げてもらうと

ともに、地域と連携した探究学習に資するツールや、マッチングなどの支援方法を検討す

ることが今後の課題となる。 

⚫ ESD ダイアログにおいては尾鷲市にホストを担っていただき、地域で独立して実施されて

きた様々な取組を一堂に会し交流することで、豊かな自然資産を活かした地域の人づくり

の重要性が ESD として改めて認識された。本ダイアログでは初の試みとしてオンライン公

開されるとともに、アーカイブ配信され、知見の一般共有に資するように努めた。ESD ダ

イアログの内容は地域の自然・社会特性に基づく ESD の現状と課題の共有としての性格が

強いが、こうした動画コンテンツを集積公開していくことにより他地域の事例を参考にす

るためのツールとしての意義も認められ、さらに拡充していくことも一つの課題と考えら

れる。 

⚫ SDGs 学生サミットにおいては本格的に高校の取組紹介を導入するとともに、社会側の取組

は身近に感じられる地域づくりやまちづくり団体に参加いただいた。これにより高校生と

大学生、及び身近な「大人」の目線を入れた有意義なディスカッションが行われた。多世

代による交流はそれぞれに大きな刺激をもたらしている。反面大学生グループは、いわゆ

る常連の固定化が見られ、その意義を再検討する必要がある。 

 

②今後の展開 

⚫ ESD 促進ネットワークでは気候変動教育を導入した高校における探究学習による自ら学ぶ

能力の育成を目指した実証事業が本格化する。次年度においては展開方策を検討し具体的

な計画を策定することになっており、今年度集積した高校探究に関する情報を踏まえると

ともに、これまでの学び合いプロジェクトで得られた知見やネットワークを活かし、実践

的な計画を検討する。特に身近な社会と気候変動影響を受ける Biosphere を基盤とする社

会経済との「つながりのストーリー」を重視したテーマを生徒が選定していく環境作り、

及びそれらの学習を地域社会が支援するネットワーク形成を意識する。計画策定にあたっ

ては R9以降の実践も見据えてユネスコスクールへの打診やニーズの把握を行いつつ、専門

家の助言を得つつ実施する。また地域連携として高校探究のための支援ネットワークのあ

りかたにおいて、地域 ESD 拠点の役割について地域 ESD フォーラムで取り上げることを検

討する。 
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⚫ 次年度の ESD ダイアログは能登半島の珠洲市をホスト候補として検討したい。世界農業遺

産も位置する同地は自然景観の維持という点でも大きな課題を抱えており復興が本格化し

ているこの時期に実施する意義は大きい。今年度外部資金の事業として実施したヒアリン

グで同地を訪れた際にも様々な形での交流ニーズが得られ、自然環境保全の担い手などの

課題も聞き取ることができた。現地の受け入れのことも考えると、多くの人数を現地に集

める大型のイベントではなく、中身の濃い議論をオンラインで発信する形が適切と考えら

れる。また動画コンテンツ蓄積という意味でも、現地からのオンライン発信は有用である。 

⚫ SDGs 学生サミットは同様な枠組みで開催する計画とする。高校生グループは探究学習の成

果報告機会としての活用も見据えた募集を検討する。社会側の活動についても高校探究と

の連携を意識した団体の選定を検討する。一方で、大学生は新規の参加の発掘を行うが、

いわゆる常連の学生グループについては位置づけを再検討し、高校生グループをリードす

る先輩的な役割を要請することも検討する。 
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イ 主催イベントの参加者アンケート結果 

⚫ EPO業務、ESD業務の全ての主催イベントのうち、クローズ会合以外のイベントにおいては、

参加者アンケートを実施しており、イベント終了後、アンケートの集計結果を中部地方環

境事務所担当者へ報告、情報共有を行った。 

⚫ 全体的にアンケート回答数が少ないことから、本項では、共通設問を用いたアンケートの

回答について、全イベントの回答をまとめて集計する全数での集計を行い、参考値として

整理した。 

⚫ 学び合いプロジェクト関連イベントなどの一部イベントについては、アンケート結果を有

識者ワーキングによる検討材料等として活用するため独自のアンケートを実施しており、

本項の全数集計に含まれていない。 

⚫ 回答を得られた参加者アンケートの集計結果をみると、全体的にどのイベントに対する評

価も高く、役立つ情報・事例があったか否かの設問でも「あった」の回答が多い。 

 

①イベントの評価について 

 
 

②役立つ情報や事例の有無について 

 

たいへん良
かった

良かった ふつう
あまり良くな
かった

良くなかった 無回答

251022白書を読む会
（n=6)

2 5 1 0 0 0

251206上市フォーラム
(n=3)

1 2 1 0 0 0

260223はくさん大発見
(n=11)

5 11 0 0 0 0

260303共進化ﾌｫｰﾗﾑ
(n=31)

20 28 2 0 0 0

250929ＮＷフォーラム
(n=19)

9 16 1 2 0 0

251017ESDダイアログ
(n=12)

5 12 0 0 0 0

EPO業務・計(n=51) 28 46 4 0 0 0

ESD業務・計(n=31) 14 28 1 2 0 0

全体(n=82) 42 74 5 2 0 0

●今回の催事はいかがでしたか（５段階評価）

ESD
業務

EPO
業務

あった なかった
どちらともい
えない

無回答

251022白書を読む会
（n=6)

4 0 2 0

251206上市フォーラム
(n=3)

2 0 1 0

260223はくさん大発見
(n=11)

11 0 0 0

260303共進化ﾌｫｰﾗﾑ
(n=31)

26 2 2 1

250929ＮＷフォーラム
(n=19)

17 0 2 0

251017ESDダイアログ
(n=12)

11 0 1 0

EPO業務・計(n=51) 43 2 5 1

ESD業務・計(n=31) 28 0 3 0

全体(n=82) 71 2 8 1

●今後のあなたの活動や取組で役立つ情
報や事例などがありましたか

EPO
業務

ESD
業務
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③（※上の②で「あった」と回答した情報・事例の内容） ※原文まま 

251022 

白書を読む会 

サーキュラーエコノミーの取組の支援制度 

環境に関する動向を把握することができた。 

特に、生物多様性に関するセクション全体 

251206 

上市ﾌｫｰﾗﾑ 

ノトジンの話は面白く有意義でした 

廃校を使った地域のイベント HUB のアイデア 

260223 

はくさん 

大発見 

タヌキやアナグマなど、実際に毛をさわらせていただけて、テレビや図鑑でみる動物が、自分と同じ世

界で生きていることを実感をもってうけとめられる機会をいただけたかなと思いました。 

外来植物を持ち込まない方法 

桂湖ビジターセンターに泊まってみたいです。 

国立公園について 

国立公園について勉強になった。 

白山にいる高山特有の動物や植物を知ることができて良かったです。また、動物の毛皮も触れてこど

もも楽しそうでした。 

外来植物の種を防ぐために、登山する時に靴の裏をきれいにすることも初めて知りました。登山する

機会があれば、気を付けたいと思います。 

白山に登った時の動物や、植物を知れてよかった 

白山の動植物について詳しく知ることができた 

白山の特徴 

毛を触れた！ツノは重い！！登山の経験と知識がリンクした。 

260303 

共進化 

ﾌｫｰﾗﾑ 

「共進化」についての基調講演と、さまざまなお立場からの事例発表 

ウェルビーイングや共進化の考え方 

エリアマネジメントが錦の具体的やりたい事を聞いた。町内会･自治会との取組みも聞けた。地域で活

かしたい。 

おとうふ工房いしかわ①豆の有機利用②容器のリサイクル、回収③子供への教育ツール④障害者へ

の就労支援 

課題と解決策を説明するだけでなく、「新たな気づき」を追加して、さらに考えや行動を発展させていく

こと。 

各主体での「共進化」に関する認識 

共進化と環境問題 

共進化についての情報を知ることができた。それぞれの組織でそれぞれの共進化があるのだなと感

じた。 

共進化の意味の理解が一歩深まりました。 

共進化の考え方。話題提供の 6 事例。 

共進化の担い手となる市民としての素地を育む 仕組みがないと感じたこと 

共創→共進化＝進化しつづける 教育の大切さ 国土保全 

幸福とウェルビーイングの違い（将来世代までをしっかり見ること） 

行政が熱心に共進化に取り組む事例が具体的で参考になった 

市町村の話題提供 

自治体の事例が参考になった。 

取り組み事例はどれも参考になった 

受援→ツボ→副次的な地域課題の解決、一石八鳥 

情報を集め、必要な場所へ資源をマッチングする仕組み 

新しい知見を得ることが出来とても有意義でした 

多岐な背景をもった団体がそれぞれの指定から取り組んでおり、一概に語れない多様性を育んでい

ることを知れた。 

断熱ワークショップや生物多様性に配慮した活動など各地の取り組みを自分の地域でも実践していき

たいと思った。 

地域資源や行政の立場･視点からの考え方 

特に坂井市の事例が参考になりました。どの取り組みも非常にマンパワーを必要とすることが想像で

きる取り組みばかりで、組織体制が気になります。 

250929 

ＮＷ 

フォーラム 

ESD としての探求学習、その接続について 

学校教育の重さ（固さ？）を今回も強く感じた。その固い体制の中に、新しく生まれて来た環境をどうさ

くかがわ変らず問題になっているそしてすべての発表に通じていると思いました。 

高校の具体的なケースや取組 

高校の現場でどのように探究活動に取り組まれているか、それぞれの工夫が聞けた。 

高校の現場での実施の様子を知ることができた。 
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高校の先生からの探求学習の姿勢と、一年生のときから準備が始まり、3 年間をかけて取り組むこ

と。 

高校の探究学習で、いくつかの問題点があると思っていたのですが、1 年生の段かいで、種まきをて

いねいにされている所 

高校側の探究学習の段取りを知ることができてよかった 

事例を聞いて、探究の難しさについて悩んでいたことのヒントがあった。探究の授業は、とても魅力的

であるが、現場の先生方の負担がとても大きいと感じていた。専門の方や外部の方と連携し、課題設

定に意識をシフトしていくことの重要性を教えてもらえた。 

他校の取り組み、地域での取り組みの事例が知れたこと。 

探求学習は ESD の中に含まれる一要素のようなイメージを持っていましたが、松村先生のお話を聞

いて、その違いや関係性が整理出来てクリアーになりました。 

探究学習するポイントが学べた。斐太高校の事例が素晴らしかった。問いの作り方、段階的な指導、

大学や専門家、地域との連携など感動しました。 

探究学習へのステップ、課題を現場の声で聞けてとてもよかったです。地域性もあるものかと思いま

すが、教員への負担は共通するテーマになると思うので、さらに教員の声を聞いてみたいと思いまし

た。 

探究活動と ESD との関係がはっきりした。 

ESD の立場に立った考え方が、現場で生かすことができる。 

地域と学校をつなぐコーディネーターの必要性について改めて実感できた 

斐太高校の体制整備 

名古屋市のキャリコン対応 

251017 

ESD 

ダイアログ 

ESD と尾鷲市の活動の親和性の高さが理解できた 

ESD の奥深さ（環境だけではない）事を知った。尾鷲の取り組みがすごいと思い、志摩地方でも活か

せないかと思った 

IT で農業支援（尾鷲高等学校）子どもたちがナビゲーターになる（ラムサール条約湿地保全学習） 

教育の変化、その大切さなどを改めて感じられた。 

人との関わりが大切であり、それを支えるための資金も必要である。子どもたちがより良い環境の中

で教育を受けれるよう人のつながりをつづけていくことが大切であると学びました 

水谷先生/ESD と地域課題の結びつきについてわかり易く具体的な内容で大変興味深く聞けた。  

芝山課長/尾鷲市取組がよくわかった。 

体験を体験だけで終わらない ヒント 

地域を学ぶことが愛郷心を持つことにつながる。まさにふるさと教育であると感じました。 

尾鷲育 

輪内中学校、尾鷲高校の取組、各団体の苦労がよく分かった 

 

④イベント参加による積極性の喚起について 

※ 「260223 はくさん大発見」の参加者アンケートは、イベント内容に適するよう異なる選択肢を使用したが、

集計用の選択肢に置き換えて集計した。 

※ ほかのイベントについても、イベントの内容にあわせて集計用の選択肢の言葉を一部変更してアン

ケートを実施した。 
「260223 はくさん大発見」の選択肢 ⇒ 集計用の選択肢 

1. 今回のイベントにより、白山への関心が増したと

思う 

2. 以前から白山や自然に興味を持っており、関心

度は変わらないように感じる 

3. 今回のイベントにより、白山への興味・関心が薄

れたように感じた 

4. よくわからない 

⇒ 

1. もっと積極的に取り組みたいと感じられる内容

だった 

2. これまでの取組で充分と思える内容だった 

3. 取り組む必要性を感じられない内容だった 

4. よくわからない 
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⑤イベント開催のテーマや分野に対するニーズについて ※原文ママ 

251022 

白書を読む会 

個々のテーマに焦点を絞ったセミナー（今回は範囲が広く駆け足にならざるを得なかったと思われるの

で） 

国の支援制度について 

251206 

上市ﾌｫｰﾗﾑ 
今回のフォーラムを継続的に開催できたらおもしろいです 

260223 

はくさん 

大発見 

マイクロプラスチックについて 

化石発掘 

海のことや、熊との共存についてテーマにしたものがあれば参加してみたいです。 

こどもは工作好きなので、工作絡みだと参加しやすいと思います。 

蝶の話 

登山 

登山道の整備方法。レジャーになるためには･･･？！直接触って、かいで、できるイベント。何故日本に

はレンジャーが少ないの？！レンジャー施設の中で開催してほしい。白山の動物の動画をもっと見た

い。 

白山の動物 

260303 

共進化 

ﾌｫｰﾗﾑ 

「共進化」についてはまだまだ理解が足らないので、「共進化」についてさらにお聞きしたい。 

・政治と環境・災害復興のシステム化（能登地振後のをち直り） 

1 人の 100 歩ではなく 100 人の 1 歩となる 共進の担い手の育成の仕組み 

岡崎市の中山間振興課が何をしているのか。株式会社モリアゲの長野麻子氏のお話 

岡崎市の中山間振興課が何をしているのか。株式会社モリアゲの長野麻子氏のお話 

現在おこっている戦争・紛争で損なわれるであろう「CO2 削減目標」について 

今回のような各地の取り組みの紹介など。 

失敗事例、それの克服事例 

若年層への環境教育について 

他の中小企業の環境への取り組みが知りたいです。 

本日のセッションでも話題に上がりましたが、行政と民間のギャップを埋める方法については、双方に

求められている話題ではないかと思います。民間側は「行政」と一括りに話をするケースが多いのです

が、属性の説明を除き、行政側が「民間」と一括りにするケースは少ないと思います。これは、民間が多

種多様な組織・人材によって構成されていることは認知されているものの、行政も同様に多様な組織・

人材によって構成されていることを民間側が想像できていないことによるギャップだと感じています。こ

のあたり深掘りしていくと双方にとって良い関係が構築できるのではと思います。 

250929 

ＮＷ 

フォーラム 

ESD の文脈と探究が強く?み合えている事例、中学・高校で、偏差値帯も 50 前後の学校のもの 

ESD の本筋を理解している方の話や、探究??ESD の実践事例を知りたい 

また、機会があったら参加させてください。 

もっと積極的
に取り組みた
いと感じられ
る内容だった

これまでの取
組で充分と思
える内容だっ
た

取り組む必要
性を感じられ
ない内容だっ
た

よくわからな
い

設問なし※ 無回答

251022白書を読む会
（n=6)

5 1 0 0 0 0

251206上市フォーラム
(n=3)

2 0 0 1 0 0

260223はくさん大発見
(n=11)

11 0 0 0 0 0

260303共進化ﾌｫｰﾗﾑ
(n=31)

26 1 2 1 0 1

250929ＮＷフォーラム
(n=19)

0 0 0 0 19 0

251017ESDダイアログ
(n=12)

10 1 0 1 0 0

EPO業務・計(n=51) 44 2 2 2 0 1

ESD業務・計(n=12) 10 1 0 1 19 0

全体(n=63) 54 3 2 3 19 1

EPO
業務

ESD
業務

●催事テーマに今後も積極的に取り組む必要がある感じさせる内
容でしたか　※一部催事で設問設定なし
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やっぱり対面で参加したかったです。 

各地域が抱えている環境の課題と対策の現状について 

学生サミットの高校生版 

高校生が一緒に参加して、地域での活動を体験できるようなセミナー 

実践校の具体のとりくみを見て、さらに考える WS 

小学校や中学校の探究について積極的に活動している学校の事例を聞けるとありがたい。 

地域学習 

251017ESD

ダイアログ 

難しいことですが、具体的な成果が表れている取り組みについて取り上げてほしいです。考え方はその

とおりでその結果は？の部分。 

 

⑥末尾・自由記入欄の感想等 ※原文まま 

251022 

白書を読む会 

過去の施策について、立案→実施（試行）→結果（当初の見立て通りの結果が得られたか、また新たな

問題が生じたか） を流れとして把握できれば、より環境政策について理解が深まるように思われます

ので、そういった視点からのセミナーがあればありがたいと感じました。 

国の基本方針がわかりやすかった。 

251206 

上市ﾌｫｰﾗﾑ 

SDGs は 2030 年までだが、ローカル SDGs はいつまでやるのか？ 

楽しかったです 

大変有意義な会をありがとうございました 

260223 

はくさん 

大発見 

レンジャーの仕事をしてみたいと子供が言っていましたが、どうやったらなれますか？ 

ワークショップの時間が足りなかった 

環境省の方の貴重なお話が聞けました。 

ありがとうございました 

工作が楽しかったそうです。特にシールを貼ることが出来たのが楽しかったそうです。 

毛皮を触れたのも、なかなかない経験で、楽しそうでした。 

お話もとてもためになりましたが、30 分過ぎるとちょっとこどもは大変そうでした…。 

楽しい時間をどうもありがとうございました。 

西日本はいしづち山が一番ではないの？？東日本･西日本の分け方がちがうのかなー？博士のふく

しゅうタイムが楽しかった 

直前に知って申し込みましたが大変勉強になりました。 

低学年の子にも読めるようにパワポにふりがなをつけてくださったり博士に扮したりとがんばって準備

していただいたのが、伝わってきました。ワークショップの作業時間が短かったので 30 分はあると絵が

完成するかと思いました。 

260303 

共進化 

ﾌｫｰﾗﾑ 

3 大都市である名古屋がある都市となった 都市の育成の必要性があることに気づかされた 徳川尾

張からの脱出する ◎共進化エネルギーは復興に役立つか？ 

ありがとうございました！ 

パネルディスカッションがとてもよかったです。司会も素晴らしかったです。 

共進化という概念を知る事ができた。動的平衡のように変化し続けないと残すことができないと考えて、

周りとの共感、化学反応を大切に進化していきたい。 

共進化やウェルビーイングというものを国としてどのように捉えているのかという点をお伺いしたく参加

したが、極めて抽象的な議論に終始したというイメージ。計画自体は抽象度が高くてよいと思うが、その

解釈段階・実行段階（各自治体が取り組む段階など）にあっては、国として一定の方向性を指し示せる

ようにしておかれるべきではないかと感じる。自治体任せという感が拭えない。 

最後に鵜飼宏成氏が語られた地域毎に共進化を促すプレーヤーが違っていい 伝えていく 拡げてい

く力が大切だというご意見は魅力的だった 

準備から当日までありがとうございました。 

前向きな取り組みだと思った。 

全体を通して非常に勉強になる事例ばかりでした。情報の密度が濃く、可能であれば資料を展開してい

ただけるとありがたいです。 

多くの事例を具体的に聞くことで共進化の理解が深まった。 

大変内容が濃く、勉強になりました。ありがとうございました! 

長時間ありがとうございました 

藤前干潟･アサギマダラに関わっているビオトープ･ネットワーク中部の長谷川明子氏のお話。農林水

産省農村プロデューサー高橋信博氏のお話。ウェルビーイング。どう生かされるか。教育とは何か 

内容が盛沢山で、理解が追いつきませんでした。 

非常に有意義でした。高野先生の考え方、参加費はとらず組織化 行政を動かすにはねばり強く看化

される 戦力的あいまいさ!! 

250929 

ＮＷ 

フォーラム 

ZOOM のカメラが説明者の顔を映していない、フラフラしている画像が不要です 

コーディネーターの課題。特に外部の活用は、これからの探求学習の広がりや集合知のためにも必要

だと思います。 
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たくさんのヒントを頂いたのですが（後日加藤先生のまとめを下さい）テーマ設定のなげかけ方など、大

変参考になりました。中学でのタネマキが必要だと思いました。 

とても大切な示唆を頂きました 

とても有意義でした。 

パソコンと携帯電話のどちらも Wi-Fi との接続が上手くいかず，会議の半分くらいしか聞かれなかった。

申し訳ない！ 

ボランティア団体は学校とつながりたくても学校に受け取る余力やスケジュールが年初に決まってし

まったりするので、たがいに歩みよるふんいきを作りたいと思った。 

今後もこのようなフォーラム・機会を継続していって下さい。 

参加させていただきありがとうございました。 

初めて参加させていただきました。大学や地域で様々な取組みをされている方々と連携を強めていき

たいと思います。 

他の ESD を牽引している団体の方と話すことができる機会はないので、視点が広がった。 

名古屋市の環境に対する組織作りも、参考にすべきものだった。 

探究の文脈では、もっと特色のある参考事例に出合えると。 

探究の本質について、学ぶことができて良かった。事例を聞くことができるのは、とても良い。今後も情

報を共有して、勉強会ができるといいと思います。ありがとうございました。 

都合により松村先生のパートまでしか参加出来ず失礼いたしました。 

企画運営お疲れ様でした。（関東 ESDC 松沼） 

251017 

ESD 

ダイアログ 

1 人ずつ発表の長さは適当だった。信大の先生の話は流しすぎで今回初めてという人には頭には入ら

なかったのではないかと思います 

さまざまな気付きをいただきました。ありがとうございました。 

次の世代につなげていくためには教育が重要であることを再認識しました。 

他地域でも取組を知ることができ、今後も頑張ろうという思いが大きくなりました。 

尾鷲市で開催いただき大変良かったです 

尾鷲市を中心に様々な取組を知ることができてよかったと思います。ESD の取組は前向きに進んでい

るように見える一方、地域におけるマンパワー＆資金の不足の課題も無視できないが、それら課題を

克服しないかぎり、ESD を継続させることが難しいだろうと思いました。 
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